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ISMSJのミッション
睡眠のチーム医療を推進します

睡眠医学のInfrastructureづくりに貢献します
世界に通じる日本の睡眠医学をつくっていきます

ISMSJ学術集会参加者へのメッセージ
ISMSJの I は” integrated”となっています。Integrateには「特徴が違う人々やグループが
同等の立場で関与しあって全体を構成する」という意味があり、ISMSJは睡眠医学を志す
すべての職種の方を対象にし、それぞれの強みを睡眠医学の発展に向けて統合させることを
最も重要と考えています。ISMSJ学術集会に参加すると、普段参加されている学会や研究会とは
演題も雰囲気も参加者もかなり違うと感じられると思います。以下のような目標をもって
参加することで学術集会をもっと楽しむことができるでしょう。

□他分野の知り合いを必ず増やして帰ってください。ポスターセッション、コーヒーブレイク、
　　 懇親会などは良い機会になるでしょう。

　 □どのようなセッションでもいいので、必ず一つは質問をするという意気込みで参加して
　　 みてください。そうすることで、質問をする方もされる方も勉強になります。

　 □質問をする時には、お近くのマイクの前にあらかじめ並んでおいてください。
　　 座長の指示があり次第、ご質問ください。

　 □ISMSJはPSGを共通語として重視しています。PSGが分かるようになると、睡眠医学に
　　 対する理解が深まるばかりでなく、他職種とつながるチャンスも広がります。

　 □熱く議論しても礼を失せず、喧嘩はしないでください。議論しながら一緒に学んでいける
　　 仲間はなによりの宝です。

　 □

　 □

　 □

第10回ISMSJ学術集会 組織委員長　加藤隆史
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ISMSJ ，ઐ門分野にとらΘΕͳい睡眠医学の学ͼの場としてઃ立さΕ，ࠓ回Ͱ第 10 回とい͏અをܴ͑ます．
第 10 回の学術集会Ͱ，「口腔からく睡眠医学」として，「口」と関Θる睡眠のをऔり上げる͜とにしま
した．「口」，뱌・ᅞ下・発音・ٵݺͳͲ生໋ҡ࣋にॏཁͳ機能を果たすたΊ，ଟ༷ͳ組織から構さΕたෳࡶ
Ͱユニークͳ構をఄしています．一ํ，睡眠医学Ͱ，ดੑ࠹睡眠࣌無ٵݺީ܈睡眠࣌ϒラキシζムͳͲ「口」
͕関Θるの͕গͳくͳく，「口」のॏཁੑೝ知さΕͭͭあるഎ͕ܠあります．また，「௧みと睡眠」を͏一ͭの
トピックスとし，ಛに口腔إ໘௧಄௧ͳͲ಄ᰍ部の௧みのプログラムاըしました．すてのプログラムを総ׅ
するܗͰ，睡眠࣌ҟৗ運ಈ，ดੑ࠹睡眠࣌無ٵݺީ܈，಄ᰍ部᙭௧に関してଟくの研究をさΕている，Gilles	
-aWigne ઌ生をಛผ講ԋにおটきしました．

第 10 回学術集会，ށ内ւにුかͿ୶࿏島の，ւԊいの෩ޫ明ᇪͳ兵庫県立୶࿏ເ国際会ٞ場Ͱ։࠵します．
10 月の地中ւをࢥΘͤるԺかͳީؾの୶࿏島にੋඇおӽしいただき，学会プログラムを楽しんͰいただ͚Εばと
．いますࢥ

The	Annual	Meeting	of	the	Integrated	Sleep	Medicine	Society	Japan	（ISMSJ）	marks	tenth	milestone	this	year.	
The	society	has	Ceen	promoting	multidisciplinary	approach	regardless	of	speciali[ed	fields	since	2008.	The	10th	
ISMSJ	meeting	will	Ce	held	at	the	Awaji	:umeCutai	International	$onference	$enter,	located	at	the	scenic	Awaji	
Island.	This	meeting	will	focus	on	lMO6THz	with	the	title	of	l,nowing	the	mouth,	understanding	sleep	medicinez.	
Oral	and	maYillofacial	system	has	a	compleY	and	uniRue	structure	and	carries	out	diWerse	functions	for	surWiWal	
and	social	 life,	such	as	chewing,	swallowing,	speech	and	Creathing.	 In	sleep	medicine,	sleep	disorders	related	to	
lmouthz	 such	as	oCstructiWe	sleep	apnea	syndrome	and	CruYism	are	not	 rare.	Therefore,	 the	significance	of	
lmouthz	 is	Ceing	recogni[ed	in	clinical	and	research	settings.	MoreoWer,	this	meeting	will	raise	lpain	and	sleepz	
with	the	topics	of	orofacial	pain	and	headache.	A	plenary	lecture,	Cy	Dr.	Gilles	-aWigne,	will	coWer	the	aCoWe	suC-
jects	for	the	Cetter	understanding	of	lMO6THz	in	sleep	medicine.	I	hope	you	will	come	to	Awajishima	and	enjoy	
the	academic	programs	in	a	calm	climate	and	a	rich	natural	enWironment	in	OctoCer.

৫ҕһѫࡰ
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大阪大学大学院歯学研究科高次脳口腔機能学講座口腔生理学教室　加　藤　隆　史

8FMDPNF�UP�UIF���UI�*4.4+�"OOVBM�.FFUJOH�JO�"XBKJ�*TMBOE
Takafumi	,ato

Osaka	6niWersity	Graduate	School	of	Dentistry,	Department	of	Oral	Physiology
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ձͷΞΫセス

ିόスͷ͝Ҋ
ʲିόスʳ
10 月 5 日࠙会ऴྃ10，ޙ 月 6 日プログラムऴྃޙに会場から三ϊٶӺ・新神ށӺまͰのିό
ス༻ҙしております．
学術集会ࡉৄ HP（http://ismsj10th.net/）の会場アクセスにてご֬ೝください．
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組織委員長　加藤隆史（大阪大学大学院歯学研究科高次脳口腔機能学講座口腔生理学教室）
։ɹ࠵ɹ　2018 年 10 月 5 日（金）〜 2018 年 10 月 6 日（土）
ձɹɹɹ　兵庫県立୶࿏ເ国際会ٞ場
ɹɹɹɹɹ　住所：〒 656-2306　兵庫県୶࿏市ເ 1 ൪地
ɹɹɹɹɹ　電話：0799-74-1020（表）　63-：http://www.yumeCutai.org/

Ճొडࢀ
学術集会にࢀ加さΕるํ学術集会日にࢀ加ొ録खଓきをおئいいたします．
場　所：　メインϗールϗワイエ（2F）
2018　：ؒ　࣌ 年 10 月 5 日（金）9：00 〜 18：30
　　　　　　　　	10 月 6 日（土）8：30 〜 17：00
डͰおしするネームカードに，ࢯ名と所属をご記ೖの͏͑，会期中ඞͣごண༻ください．

ֶज़ूձࢀՃඅ
記名に༻ҙしたࢀ加申込༻紙にඞཁ߲ࣄをご記ೖの͏͑，日ࢀ加डにてࢀ加අをお支いください．ࣄલࢀ
加ొ録ご͟いまͤん．
会　員：　医師・歯科医師　8,000 円　　　医師・歯科医師Ҏ֎　5,000 円　　　学生　2,000 円
ˎ学生のํࢀ加डにてඞͣ学生ূをごఏࣔください．
ඇ会員：　10,000 円

࠙ձࢀՃඅ
日　10　：࣌ 月 5 日（金）18：45 〜 20：45
会　場：　レセプシϣンϗール #（2F）
加අ：　5,000ࢀ 円
加ొ録डまた࠙会会場લ（18：15ࢀ，のํر加ࢀ 〜）にて࠙会ࢀ加डのお申込みください．
ˎఆ員にͳり次第，ड͚͚をకΊらͤていただきますのͰ，ごྃঝください．

ֶज़ूձϓϩάϥϜɾঞू
会員（学生会員Ҏ֎）のํ，ࣄલにおૹりしております本プログラム抄録集をඞͣごࢀ࣋ください．
ごرのํに，プログラム抄録集をडにて 2,000 円Ͱൢ売いたします．に限り͕ありますのͰ，在庫͕ͳく
ͳり次第ऴྃとさͤていただきます．

ϓϩάϥϜ։࠵ձ
10 月 5 日（金）メインϗール（2F）
10 月 6 日（土）メインϗール（2F），アンフィシアター（1F），連བྷ௨࿏（2F，ϙスター発表）

లࣔɾॻ੶లࣔۀا
場　所：　メインϗールϗワイエ（2F）
10　：ؒ　࣌ 月 5 日（金）9：00 〜 18：30
　　　　　10 月 6 日（土）9：00 〜 15：00

ֶज़ूձࢀՃऀͷ͝Ҋ
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ձͰͷݺͼग़͠ɼݴɼࣸਅࡱӨɼԻثػ༻
会場内Ͱのݺͼग़し，ݴにͭいて一行いまͤん．
会場内Ͱのスライド，ϙスターͳͲのࣸ真ࡱӨݻくおஅりいたします．
マイクにӨڹをٴ΅す͜と͕ご͟いますのͰ録音機ثの༻Ͱきまͤん．
会場内Ͱのܞଳ電話のご༻ご遠ྀください．

ؔ࿈ֶձऔಘՄ୯Ґ
本学術集会のࢀ加・発表にରし，下記関連学会の୯Ґ͕औಘͰきます．
申の際に，第 10 回日本臨床睡眠医学会学術集会ࢀ加ূのコピー͕ඞཁとͳります．
・日本臨床神経生理学会　ࢀ加：5 ୯Ґ
・日本睡眠学会　　　　　ࢀ加：2 ୯Ґ，
　　　　　　　　　　　　発表：1 ୯Ґ（ϙスター発表，シンϙジスト）

""45 औಘՄ$&$
本学術集会͕ओ࠵するରプログラムにࢀ加さΕたํ，AAST（American	Associated	of	Sleep	Technologists）
の $E$（$ontinuing	Education	$redits）͕औಘͰきます．
日 AAST ొ録डにてॻྨを発行いたします．
ରプログラム
・10 月 5 日（金）3.0	credits：シンϙジウム 1，組織委員長講ԋ
・10 月 6 日（土）2.25	credits：教育シンϙジウム 1 ／教育シンϙジウム 2（Ͳちらかࢀ加），ಛผ講ԋ
ˎͲちらか 1 日のࢀ加Ͱクレジットऔಘ͕Մ能Ͱす͕，ରプログラムをすてड講する͜と͕݅Ͱす．

ϥϯνϣϯηϛφʔ
お 1 人༷にͭき，ランチϣンセミφー理݊ 1 ຕを布いたします．会場લにて「ランチϣンセミφー理݊」と
．に，おหをおड͚औりくださいަ
・10 月 5 日（金）9：00 〜
・10 月 6 日（土）8：30 〜
ˎ理͕݊ͳくͳり次第ऴྃとͳります͕，͕݊ある場合のみ，会場લにて布いたします．

Πϒχϯάηϛφʔ
イϒニングセミφーにͭきまして，会期中の理݊布ご͟いまͤんのͰ，日会場લにおฒͼください（ネー
ムカードをごఏࣔください）．

ͦͷଞ
会場おΑͼロビーېԎͰす．
日クールビζの؍にΑり，ܰͰおӽしください．
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಄ൃදޱ
1．発表データ࡞ཁྖ

ʪ機ࡐにͭいてʫ
1）会場Ͱ༻する P$ の OS  8indows Ͱ，アプリέーシϣン PowerPoint Ͱす．ݪଇతに，学術集会Ͱ༻ҙ

します P$ をご༻ください．Macintosh のお࣋ち込みをごرの場合，ඞͣࣄલに運営ࣄہまͰご連བྷく
ださい．また，P$ のお࣋ち込みの際に，ミニ D-suC	15	pin のϞニターग़力子͕ඞཁとͳります．͜の子
͕ͳい P$ をお࣋ち込みいただく場合に，ผ్มコネクタをඞͣご༻ҙください．

2）	発表༻データࣄલに8indowsパソコンͰಈ֬࡞ೝしていただき，日6S#メϞリーにอଘしてごࢀ࣋ください．
อଘフΝイル名「プログラム名（ԋ൪߸）・発表ऀ名（）」としてください．

3）発表データҎ下ののͰ࡞してください．
8indows ൛ PowerPoint	2007 Ҏ߱ 2016 まͰ
˞ Macintosh ൛ PowerPoint Ͱの࡞，ө૾に支োをきたしますのͰご遠ྀください．

4）フォント OS にඪ準Ͱ備さΕているのͰおئいいたします．ը໘レイアウトのόランスҟৗ文ࣈԽ͚を
͙たΊにフォント下記ののͰおئいいたします．
日本ޠ：MS ΰシック／ MSP ΰシック／ MS 明ே／ MSP 明ே
ӳ　ޠ：Times	New	3oman ／ $entury

5）ը໘のղ૾ XGA（1024 ʷ 768 ピクセル）Ͱす．͜のαイζΑり大きい場合，スライドのपғ͕Εてしま
いますのͰ，ը໘のઃఆを XGA に合Θͤてください．

6）ಈը音を༻する場合，ごࣗの P$ をごࢀ࣋の͏͑，日 P$ ड（会場内ࠨલํ）にお申しग़くだ
さい．

2．発表データおΑͼԋऀड
1）ԋऀのํ，P$ 本体また発表データをごࢀ࣋の͏͑，セッシϣン։࢝の 10 分લまͰに，「P$ ड（会場内ࠨ

લํ）」におӽしください．プログラム։࢝直લࠞみ合͏͜と͕༧さΕますのͰ，ؒ࣌に༨༟をͬ࣋てडを
すまͤてください．
ͳお，本学術集会Ͱ P$ ड͕会場内にご͟いますのͰ，プログラムؒのؒ࣌ܜٳのみのొ録とさͤていただ
きます．ごҙください．
˞ඞͣ，ࣄલにデータのウイルスチェックを行ͬてください．
˞発表データ，会場内の P$ にいͬたんコピーさͤていただきます͕，学会ऴྃޙにओऀ࠵ଆ͕をͬて
ফڈいたします．

2）P$（Macintosh，ಈը・音利༻）のお࣋ち込みをごرさΕる場合同༷におئいします．
˞ Air	Mac の࠷新機छの࣋ち込みの場合，Өにෆ۩合͕Ͱる場合͕ありますのͰ，ࣄલに機छ名・7ersion
をご連བྷください．

3）発表の 5 分લまͰに会場内લྻにごண੮ください．

ԋʹ͍ͭͯͷ͝Ҋߨ
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ϙελʔൃද
1．Talking	Poster にͭいて

第 10 回日本臨床睡眠医学会学術集会Ͱ，10 月 6 日（土）に，Talking	Poster としてϙスターԋऀにΑるϙ
スターの֓ཁを口಄発表していただくؒ࣌をઃ͚ております．Talking	Poster ，ޙޕのϙスターセッシϣンͰ
のٞのੑ׆Խとࢀ加ऀの興ຯのあるϙスター発表をࣄલにѲする͜とをతとしています．

1）Talking	Poster 発表ཁ߲
発表ؒ࣌：� Ҏ（ݫؒ࣌क）࣭ٙԠͳし
ຕ　　：スライド � ຕ（ݫक）
スライドཁ݅：
・Power	Point にて࡞の͜と（ಈը，アニメーシϣン，音おΑͼ Macintosh 利༻ෆՄ）．P$ ઃఆのৄࡉ「口

಄発表，1．発表データ࡞ཁྖ」をࢀরしてください．
・利益૬に֘する場合，ඞͣϙスターに記ࡌしてください．
・発表データのフΝイル 9 月 6 日（木）まͰに E-mail にఴして下記運営ࣄہѼてにごఏग़ください．݅名，
「Talking	Poster 発表フΝイル　ԋ൪߸　ࢯ名」としてください．
Ѽઌ：第 10 回日本臨床睡眠医学会学術集会運営ࣄہ　E-mail：ismsj@worldpl.jp

2．ϙスター発表にͭいて
1）ԋऀ・座長のํ

ԋऀ・座長のํ，「ϙスターड」にてडをすまͤてください．座長セッシϣンの 10 分લまͰにおӽしく
ださい．

2）ϙスターలࣔཁྖ
ϙスターパネル，ॎ 180	cm ʷԣ 85	cm Ͱす．ϙ
スターαイζ内にऩまΕば，༷式いまͤん．
ϙスターパネルのࠨ上֯にԋ൪߸カード（20	cm
ʷ 20	cm）͕ࣔܝさΕます．ࢦఆさΕたԋ൪߸の
パネルにషしてください．
・ϙスターを࡞さΕる際に，発表内༰（本文）

記ࡌの΄かに，「ԋ名」「発表ऀ名」「所属名」を
ඞͣ明記してください．

・ష༻ԡしピンをご༻ҙいたします．
3）発表ܗ式

発表，座長のਐ行にΑり行ΘΕます．座長ؒ࣌
にͳりましたら，୲セクシϣンにてセッシϣンを։࢝してください．
1 ԋ 8 分（発表 5 分，࣭ٙԠ 3 分）といたします．
ϙスターセッシϣン 1（A，#，$ グループ）　15：00 〜 16：00

ܜٳ） 15 分）
ϙスターセッシϣン 2（D，E，F グループ）　16：15 〜 17：05

ڈఫ・ࣔܝ（4
ϙスター会場（連བྷ௨࿏ 2F）Ͱ行います．
10 月 5 日（金）からࣔܝͰきます．10 月 6 日（土）の 9：00 まͰにࣔܝをྃしてください．
10 月 6 日（土）の 18：00 まͰにϙスターをऔり֎してください．ܾΊらΕたؒ࣌内にఫڈさΕͳかͬたϙスター
，運営ࣄہにてഁغいたします．

演題

番号

ポスター掲示スペース

20 cm

20 cm 65 cm

180 cm
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ୈ��ճຊྟচਭҩֶձֶज़ूձɹఔද

ʲ��݄ �ʢۚʣr ॴɿʪ�'ʫϝΠϯϗʔϧɼ࿈བྷ௨࿏ʢϙελʔʣɼϗϫΠΤʢۀاలࣔʣ

ؒ　࣌ プログラム 会　場

	9：50 〜 10：00 Opening	3emarks
組織委員長　加藤隆史（大阪大学大学院歯学研究科高次脳口腔機能学講座口腔生理学教室）

メイン
ϗール

10：00 〜 12：00 シンϙジウム 1　　ˎ AAST	$E$ ରプログラム
「಄部おΑͼ口腔إ໘の௧みと睡眠」
座長：杉山華子（社会医療法人寿会富永病院脳神経内科）
ԋऀ：片桐綾乃，٠Ҫ祥二，Ҫ川雅子

12：00 〜 12：15 コーώーϒレイクおΑͼϙスターセットアップ ϗワイエ／
連བྷ௨࿏

12：15 〜 13：15 ランチϣンセミφー 1 共࠵：エーザイ株式会社
メイン
ϗール

「睡眠中にみらΕるてんかん発࡞の発࡞ީと脳波・ے電ਤ所ݟ」
座長：堀　有行（金沢医科大学医学教育学・金沢医科大学病院睡眠医学センター）
ԋऀ：神　一敬（東北大学大学院医学系研究科てんかん学分野）

13：15 〜 13：25 コーώーϒレイクおΑͼϙスターセットアップ ϗワイエ／
連བྷ௨࿏

13：25 〜 13：45 社員総会

メイン
ϗール

13：45 〜 14：45 組織委員長講ԋ　　ˎ AAST	$E$ ରプログラム
「睡眠࣌ϒラキシζム：睡眠医学と歯科医学の͟まͰ」
座長：立花直子（関西電力病院睡眠関連疾患センター）
ԋऀ：加藤隆史（大阪大学大学院歯学研究科高次脳口腔機能学講座口腔生理学教室）

15：00 〜 17：00 シンϙジウム 2
「ֺ口腔إ໘ܗଶと機能：னのإとのإ」
座長：佐藤　誠（筑波大学国際統合睡眠医科学研究機構）
　　　佐々生康宏（ささお歯科クリニック口腔機能センター）
ԋऀ：٦　雅，山　隆，Ԟ野健太，ү野史࿕

17：00 〜 17：15 コーώーϒレイクおΑͼϙスターセットアップ ϗワイエ／
連བྷ௨࿏

17：15 〜 18：15 イϒニングセミφー 共࠵：MSD 株式会社
メイン
ϗール

「睡眠構ஙとͦのഁのメカニζム生理త࡞༻」
座長：本ଟ和थ（東京都医学総合研究所精神行ಈ医学研究分野睡眠プロジェクト）
ԋऀ：ྛ　　༔（筑波大学国際統合睡眠医科学研究機構（8PI-IIIS））

18：45 〜 20：45 ࠙会（レセプシϣンϗール #，2F）

AAST ͷ CEC ɼ1 ɿ3�0 credits（ˎରϓϩάϥϜΛͯ͢डߨ）͕औಘՄͰ͢ɽ
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ʲ��݄ �ʢʣr ॴɿ�ʪ�'ʫϝΠϯϗʔϧɼ࿈བྷ௨࿏ʢϙελʔʣɼϗϫΠΤʢۀاలࣔʣʗ�
ʪ�'ʫΞϯϑΟγΞλʔ

ؒ　࣌ プログラム 会　場

	9：30 〜 10：45 教育シンϙジウム 1　　ˎˎ AAST	$E$ ରプログラム
「歯・口・ֺ・咽・鼻を診る」
座長：安陪　晋（	徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔科学部門臨床歯学系	 	

総合診療歯科学分野）
ԋऀ：鈴木雅明，佐々生康宏，ݪ木真ޗ，安陪　晋

メイン
ϗール

AAST	$E$ औ ಘ
にͲちらか 1 ͭ
にࢀ加

教育シンϙジウム 2　　ˎˎ AAST	$E$ ରプログラム
「PSG の表໘ے電ਤをۃΊる」
座長：小栗卓也（公立陶生病院神経内科），
　　　川名;さߐ（順天ಊ大学大学院医学研究科৺݂睡眠ٵݺ医学講座）
ԋऀ：小栗卓也，大倉一，藤Ҫཅ子

アンフィ
シアター

10：45 〜 11：15 コーώーϒレイクおΑͼϙスタービϡーイング ϗワイエ／
連བྷ௨࿏

11：15 〜 12：15 Talking	Poster
ਐ行：野々上茂（大阪大学大学院医学系研究科情報統合医学講座精神医学教室）
　　　　毛利育子（大阪大学大学院連合小児発達学研究科）

メイン
ϗール

12：15 〜 12：30 コーώーϒレイクおΑͼϙスタービϡーイング ϗワイエ／
連བྷ௨࿏

12：30 〜 13：30 ランチϣンセミφー 2 共࠵：武田薬品工業株式会社

メイン
ϗール

「充࣮して働くたΊの睡眠と体内ܭ࣌」
座長：谷池雅子（大阪大学大学院連合小児発達学研究科）
ԋऀ：高橋正也（	独立行政法人労働ऀ健康安全機構労働安全衛生総合研究所࢈業Ӹ学研究

グループ）

ランチϣンセミφー 3 共࠵：フィリップス・レスピロニクス合同会社

アンフィ
シアター

「	ดੑ࠹睡眠࣌無ٵݺީ܈のΑり良い࣏療にඞཁͳのͳにかʁ		
ᴷ医師と睡眠検査技師のࢹから͑ߟるᴷ」

座長：赤堀真富果（中東遠総合医療センター診療技術部検査室）
療બのアプローチᴷ࣏々の患ऀにԠ͡たݸલにすき͜とᴷ睡眠検査のղऍと࢝療։࣏．1
ԋऀ：山内基雄（奈良県立医科大学ثٵݺ内科学講座）
療ޮ果をͲのΑ͏にධ価してରԠすきかᴷ࣏したのちにすき͜とᴷ࢝療։࣏．2
ԋऀ：藤田உ（奈良県立医科大学ثٵݺ内科学講座）

13：30 〜 13：45 コーώーϒレイクおΑͼϙスタービϡーイング ϗワイエ／
連བྷ௨࿏

13：45 〜 14：45 ಛผ講ԋ　　ˎˎ AAST	$E$ ରプログラム
「Dismantling	sleep	and	pain	interaction」
座長：加藤隆史（大阪大学大学院歯学研究科高次脳口腔機能学講座口腔生理学教室）
ԋऀ：Prof.	Gilles	-aWigne（	Faculties	of	dental	medicine	and	medicine,	6niWersite	de	

Montreal,	$anada）

メイン
ϗール

14：45 〜 15：00 コーώーϒレイクおΑͼϙスタービϡーイング ϗワイエ／
連བྷ௨࿏

15：00 〜 16：00 ϙスターセッシϣン 1
A：睡眠関連疾患・病ଶ 1
　　座長：河合　真（スタンフォード大学医学部精神科睡眠医学部門）
療・ධ価法࣏：#
　　座長：山内基雄（奈良県立医科大学ثٵݺ内科学講座）
$：小児睡眠
　　座長：加藤久美（ಛఆ医療法人愛ਔ会太田睡眠科学センター）

連བྷ௨࿏

16：00 〜 16：15 コーώーϒレイクおΑͼϙスタービϡーイング ϗワイエ／
連བྷ௨࿏
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ؒ　࣌ プログラム 会　場

16：15 〜 17：05 ϙスターセッシϣン 2
D：Tech`s	$orner おΑͼྫ
　　座長：大西徳信（天理市立メディカルセンター）
E：睡眠関連疾患・病ଶ 2
　　座長：大倉睦美（大阪回生病院睡眠医療センター）
F：ௐ査・診療体੍
　　座長：足立浩祥（大阪大学キャンパスライフ健康支援センター）

連བྷ௨࿏

17：05 〜 17：10 $losing	3emarks
組織委員長　加藤隆史（大阪大学大学院歯学研究科高次脳口腔機能学講座口腔生理学教室）

AAST ͷ CEC ɼ2 ɿ2�25 credits（ˎˎରϓϩάϥϜΛͯ͢डߨ）͕औಘՄͰ͢ɽ



ϓϩάϥϜ
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0QFOJOH�3FNBSLTʢ։ձͷࣙʣ
9：50 〜 10：00，メインϗール

組織委員長：加藤　隆史（大阪大学大学院歯学研究科高次脳口腔機能学講座口腔生理学教室）

シンポδϜ�ʢˎ""45�$&$ରϓϩάϥϜʣ
10：00 〜 12：00，メインϗール

ʮ಄部͓Αͼ口إߢ໘ͷ௧みͱਭʯ

座長：杉山　華子（社会医療法人寿会富永病院脳神経内科）
1ɽ三ࠥ神経ࢧྖҬͷ᙭௧ᴷ基ૅ͔ڀݚΒྟচԠ༻ͷΞϓϩーνᴷ

　　　片桐　綾乃（大阪大学大学院歯学研究科口腔生理学教室）
2ɽ三ࠥ神経ࣗ神経ੑ಄௧ͷྟচ૾ͱͦͷಛ

　　　٠Ҫ　祥二（社会医療法人寿会富永病院脳神経内科・಄௧センター）
3ɽ口إߢ໘部ͷಛൃੑ᙭௧࣬ױᴷ口ߢ内ऊީ܈ʢઉ௧ʣͱ࣋ଓੑಛൃੑإ໘௧ʗࣃ௧ᴷ

　　　Ҫ川　雅子（੩Ԭ市立清水病院口腔֎科）

ϥンνョンセϛφー�
12：15 〜 13：15，メインϗール

ʮਭ中ʹみΒれΔͯΜ͔Μൃ࡞ͷൃ࡞ީͱɾిےਤॴݟʯ

座長：堀　　有行（金沢医科大学医学教育学・金沢医科大学病院睡眠医学センター）
ԋऀ：神　　一敬（東北大学大学院医学系研究科てんかん学分野）

共࠵：エーザイ株式会社

৫ҕһߨԋʢˎ""45�$&$ରϓϩάϥϜʣ
13：45 〜 14：45，メインϗール

ʮਭ࣌ϒラΩγζϜ：ਭҩ学ͱࣃՊҩ学ͷ͟·Ͱʯ

座長：立花　直子（関西電力病院睡眠関連疾患センター）
ԋऀ：加藤　隆史（大阪大学大学院歯学研究科高次脳口腔機能学講座口腔生理学教室）

ʲ��݄�ʢۚʣr�
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シンポδϜ�
15：00 〜 17：00，メインϗール

ʮֺ口إߢ໘ܗଶͱػ：னͷإͱͷإʯ

座長：佐藤　　誠（筑波大学国際統合睡眠医科学研究機構），
　　　佐々生康宏（ささお歯科クリニック口腔機能センター）

1ɽ小児ͷإ໘ܗଶͱਭᴷਭͷɾൃ達ͷӨڹᴷ

　　　٦　　雅（大阪大学大学院連合小児発達学研究科）
2ɽֺإ໘ͷൃ育ͱܗଶͷ基ૅͱਭͱͷؔ࿈ʹついͯ

　　　山　　隆（大阪大学大学院歯学研究科ֺإ໘口腔ڲ正学教室）
3ɽᅞ下ɾൃɾٵݺᴷ口ߢҺ಄ػͷ多༷ੑʹついͯᴷ

　　　Ԟ野健太（大阪歯科大学高ྸऀ歯科学講座）
4ɽֺإ໘ܗଶͱดੑ࠹ਭ࣌ແٵݺͷපଶ生理：ͷإ

　　　ү野　史࿕（千༿大学大学院医学研究院ຑਲ科学）

Πϒχンάセϛφー
17：15 〜 18：15，メインϗール

ʮਭߏஙͱͦͷഁͷϝΧχζϜ生理త࡞༻ʯ

座長：本ଟ　和थ（東京都医学総合研究所精神行ಈ医学研究分野睡眠プロジェクト）
ԋऀ：ྛ　　　༔（筑波大学国際統合睡眠医科学研究機構（8PI-IIIS））

共࠵：MSD 株式会社
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ҭシンポδϜ�ʢˎˎ""45�$&$ରϓϩάϥϜʣڭ
9：30 〜 10：45，メインϗール

ʮࣃɾ口ɾֺɾҺɾඓΛΔʯ

座長：安陪　　晋（徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔科学部門臨床歯学系総合診療歯科学分野）
1ɽඓߢΛΔ

　　　鈴木　雅明（帝京大学ちば総合医療センター耳鼻咽喉科）
2ɽ口͔ΒҺΛΔ

　　　佐々生康宏（ささお歯科クリニック口腔機能センター）
3ɽ͓ࣃΑͼࣃपΛΔ

（学講座クラウンϒリッジิ௲学教室ݐ࠶大阪大学大学院歯学研究科ֺ口腔機能）ޗ木　真ݪ　　　
4ɽֺΛΔ

　　　安陪　　晋（徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔科学部門臨床歯学系総合診療歯科学分野）

ҭシンポδϜ�ʢˎˎ""45�$&$ରϓϩάϥϜʣڭ
9：30 〜 10：45，アンフィシアター

ʮ1S( ͷද໘ిےਤΛۃΊΔʯ

座長：小栗　卓也（公立陶生病院神経内科），
　　　川名;さߐ（順天ಊ大学大学院医学研究科৺݂睡眠ٵݺ医学講座）

1ɽද໘ిےਤ：૯

　　　小栗　卓也（公立陶生病院神経内科）
2ɽᄐےද໘ిےਤͷഎ景ʹ͋Δͷ

　　　大倉　一（徳島大学病院歯科（かみあΘͤิ௲科））
3ɽਭ中ͷӡಈҟৗʹ͓͚Δࢶ࢛ͷද໘ిےਤͷׂ

　　　藤Ҫ　ཅ子（大阪回生病院睡眠医療センター）

5BMLJOH�1PTUFS
11：15 〜 12：15，メインϗール

ϙελーηογϣンͰͷ౼ΛΑΓੑ׆ԽすΔͨΊʹɼϙελーൃදͷલʹɼԋऀͷօ༷͕ൃදͷ֓ཁΛ介すΔ࣌
間Λઃ͚ͯい·すɽ

ਐ行：野々上　茂（大阪大学大学院医学系研究科情報統合医学講座精神医学教室）
　　　　毛利　育子（大阪大学大学院連合小児発達学研究科）

ʲ��݄�ʢʣr�
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ϥンνョンセϛφー�
12：30 〜 13：30，メインϗール

ʮ充実ͯ͠ಇͨ͘Ίͷਭͱମ内ܭ࣌ʯ

座長：谷池　雅子（大阪大学大学院連合小児発達学研究科）
ԋऀ：高橋　正也（独立行政法人労働ऀ健康安全機構労働安全衛生総合研究所࢈業Ӹ学研究グループ）

共࠵：武田薬品工業株式会社

ϥンνョンセϛφー�
12：30 〜 13：30，アンフィシアター

ʮดੑ࠹ਭ࣌ແٵݺީ܈ͷΑΓ良い治ྍʹඞཁͳͷͳʹ͔ʁᴷҩࢣͱਭࢣٕࠪݕͷࢹ͔Β͑ߟΔᴷʯ

座長：赤堀真富果（中東遠総合医療センター診療技術部検査室）
1ɽ治ྍ։࢝લʹす͖͜ͱᴷਭࠪݕͷղऍͱݸ々ͷऀױʹԠͨ͡治ྍબͷΞϓϩーνᴷ

　　　山内　基雄（奈良県立医科大学ثٵݺ内科学講座）
2ɽ治ྍ։ͨ࢝͠ͷͪʹす͖͜ͱᴷ治ྍޮ果ΛͲͷΑ͏ʹධՁͯ͠ରԠす͖͔ᴷ

　　　藤田　உ（奈良県立医科大学ثٵݺ内科学講座）
共࠵：フィリップス・レスピロニクス合同会社

ಛผߨԋʢˎˎ""45�$&$ରϓϩάϥϜʣ
13：45 〜 14：45，メインϗール

ʮ%JTNBnUMJng TMeeQ BnE QBJn JnUeSBDUJPnʯ

座長：加藤　隆史（大阪大学大学院歯学研究科高次脳口腔機能学講座口腔生理学教室）
ԋऀ：Prof.	Gilles	-aWigne（Faculties	of	dental	medicine	and	medicine,	6niWersite	de	Montreal,	$anada）

ポスターセッション�
15：00 〜 16：00，連བྷ௨࿏

"ɿਭؔ࿈࣬ױɾපଶ�
座長：河合　　真（スタンフォード大学医学部精神科睡眠医学部門）

S1-A1　高ྸऀにお͚る睡眠中ঃ波׆ಈと記ԱݻఆԽの関
河合　　真（スタンフォード大学医学部精神科睡眠医学部門）

S1-A2　ॏೝ知にお͚るٳଉ׆ಈリζムোと日ৗ生׆׆ಈとの関連ੑ
ੴ丸　大و（大阪立大学大学院総合リハビリテーシϣン学研究科）

S1-A3　高ྸऀ SAS にΑる体׆ಈྔの検౼
ࣲ࡚　Ղ奈（ཁクリニック）

S1-A4　レム睡眠行ಈҟৗとดੑ࠹睡眠࣌無ٵݺ合ซ患ऀにお͚る 3EM	sleep	without	atonia の検౼
杉田　॔子（大阪回生病院睡眠医療センター）

S1-A5　レム睡眠行ಈҟৗにお͚る運ಈঢ়の発࣌ݱ期と 3EM	sleep	without	atonia にͭいての検౼
藤Ҫ　ཅ子（大阪回生病院睡眠医療センター）

S1-A6　レム睡眠行ಈҟৗの 3EM	sleep	without	atonia ఆにお͚るઙےے۶ࢦ電ਤࠨӈࠩの検౼
լ　一美（大阪回生病院睡眠医療センター）ࢳ
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S1-A7　ए年人睡眠࣌ϒラキシζムにお͚るレム睡眠のᄐ׆ےಈಛੑ
๛田　理ࣿ（大阪大学大学院歯学研究科高次脳口腔機能学講座口腔生理学教室）

#ɿྍ࣏ɾධՁ๏
座長：山内　基雄（奈良県立医科大学ثٵݺ内科学講座）

S1-#1　߅ 7G,$ 体関連ลԑ系脳Ԍにとͳ͏レム睡眠行ಈҟৗの߅ 1 ྫ
川いͭみ（公立陶生病院神経内科）ߥ

S1-#2　ඪ高ࠩにΑる睡眠࣌無ٵݺީ܈患ऀの݂ѹมಈと $PAP ࠂ療ޮ果に関するྫ報࣏
K本　　อ（社会ࢱ法人大阪ڿ明ؗ病院睡眠ٵݺ療法センターٵݺ療法科）

S1-#3　振ಈܹを༻いた睡眠࣌ϒラキシζム੍ޮ果の検ূ
中村　浩ਸ（ত和大学歯学部歯科ิ௲学講座）

S1-#4　Oral	Appliance ධ価ґཔతの院にお͚る؆қ検査のݱঢ়
小ᓎ　༏美（新東京病院臨床検査室）

S1-#5　PSG 検査とのൺֱにΑる院の؆қ検査ղੳ法の検౼
ધ山　߂ۍ（ཁクリニック）

S1-#6　睡眠検査ࣗಈղੳシステムを༻いたऴ睡眠ϙリグラフィղੳにͭいての検౼
本ؒ　美香（ཁクリニック）

S1-#7　OSA 患ऀにお͚るෆ຺と AI（Augmentation	IndeY）の検౼
ః元　༞二（睡眠োセンターԬ浦ఴクリニック）

$ɿখࣇਭ
座長：加藤　久美（ಛఆ医療法人愛ਔ会太田睡眠科学センター）

S1-$1　日本人中学生をରにした睡眠श׳と࣮行機能の関連の検౼
౧田　ᣈ子（大阪大学大学院連合小児発達学研究科）

S1-$2　小児の睡眠ϙリソムϊグラフࢪ行にお͚るプレパレーシϣンの有ޮੑの検౼
村田　ֆ美（	大阪大学大学院連合小児発達学研究科附属子Ͳの͜͜Ζの分子統御機構研究セン

ター）
S1-$3　小児にお͚る睡眠࣌リζムੑ뱌ے運ಈの発生༷式

നੴ　༏ق（大阪大学大学院歯学研究科高次脳口腔機能学講座口腔生理学教室）
S1-$4　上ֺ֦大͕小児 OSA に有ޮと͑ߟらΕた 1 ྫ

中島　隆හ（ͳか͡ま歯科クリニック）
S1-$5　ڻにྨࣅした発࡞ީをఄしたલ಄༿てんかんの 1 ྫ

൘橋　　ઘ（東北大学病院生理検査センター）
S1-$6　睡眠中にา行ঢ়をఄした睡眠࣌༡行の 16 உੑྫࡀ

ঙ子　ହ（ಛఆ医療法人๎友会ੴ金病院）
S1-$7　睡眠中にखͰ಄إをୟく 6 ݟྫのऴ睡眠ϙリグラフ所ࡀ

加藤　久美（ಛఆ医療法人愛ਔ会太田睡眠科学センター）
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ポスターセッション�
16：15 〜 17：05，連བྷ௨࿏

%ɿ5FDI`T�$PSOFS ͓Αͼྫ
座長：大西　徳信（天理市立メディカルセンター）

S2-D1　௵ᙾੑ大Ԍ͕ $PAP タイトレーシϣンをࠔにした一ྫ
丸本　圭一（関西電力病院臨床検査部）

S2-D2　$PAP	titration 検査中にてんかん発࡞波͕ग़ݱした一ྫ
赤堀真富果（中東遠総合医療センター睡眠医療センター）

S2-D3　ৗ༻ྔのࢎリチウム͕༠発したՄ能ੑのある中ੑ無ٵݺの 1 ྫ
神田　༏太（ҍྛ大学医学部精神神経科学教室）

S2-D4　৸ฦりに͏ܹٸͳ৺ഥมԽをࣔした 1 ྫ
神田　༏太（ҍྛ大学医学部精神神経科学教室）

S2-D5　体ॏ͕ྔݮ有ޮͰあͬたංຬؾީ2・܈ 病のܕ 1 ྫ
大西　徳信（天理市立メディカルセンター）

S2-D6　新生児 PSG 検査のٵݺイベントをͲ͏ಡΉかʁᴷಡにྀۤしたྫᴷ
高谷　ൣ߃（奈良県立医科大学附属病院中ԝ臨床検査部）

ˎԋ൪߸にアンダーライン͕あるの，Tech`s	$orner ԋͰす．

&ɿਭؔ࿈࣬ױɾපଶ�
座長：大倉　睦美（大阪回生病院睡眠医療センター）

S2-E1　ए年人のऴϙリグラフ記録にお͚る第一ޮ果
田　　愛（大阪大学大学院連合小児発達学研究科子Ͳの͜͜Ζの分子統御機構研究センター）

S2-E2　ಈੑ뱌׆ےಈ発ݱલޙのࢎૉおΑͼ二ࢎԽૉのมಈ
鈴木　ળو（徳島大学大学院医歯薬学研究部ֺ機能ᄐ合ݐ࠶学分野）

S2-E3　$PAP ユーザーの 3 年ޙおΑͼ 10 年ޙの体ॏมԽとͦΕに関連するҼ子
京谷　京子（京谷クリニック）

S2-E4　無ٵݺࢦٵݺดੑ࠹睡眠࣌無ٵݺީ܈にお͚るঃ波睡眠のׂ合をөするのかʁ
小山　真ً（大阪大学医学部医学系研究科精神健康医学）

S2-E5　$atathrenia とʁᴷऴ睡眠ϙリグラフ検査から୳るؑผと病ଶ生理ᴷ
村木　久恵（大阪回生病院睡眠医療センター）

S2-E6　ऴ睡眠ϙリグラフ検査を࣮ࢪした健康ए年人にお͚る Apnea-Hypopnea	indeY
大倉　睦美（大阪大学大学院歯学研究科口腔生理学教室）

'ɿௐࠪɾྍମ੍
座長：足立　浩祥（大阪大学キャンパスライフ健康支援センター）

S2-F1　ಛ発ੑ全般てんかんとଆ಄༿てんかんにお͚る睡眠ののҧいᴷ࣭紙を༻いた研究ᴷ
（東北大学大学院医学系研究科てんかん学分野）قਸ਼　　ݪ

S2-F2　院にお͚る Japanese	STOP	#ANG 睡眠࣌無࣭ٵݺථのධ価
ௐ　　૱子（Ԭ浦ఴクリニック）

S2-F3　院にお͚るऴ睡眠ϙリグラフ検査のґཔ科ผಛ
金田　知Ն（社会医療法人寿会富永病院生理機能検査室）
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S2-F4　Nem-ink を༻いたগ人体੍Ͱの睡眠ٵݺোのऔり組み
住谷　充߂（大阪市立総合医療センターثٵݺ内科）

S2-F5　医療機関৬業ドライόーにお͚る睡眠・ดੑ࠹睡眠࣌無ٵݺީ܈に関するҙࣝと࣮ଶௐ査
小ྛ　充య（ࠇ沢病院附属ヘルスパーククリニック歯科・歯科口腔֎科）

S2-F6　院֎དྷにお͚る医療連ܞの࣮ଶ
木下　理恵（医療法人会谷病院）

$MPTJOH�3FNBSLTʢดձͷࣙʣ
17：05 〜 17：10，連བྷ௨࿏

組織委員長：加藤　隆史（大阪大学大学院歯学研究科高次脳口腔機能学講座口腔生理学教室）



ঞ
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睡眠࣌ϒラキシζム（sleep	CruYismʦS#ʧ），国際睡眠関連疾患分ྨͰ，睡眠関連運ಈҟৗ（Sleep	related	

moWement	disorder）に分ྨさΕている．発生 5 〜 10ˋとൺֱత高く，睡眠中に歯͗しりࡶ音を͏リζムੑ

뱌׆ےಈ͕ස発する．しかし，S# の病ଶͦの生理機ংの研究のྺ史，「口」を診る古యతͳ歯科医学త֓念と

睡眠医学とのղͰあͬた．歯科医学にお͚る S# のೝࣝ古く，睡眠医学のᴈ明期とͳる 1950 〜 60 年に，

すͰに「טみあΘͤのҟৗ」뱌ےの᙭௧にΑͬて生͡るとい͏ドグマతͳ病Ҽ͕֬立していた．ͦの݁果，睡

眠医学͕発లを։࢝する 1960 〜 70 年に࣮ࢪさΕたϙリソムϊグラフィー研究の果，臨床歯学ͰॏཁࢹさΕ

ͳかͬた．21 #をओுする古యత歯科医学の病Ҽ൱ఆさΕ，S「みあΘͤのҟৗט」，にೖͬてلੈ 睡眠の߃

ৗੑֺ運ಈをௐઅする中神経機構͕ॏཁとೝࣝさΕるΑ͏にͳͬた．しかし，࣌ݱͰ，ଞの睡眠関連運ಈҟ

ৗと同༷，パターンԽさΕた運ಈ͕発生するݤとͳる神経生理機構Θかͬていͳい．ֺإ໘口腔ྖ域ղ学త

にෳࡶͳ構をఄしており，֮੧中に뱌，ᅞ下ͳͲۃΊて精៛ͳ神経੍御の下，協ௐ運ಈを合తతに行Ͱき

る．した͕ͬて，S# ֺ口腔إ໘ྖ域の運ಈௐઅ機構͕睡眠中にͤݟる「ཪのإ」とい͑，S# の発生機構のղ明

，睡眠中のパターン運ಈ発生とい͏睡眠医学తଆ໘と，뱌・ᅞ下機能といͬた歯科医学తଆ໘をซͤͬ࣋た興ຯ

ਂい՝とい͑る．本講ԋͰ，S# の病ଶのྺ史มભを足ֻかりに，睡眠医学と歯科医学の連ܞにお͚る՝に

৮Εてみたい．

৫ҕһߨԋ

ਭ࣌ϒϥΩシζϜɿਭҩֶͱࣃՊҩֶͷ͟·Ͱ

大阪大学大学院歯学研究科高次脳口腔機能学講座口腔生理学教室

加藤　隆史

Sleep	CruYism：hoWering	Cetween	sleep	and	dental	medicine
Department	of	Oral	Physiology,	Osaka	6niWersity	Graduate	School	of	Dentistry,	Osaka,	Japan

Takafumi	,ato
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睡眠，ܹ֮ײにରするԠ͕下する生理学త・行ಈ学తͳঢ়ଶͰある．͜のԠੑの下，睡眠の連ଓੑ

をอ࣋するたΊにॏཁͰある．しかし，音ܹ体ੑ͕ܹ֮ײあるᮢ（ݸ人͕ࠩある）を͑ると，ڧܹ

の૿大ととに，i）ඍ小֮੧，ii）中్֮੧，iii）ෆ安・ෆ眠，iW）ܸ߈ᴷಀආԠとஈ֊తにڧいԠ͕生͡る．

日本人の 15ᴷ40ˋͰ，3 月Ҏ上ܧଓするຫੑ᙭௧͕発生する（Nakamura	M	et	al,	J	Orthopedic	Sc	2011�	

Inoue	S	et	al,	Plos	One,	2015）．᙭௧，睡眠をするҼ子Ͱあり，睡眠の࣭の下௧みにΑるೝ知行ಈのมԽ͕，

ઢҡے௧リϡウマチのΑ͏に体にൣғに͕るຫੑ᙭௧の 3 分の 2，口腔إ໘௧患ऀのͰೝΊらΕ

る．͜͏いͬた患ऀͰ，᙭௧ঢ়と睡眠ෆ良͕ܧଓすると，一ํ͕ଞํをѱԽさͤるとい͏ѱ॥͕生͕͡ちͰあ

る．

睡眠をোしたり睡眠中に生͡るݱ（ྫ：ෆ眠，睡眠࣌無ٵݺީ܈，睡眠࣌ϒラキシζム）͕ࠞ在すると，

の一աੑの᙭௧ঢ়಄௧，ෆ眠༷ঢ়，᙭௧ঢ়の૿ѱをたらす͜と͕ある．した͕ͬて，ຫੑ᙭௧睡࣌床ى

眠の࣭͕下した患ऀの診அ臨床理において，睡眠と᙭௧のഁյతͳ૬࡞ޓ༻に加͑，૬࡞ޓ༻にରする睡眠関

連疾患のׂを理ղする͜と͕ॏཁͳݤとͳる．

ಛผߨԋ

ਭͱ᙭௧ͷѱ॥Λஅͭ

Gilles	-aWigne,	DMD,	PhD,	hc	（6	;urich）,	$M	（Order	of	$anada）

Fellows	of	3oyal	$oll	Dentists	（$anada）,	Am	$oll	Dentists	and	$an	Acad	Health	Sci.

$anada	3esearch	$hair	in	Pain,	sleep	and	trauma.

Faculties	of	dental	medicine	and	medicine,	6niWersite	de	Montreal,	$anada

3esearch	$enter,	$I6SSS	Nord	Ile	Montreal	（Formerly	Sacre	$oeur	Hospital）
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Sleep	is	a	physiological	and	CehaWioral	state	associated	with	a	reduction	of	reaction	to	sensory	inputs.		This	is	

necessary	to	preserWe	sleep	continuity.		OWer	a	giWen	threshold	（┺┥┶┭┥┦┰┩ⓤ┦┩┸┻┩┩┲ⓤ┭┲┨┭┺┭┨┹┥┰┷）,	sound	and	somatic	

sensory	 inputs	can	trigger,	 in	crescendo:	 i）	sleep	arousal,	 ii）	awakening,	 iii）	anYiety	�	 insomnia,	 iW）	a	flight	or	

fight	surWiWal	reaction.

$hronic	pain,	present	for	oWer	3	months,	is	reported	Cy	aCout	15-40ˋ	of	Japanese	adult	population	（Nakamura	

M	et	 al,	 J	Orthopedic	Sc	2011�	 Inoue	S	et	 al,	Plos	One,	 2015）.	 	Pain	 is	 an	 intruder	 that	may	contriCute	 to	

un-refreshing	sleep	complaints.		ApproYimately	2/3	of	chronic	widespread	pain	（e.g.,	fiCromyalgia,	arthritis）	and	

1/2	of	chronic	orofacial	pain	patients	report	poor	sleep	Ruality	and	pain-cognitiWe	related	alteration.		If	pain	and	

poor	sleep	persist,	a	deleterious	effect	may	Ce	initiated,	one	aggraWating	the	other	oWer	time.

$oncomitant	sleep	conditions	such	as	insomnia,	sleep	apnea	and	sleep	CruYism	can	Ce	associated	with	morning	

transient	pain/headache,	perception	of	unrefreshing	sleep	and/or	contriCute	to	pain	eYacerCation.

6nderstanding	the	deleterious	interaction	of	pain	on	sleep	and	contriCution	of	sleep	disorders	are	key	elements	

to	improWe	doctor`s	diagnosis	and	management	of	chronic	pain	and	poor	sleep	Ruality.

┒┆⓾ⓤ┅┶┭┫┥┸┳ⓤ┸┳ⓤ┥┰┰ⓤ┱┽ⓤ┎┥┴┥┲┩┷┩ⓤ┧┳┰┰┩┥┫┹┩┷ⓤ┥┲┨ⓤ┪┶┭┩┲┨┷⓰ⓤ┻┭┸┬┳┹┸ⓤ┽┳┹ⓤ┱┽ⓤ┶┩┷┩┥┶┧┬ⓤ┻┭┰┰ⓤ┲┳┸ⓤ┬┥┺┩ⓤ┸┬┩ⓤ┷┥┱┩⓲

%JTNBOUMJOH�TMFFQ�BOE�QBJO�JOUFSBDUJPO

Gilles	-aWigne,	DMD,	PhD,	hc	（6	;urich）,	$M	（Order	of	$anada）

Fellows	of	3oyal	$oll	Dentists	（$anada）,	Am	$oll	Dentists	and	$an	Acad	Health	Sci.

$anada	3esearch	$hair	in	Pain,	sleep	and	trauma.

Faculties	of	dental	medicine	and	medicine,	6niWersite	de	Montreal,	$anada

3esearch	$enter,	$I6SSS	Nord	Ile	Montreal	（Formerly	Sacre	$oeur	Hospital）
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「಄部・口腔إ໘の௧み」からͲんͳ疾患を૾するだΖ͏か．脳神経内科／֎科，一次ੑٴͼजᙾͳͲの࣭ث

病มを͏二次ੑ಄௧脳神経োを，耳鼻科耳疾患෭鼻腔・ፏ౧ԌのԌੑ疾患を，口腔֎科Ͱֺ関અ・

歯歯ྻにる疾患・ઉ歯૧のを͑ߟるかしΕͳい．͜のΑ͏に，限らΕたൣғͰ௧みのݪҼにͳる疾患

ଟछଟ༷Ͱ，かかΘりのあるઐ門診療科୯一Ͱͳい．ࠜݯతに，௧み人ྨ発と同࣌にࠂܯ信߸として機能

し，同࣌に人をۤしΊるͰ，医のݪとݴい͑らΕる．ੈք᙭௧学会，ଟ໘తͰෳ合తͳݱͰある௧みを

「組織の࣮࣭తͳいしજ在తͳোと関連し，あるい͜のΑ͏ͳো͕生͡ているΑ͏に表ݱさΕるෆշͳ֮ײత・

情ಈత体ݧ」とఆٛしている．また，発のメカニζムから，ٛの৺Ҽੑ᙭௧をআ͚ば，すての௧み（1）Ԍ

ੑ᙭௧をؚΉ৵ड༰ੑ᙭௧と（2）神経োੑ᙭௧の֤々また，྆ऀのࠞ在として分ྨՄ能Ͱある．

᙭௧しばしば安ೡͳ睡眠を，げ，ܸ߈し，ୣ͏͜とから，睡眠にる医療ैऀࣄ全て͕直໘するසの高い

ঢ়の 1 ͭͰある．͜͜Ͱ಄部・口腔إ໘にൣғを限ఆして，᙭௧発と達のメカニζムを知り，臨床Ͱの࣮際か

ら睡眠に༩͑るӨڹを͑ߟる͜とをテーマとする．

ྫ͑ば脳神経内科医の場合，「脳神経」の診͕いかにଟくのॏཁͳ情報をたらすかをख़知し，ۇかͳҟৗに

ث֮ײଶ学తҟৗ一部の運ಈܗతにとら͑らΕる֮ࢹ，する͕くΑ͏教育さΕる．しかし൴ら口腔の診ؾ

ҟৗҎ֎に知ࣝ経͕ݧগͳく，を࣮֬にநग़Ͱきͳい͜とある．͜のシンϙジウム，ܗのΘからͳい

立体パζルにࠓまͰ୳ͤͳかͬたピース͕しͬくりとቕるΑ͏ͳ内༰にした．

「௧み」の理ղをਂΊ共有する͜と͕，全人త࣏療をࢦす臨床医おΑͼޢ師，௧みのメカニζムをղ明し࣏療

法の։発生理機能のղ明をࢦす研究ऀ，ঢ়ૌ͑からඞཁͳをۃݟΊ࣭の高い検査とઐ門తධ価をٴ

する睡眠診療医おΑͼ睡眠検査技師，さらにଞ人の睡眠に興ຯのある医療ैऀࣄ全てに，ٻΊらΕているのͰͳ

いだΖ͏か．

座長：杉山　華子（社会医療法人寿会富永病院脳神経内科）

　1．三ࠥ神経支ྖ域の᙭௧ᴷ基ૅ研究から臨床Ԡ༻のアプローチᴷ

　　　片桐　綾乃（大阪大学大学院歯学研究科口腔生理学教室）

　2．三ࠥ神経ࣗ神経ੑ಄௧の臨床૾とͦのಛ

　　　٠Ҫ　祥二（社会医療法人寿会富永病院脳神経内科・಄௧センター）

　3．口腔إ໘部のಛ発ੑ᙭௧疾患ᴷ口腔内ऊީ܈（ઉ௧）と࣋ଓੑಛ発ੑإ໘௧／歯௧ᴷ

　　　Ҫ川　雅子（੩Ԭ市立清水病院口腔֎科）

シンポδϜ�ʻհʼ

಄෦͓Αͼإߢޱ໘ͷ௧Έͱਭ
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基ૅ医学研究ಈ࣮ݧにͲのΑ͏ͳ印をお࣋ちͰしΐ͏かʁώトの健康とࢱをٻする医学研究にとͬて，

༷々ͳテクϊロジー͕発達したݱͰあͬてಈ࣮ݧඞਢのखஈͰす．人ྨ生Ҏདྷ，l ௧み z とのઓいઈ͑

ؒͳくଓいており，医学研究ͦのࠀを科学తࠜڌに基ͮき࣮ݱする͜とをඪとしています．まͣ，௧みのݪҼ

とメカニζムのղ明͕ٻΊらΕ，ଓいて，新しい薬医療技術の։発にいͦの有ޮੑ・෭࡞༻にͭいてௐるඞཁ

͕あります．本講ԋのલͰ，口腔إ໘（三ࠥ神経支）ྖ域の神経োੑ᙭௧をऒىするধ・中神経のメカ

ニζムを，ޙ，؟のޫܹにରするྲྀྦࣹ三ࠥ神経系のԠੑมԽにͭいて，ಈ࣮ݧの࣮ྫをࣔし，

հいたします．

神経トレーαーを༻いる͜とͰ，ಛఆの神経͕Ͳ͜を支し，Ͳ͜に情報をૹるのかをௐる͜と͕Ͱきます．ઉ，

口৶，歯ͳͲ口腔إ໘（三ࠥ神経支）ྖ域からの৵情報，一次ニϡーロン͕ଘ在する三ࠥ神経અから三ࠥ神経

࿏֩の二次ニϡーロン，ͦして，ࢹ床橋をհしてΑり上Ґの中Ͱある大脳ൽ࣭の体ੑ֮ײ野ลԑൽ࣭に

͑らΕ，զ々௧みをड༰する͜と͕Ͱきます．一ํ，三ࠥ神経͕༷々ͳݪҼͰোをड͚ると，三ࠥ神経અ三

ࠥ神経࿏֩のニϡーロンおΑͼグリアࡉ๔Ͱの表ܕݱมԽੑ׆ԽのมԽ，すͳΘち神経Մ઼తมԽ͕༠ಋさΕ

ます．͜のΑ͏ͳ神経系のՄ઼తมԽ三ࠥ神経࿏֩ニϡーロンからࢹ床おΑͼ橋ࢸる৵情報の上行࿏にお

いて༠ಋさΕ，݁果తに口腔إ໘ྖ域に神経োੑ᙭௧とݺばΕるຫੑ௧͕ऒき͜ىさΕます．

৵情報を達する三ࠥ神経ニϡーロンのҟৗͳ興ฃੑมԽ͕生͡るの，神経োੑ᙭௧発࣌のみͰありま

ͤん．؟にରするޫܹにରしてաහにͳる疾患छ々知らΕています͕，͜Εらの病ଶに三ࠥ神経系͕大きく関

༩しています．؟にޫܹを༩͑ると，神経োੑ᙭௧発࣌にྨࣅしたมԽ͕三ࠥ神経અのニϡーロンおΑͼグリ

アࡉ๔に生͡，三ࠥ神経࿏֩ニϡーロンのԠੑ૿ڧさΕます．ޫܹにରするྲྀྦࣹࢹ床下部から下行

ੑに੍さΕ，また三ࠥ神経࿏֩ニϡーロンの興ฃੑࢹ床下部からのオレキシン経࿏をհした੍をड͚る͜

と͕明らかにͳͬています．

シンポδϜ�

ྖҬͷ᙭௧ࢧܦਆࠥࡾ
ᴷᴷ͔ڀݚૅج�ΒྟচԠ༻ͷΞϓϩーν�ᴷᴷ

大阪大学大学院歯学研究科口腔生理学教室

片桐　綾乃

Trigeminal	Pain	rApproaches	from	Casic	researches	to	the	clinical	releWancesr
Department	of	Oral	Physiology,	Osaka	6niWersity	Graduate	School	of	Dentistry,	Osaka,	Japan

Ayano	,atagiri
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cephalalgiasʀ	autonomic	発಄௧とͦのྨԑ疾患国際಄௧分ྨͰ三ࠥ神経ࣗ神経ੑ಄௧（Trigeminal܈

TA$s）として֓念͕理さΕている．܈発಄௧一ଆੑのॏの಄௧͕؟ᜰ部，؟ᜰ上部，ଆ಄部のいͣΕか 1 ͭ

Ҏ上の部Ґに発ݱし，15-180 分ؒ࣋ଓする．発࣌࡞に同ଆの݁ٿ؟ບ充݂，ྲྀྦ，鼻ด，鼻ो，લ಄部・إ໘の発，

ॖಏ，؟ᛐ下ਨͳͲのࣗ神経ঢ়を͏．三ࠥ神経ྖ域の᙭௧と෭ަײ神経のੑ׆Խ͕中৺త病ଶと͑ߟら͑てお

り，ࢹ床下部レベルのҟৗ͕ࣔࠦさΕている．発࡞ස 1 回／2 日ᴷ8 回／日Ͱ，発࡞中མちணき͕ͳく，興ฃし

た༷子にͳる͜と͕ଟい．ଟくの患ऀͰقઅੑؒ睡眠ޙにग़ݱするप期ੑの಄௧発͕࡞みらΕる．܈発಄௧睡

眠ো国際分ྨ第 3 ൛録に睡眠関連಄௧の一ͭとしてࡌܝさΕ，3EM 睡眠ดੑ࠹睡眠࣌無ٵݺとの関連ੑࣔ

ࠦさΕている．院のアンέートௐ査Ͱ，܈発಄௧患ऀのೖ眠োஉੑ 26.3ˋ，ঁੑ 52.4ˋͰ，中్・ૣே֮੧

உੑ 24.4ˋ，ঁੑ 26.2ˋͰ，Epworth	sleepiness	scale（ESS）உੑ 8.2 ʶ 4.3，ঁੑ 8.9 ʶ 4.5 Ͱ日中のաͳ眠

を（EDS）ؾ ESS ͕ 11 Ҏ上とすると，EDS のׂ合உੑ 24.4ˋ，ঁੑ 26.2ˋͰあり，睡眠ো EDS のׂ合

高い͕みらΕた．࣏療として，発࣌࡞にスマトリプタンൽ下ࣹࢎૉٵೖ（7	-／分，15 分ؒ）͕有ޮͰ

ある．܈発಄௧にରする在宅ࢎૉ療法͕ 2018 年 4 月にอݥద༻͕ঝೝさΕた．܈発期の༧薬として，ओにベラパ

ミルプレドニκロン͕༻いらΕる．

発಄௧Ҏ֎の܈ TA$s として，発ੑ࡞片ଆ಄௧（ParoYysmal	hemicraniaʀPH），࣋ؒ࣌ଓੑ片ଆ神経௧༷಄௧

発࡞（Short-lasting	unilateral	neuralgiform	headache	attacksʀS6NHA），࣋ଓੑ片ଆ಄௧（Hemicrania	continuaʀ

H$）͕ある．いͣΕ一ଆのܹ௧と಄௧ଆのࣗ神経ঢ়を͏͜と͕ಛͰある．PH ࣋ଓ͕ؒ࣌ 2ᴷ30 分と܈

発಄௧Αりい．H$  1 日中࣋ଓする片ଆੑの಄௧͕中からॏの૿ѱをい 3 ϲ月を͑てଘ在する．PH

と H$ いͣΕ࣏療༻ྔのインドメタシン͕ઈରతͳԠをࣔす．S6NHA ؒ࣌の᙭௧（௧）͕ස発する．

てんかん薬のラϞトリΪンの有ޮྫ͕ଟい．リドカインణ੩ଈޮੑ͕あり，診அత価ある．S6NHA߅ 

同༷にؒ࣌の᙭௧発͕࡞みらΕる三ࠥ神経௧とのҟ同͕さΕている．

TA$s の臨床૾とͦのಛにͭいて，センターͰのྫを౿ま͑て，ղઆする．

シンポδϜ�

಄௧ͷྟচ૾ͱͦͷಛੑܦਆࣗܦਆࠥࡾ

社会医療法人寿会富永病院脳神経内科・಄௧センター

٠Ҫ　祥二

$linical	feature	of	trigeminal	autonomic	cephalalgias
Department	of	Neurology,	Headache	center,	Tominaga	Hospital,	Osaka,	Japan

Shoji	,ikui
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口腔إ໘௧（Orofacial	Pain：OFP）学，1990 年にถ国を中৺に発లし，ݱ在Ͱإ໘௧の診அ学として，国

際తに歯科の新たͳ一分野として֬立している．OFP に「ඇ歯ੑݪ歯௧（歯͕ݪҼͰͳいにかかΘらͣ歯௧

をఄする疾患）」とい͏֓念͕あり，ݪҼ疾患の中に，神経݂ੑ಄௧（܈発಄௧ͳͲ），ੑٸ上ֺಎԌ，ଳঢ়᙮，

৺疾患，精神疾患ͳͲؚ͕まΕる．講ԋͰ，ઐ門֎དྷのੑ݂ڏ 20ᴷ40ˋをΊるඪの 2 ͭのಛ発ੑ᙭௧にͭいて

ղઆする．

口ߢ内ऊީ܈ʢ#uSnJng NPuUh TZnESPNe：#.Sʣʗઉ௧

ғの口腔೪ບにऊੑ᙭௧をૌ͑ൣతҟৗ͕ೝΊらΕͳいにかかΘらͣ，ઉ，೪ບ，口֖，歯ͳͲの࣭ث

る疾患Ͱ，௧み௨ৗܰ〜中Ͱある．௧み͕ઉのみに限ہしているのをಛに「ઉ௧（glossodynia）」とݺ

শする．ฏۉ発年ྸ 67 所疾患，ශ݂ͳͲの全ੑ疾患Ͱ生͡る，二次ہͰある．カンジダፏฏଽᚔͳͲのࡀ

ੑઉ௧とのؑผ͕ඞཁͰある．

໘௧ʢ1*'1ʣʢ1eSTJTUenU JEJPQBUhJD GBDJBM QBJn：1*'1ʣإଓੑಛൃੑ࣋

ैདྷ「ඇఆإܕ໘௧」とݺばΕてきたのͰあり，国際಄௧分ྨ（I$HD-3β）Ͱ PIFP の௧み͕歯に限ہした

͕「ඇఆܕ歯௧（Atypical	odontalgia：௨শ AO）」ͰあるとղઆさΕている．ฏۉ発年ྸ 55 とࡀ #MS Αり 10

する．௧ݱଓੑ᙭௧͕発࣋療をきͬか͚に発する͜と͕ଟく，あるಛఆの歯に中〜ॏの࣏Ͳएい．歯科΄ࡀ

みいかͳる歯科࣏療にԠͤͣ，࠷ऴతにർฐした患ऀに࠙ئさΕるܗͰൈ歯͕行ΘΕてしま͏͜と͕ଟい．し

かしͳ͕らൈ歯をして௧みফࣦͤͣ，神経支を無ࢹしてଞの歯にඈͼՐしたり，إ໘に֦大したりする͜と͕

ଟい．

྆ऀとに患ऀの 9 ׂ͕ঁੑͰあり，௧み֮੧中΄΅్Εる͜とͳく࣋ଓする͕「৯ࣄ中௧み͕վળする」

とい͏ಛ͕ある．病期͕ؒ長期ԽするにͭΕ，ෆ眠͏ͭঢ়ଶをきたすΑ͏にͳり，ෳのベンκジアθピン

をॲํさΕている患ऀ͕ଟい．病ଶ生理いまだෆ明だ͕，ধのニϡーロパチーͰあるとい͏આから，中のドー

パミンのෆ足，またۙ࠷Ͱ中機能োੑ᙭௧Ͱあるとい͏આ͕有力とͳͬている．྆ऀ共にͭ͏߅薬にΑくԠ

する，࣏療Մ能ͳ疾患Ͱある．

シンポδϜ�

ױ໘෦ͷಛൃੑ᙭௧࣬إߢޱ
ᴷᴷߢޱ�ऊީ܈ʢઉ௧ʣͱ࣋ଓੑಛൃੑإ໘௧ʗࣃ௧�ᴷᴷ

੩Ԭ市立清水病院口腔֎科

Ҫ川　雅子

Idiopathic	orofacial	pain	（#urning	mouth	syndrome	and	Persistent	idiopathic	facial	pain）
Shi[uoka	$ity	Shimi[u	Hospital,	Shi[uoka,	Japan

Masako	Ikawa
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ֺ口腔إ໘ྖ域ղ学తにෳࡶͰ，֮੧中に生໋ҡ࣋社会ੑにඞཁͳ༷々ͳ機能を営んͰいるのͰ，歯科医

学ྖ域Ͱֺ口腔إ໘のܗଶ機能の回෮ҡ͕࣋ॏཁͰある．睡眠医学ྖ域Ͱ，ดੑ࠹睡眠࣌無ٵݺީ܈の病

ଶの phenotype をಛ͚ͮるཁҼの一ͭとして，ֺ口腔إ໘のܗଶ機能のॏཁੑ͕ೝ知さΕている．

本シンϙジウムͰ，歯科医療と睡眠医療とのؒͰの，ֺ口腔إ໘のܗଶ機能にରするとら͑ํの૬ҧ共௨

，ޙࠓの連ܞ医療・研究の՝を共有したい．

座長：佐藤　　誠（筑波大学国際統合睡眠医科学研究機構），

　　　佐々生康宏（ささお歯科クリニック口腔機能センター）

　1．小児のإ໘ܗଶと睡眠	ᴷ	睡眠の長・発達のӨڹ	ᴷ

　　　٦　　雅（大阪大学大学院連合小児発達学研究科）

ଶの基ૅと睡眠との関連にͭいてܗ໘の長発育とإֺ．2　

　　　山　　隆（大阪大学大学院歯学研究科ֺإ໘口腔ڲ正学教室）

　3．ᅞ下・発・ٵݺ	ᴷ	口腔咽಄機能のଟ༷ੑにͭいて	ᴷ

　　　Ԟ野健太（大阪歯科大学高ྸऀ歯科学講座）

إの病ଶ生理：のٵݺ無࣌睡眠ੑ࠹ଶとดܗ໘إֺ．4　

　　　ү野　史࿕（千༿大学大学院医学研究院ຑਲ科学）

シンポδϜ�ʻհʼ

إͱͷإɿனͷػଶͱܗ໘إߢޱֺ
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小児において，ดੑ࠹睡眠࣌無ٵݺ（OSA）のओͳݪҼとͳるの，生理తͳアデϊイド૿৩おΑͼፏ౧ං大

Ͱある͕，إ໘ᰍ部のܗحܗଶมԽをདྷすઌ天ੑ疾患また，OSA のリスクとͳる．͜のΑ͏ͳ疾患に小ֺ

をࣔす疾患ࠎ，܈格のมܗをདྷす疾患ۓے，܈ுのҟৗをきたす神経ँ疾患ͳͲ༷々ͳ疾患͕あり，睡眠࣌のؾ

ಓด͕࠹ॏಞͰある場合に，長の৳ͼ体ॏ૿加͕げらΕる͜とある．また，ダウンͳͲͰઌ天ੑ৺疾

患の合ซ͕ଟく，ۓےு下ංຬを合ซする͜とଟい͜とから，OSA にΑりॏಞͳഏ高݂ѹにいたる͜と

あり，ҙをཁする．一ํͰ，OSA 体໘のӨڹだ͚Ͱͳく，子Ͳにおいて日中のイライラ集中力の下，

学業の下ͳͲ，ೝ知行ಈ໘にӨڹを༩͑る．զ々の研究Ͱ，ࣗดスϖクトラム（ASD）の OSA の子Ͳ

たちにおいて，OSA にରする࣏療を行͏͜とͰ，日中の行ಈ໘ͰのվળೝΊらΕた．日中のೝ知行ಈ໘Ͱの

にΑるෆదԠ，ؒの睡眠にѱӨڹをٴ΅し，ѱ॥にؕͬていると͑ߟらΕる．小児期にଟいإ໘ܗଶの

͏一ͭのとして，口৶口֖྾͕ある．口৶口֖྾をͭ OSA の子ͲͰ，アデϊイド・ፏ౧ං大͕あͬて，

構音機能の発達の໘から日中の鼻咽಄ดෆ全と，OSA においてؒの咽಄ؾಓのࡥڱ・ด࠹とい͏૬する

͕生͡ており，࣏療ํのܾఆにおいてྀۤする場合͕ある．本シンϙジウムにおいて，͜のΑ͏ͳ子Ͳに

ಛ有のにスϙットライトをてͳ͕ら，小児期にお͚るֺ口腔إ໘ܗଶと睡眠・長発達の関にͭいて，小児

科の立場から͡たい．

シンポδϜ�

খࣇͷإ໘ܗଶͱਭ
ᴷᴷ�ਭͷɾൃୡͷӨڹ�ᴷᴷ

大阪大学大学院連合小児発達学研究科

٦　　雅

Facial	deformity	and	sleep	in	childhood		
rrelationships	Cetween	children`s	sleep	and	deWelopmentr

Osaka	6niWersity	6nited	Graduate	School	of	$hild	DeWelopment,	Suita,	Japan

Masaya	TachiCana
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Ҏ߱）（ো）ٵݺ無࣌睡眠ܕ࠹ଶดܗ໘咽಄部のإֺ OSA）の発Ҽ子として͑ߟらΕている．下ֺのޙୀ

ͦのయܕతͳֺإ໘ܗଶのಛの一ͭͰあり，ઉࠜのޙୀにΑͬて咽಄͕ࡥڱし，いͼきͳͲのࠔٵݺさらに

OSA ͕生͡る．日本人をؚΉアジア人Ͱ，͜のΑ͏ͳֺإ໘のಛをࣔす患ऀ͕ଟく，ංຬҎ֎の OSA 発の

リスクཁҼとしてॏཁͰある．࣮際，アジア人において，ංຬをΘͳい OSA 患ऀのׂ合͕高く，ͦのΑ͏ͳ場

合 OSA 患ऀのֺإ໘のܗଶにҙを͏ඞཁ͕ある．さらに，OSA 人のみͳらͣ小児患ऀにおいてみら

Εる͕，͜の場合ֺإ໘ܗଶのཁҼにΑると͜Ζ͕大きい．口腔内ஔ，下ֺを੍ڧతにલํҐஔ͚る͜と

Ͱ，ब৸࣌にお͚る咽಄のࡥڱを੍する͜とをతとし，OSA の࣏療खஈの 1 ͭとしてくීٴしている．一ํ

Ͱ，長期にֺإ໘部をదに発育さͤ，あるいڲ正歯科࣏療にΑͬて良ͳֺإ໘ܗଶを構ஙする͜とͰ，ݺ

療࣏正歯科ڲある．さらに，長͕ऴྃしている患ऀにରして，֎科తํ͑ߟの発生をະવに͙とい͏োٵ

にΑͬて，上ֺと下ֺのֺؒ関͕దとͳるΑ͏にஔしたり，ֺࠎをଆํに֦大するͳͲして，ܗଶにىҼする

療において，さま͟まͳཁҼ࣏のোٵݺの発Ҽ子のղফをਤる͜とある．しかしͳ͕ら，睡眠関連োٵݺ

をྀߟしてద正ͳධ価と診அのと，ͦΕͧΕのྫにあͬたదͳ࣏療ํ法をબするඞཁ͕ある．

本シンϙジウムͰ，ٵݺোに関連すると͑ߟらΕるֺإ໘のܗଶとͦの長・発育，さらに，ڲ正歯科࣏療

にΑるֺإ໘のܗଶの歯科తͳվળを֓આする．また，OSA をҾき͜ىすՄ能ੑ͕ある小児のઌ天ੑ疾患の࣏療，

人の֎科తڲ正࣏療をհしͳ͕ら，連࣏ܞ療にΑるॏཁੑにͭいてड़る．

シンポδϜ�

͍ͯͭʹͱਭͱͷؔ࿈ૅجଶͷܗ໘ͷൃҭͱإֺ

大阪大学大学院歯学研究科ֺإ໘口腔ڲ正学教室

山　　隆

Importance	of	the	craniofacial	structure	and	deWelopment	in	Sleep
Department	of	Orthodontics	and	Dentofacial	Orthopedics,	Graduate	School	of	Dentistry,		

Osaka	6niWersity,	Osaka,	Japan

Takashi	:amashiro
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口腔咽಄機能，뱌，ᅞ下，発，構音，ٵᄨ，טΉ，֏，ਧく，ଣӷ分ൻͳͲଟछଟ༷Ͱす．中Ͱ，ᅞ下・

発・ٵݺの機能，生໋ҡ׆࣋ಈ生׆の࣭（2O-）にີにͭͳ͕るॏཁͳ機能Ͱす．ᅞ下࣌に，৯͕ࣄ咽

಄にྲྀΕ込んͰきた際に，喉಄をดし咽಄をऩॖさͤる͜とͰ৯ࣄを৯ಓ運ͼます．発࣌に，ଳͰ発生し

た喉಄ݪ音を口腔ಋくたΊに，ೈ口֖をڍ上さͤ鼻咽腔をดします．また，࣌ٵݺにؾಓを֬อするたΊに咽

಄ؾಓをҡ࣋します．ಛに睡眠࣌に上ؾಓのҡ͕࣋ॏཁとͳり，ղ学త・神経学తͳཁҼͰؾಓҡ͕࣋しくͳ

るとดੑ࠹睡眠࣌無ٵݺを発します．お分かりの௨り，ᅞ下・構音・ٵݺ，͜Εらの機能全て l 咽಄ z Ͱ行Θ

Εています．ᅞ下構音の࣌に咽಄をดし，ٵݺの際に咽಄の։大をҡ࣋する͜とから，まさに咽಄機能二

എするෳࡶͳ機能と͑ݴます．さらに，ࢲたち৯ࣄの際に，楽しくおしΌりをしͳ͕ら，৯をᅞ下し，か

．ͳಈきを，いと؆୯に行ͳͬているのͰすࡶしているとい͏，͜の咽಄の։ดといͬたෳٵݺͭ

しかし，͜の咽಄機能に͕生͡た場合に，ᅞ下োޠݴ，ো，睡眠ٵݺোͳͲ༷々ͳো͕発します．

զ々，睡眠࣌無ٵݺ患ऀにରして，下ֺをલにग़すஔを༻いてด࠹する咽಄ؾಓをげる࣏療を，口֖྾患

ऀ口腔・咽಄؞術ޙ患ऀにରして，スピーチエイドを༻いて発音࣌にดしͳい鼻咽腔をڱΊる࣏療を，ᅞ下ো

ΊるஔڧͰきͳい͜とにରして，咽಄ऩॖを͕の咽಄ด࣌の咽಄ऩॖ͕ෆे分ͳたΊ，ᅞ下࣌患ऀͰ，ᅞ下

リハビリ࣏療を，患ऀの機能োのछྨに合Θͤて，ある࣌咽಄ؾಓをげて，またある࣌咽಄ؾಓをڱΊる

臨床を行ͬてࢀりました．

本シンϙジウムͰ，咽಄機能のனのإとしてのᅞ下機能，発機能にͭいて，のإとしての睡眠࣌のٵݺ機能

にͭいて，֮ࢹతにΘかりすい内ڸࢹ検査ಈըᅞ下Ө検査ಈըをհしͳ͕ら，咽಄機能にͭいてのٞをਂ

Ίたいと͑ߟております．னのإとしてのᅞ下機能Ͱす͕，ؒにᅞ下生͡ています．ۙ年の高ྸԽにい，ޡ

ᅞੑഏԌ͕を集Ίております͕，ؒのଣӷޡᅞにΑͬてഏԌ͕生͡る͜と͕報ࠂさΕています．ͦのΑ͏ͳ

എܠの中，զ々͕行ͬた l 睡眠中のᅞ下ಈଶの研究 z にͭいて，ごհさͤてきたいと͑ߟております．

シンポδϜ�

ᅞԼɾൃɾٵݺ
ᴷᴷߢޱ�Һ಄ػͷଟ༷ੑʹ͍ͭͯ�ᴷᴷ

大阪歯科大学高ྸऀ歯科学講座

Ԟ野健太

Swallowing,	Speech	and	3espiration	ra	wide	Wariety	of	pharyngeal	functionr
Department	of	Geriatric	Dentistry,	Osaka	Dental	6niWersity,	Osaka,	Japan

,entaro	Okuno
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咽಄，生理学తにؾಓ・৯ಓ・ಓとしての機能を有しており，͜Εらのҟͳる機能を行するたΊ，ͦΕࣗ

体ด͕ੑ࠹高い咽಄の大きさܗをͦの生理学త機能に合Θͤて咽಄पғの咽಄ےを中Ͱコントロールしている

（னのإ）．咽಄ؾಓの大きさܗ，咽಄ؾಓのղ学తಛੑと咽಄ےऩॖ力の૬࡞ޓ༻Ͱܾまる͜ととͳる．睡眠中

，中にΑる咽಄ےのコントロール੍͕さΕ，ؾಓ・৯ಓ・ಓとしての機能下する（のإ）．ͭまり，

睡眠中咽಄׆ےಈ下にΑる咽಄ؾಓをҡ࣋する能力͕生理学తに下する．ดੑ࠹睡眠࣌無ٵݺ，睡眠中に

咽಄ؾಓ͕܁りฦしด࠹する͜とͰ生ͣる．ͦのきͬか͚とͳるのೖ眠にΑる咽಄ؾಓ׆ಈの下Ͱある．咽಄ؾ

ಓの大きさ͕，咽಄ؾಓのղ学తಛੑと咽಄ےऩॖ力の૬࡞ޓ༻Ͱܾまる͜とを͑ߟΕば，咽಄ؾಓ͕ด࠹するメ

カニζムとして，咽಄ؾಓͦのの͕ด࠹しすい（ղ学త仮આ），また咽಄ےの׆ಈ͕Αりい（神経ੑҟ

ৗ仮આ）の 2 さΕるΑ͏にͳͬた͕，すての睡ࠂする研究ଟく報࣋らΕる．ۙ年神経ੑҟৗ仮આを支͑ߟ͕ͭ

眠࣌無ٵݺ患ऀに神経ੑҟৗ͕ଘ在するΘ͚Ͱͳく，ͦ のඞવੑͳい．一ํ，ղ学తҟৗのଘ在，Isono ら͕，

全ຑਲ下ےஎ緩ঢ়ଶの患ऀͰͦのଘ在を科学తにূ明し，ݱ在Ͱ，͜ の疾患を発する大લఏとͳͬている（Isono	

S,	et	al.	J	Appl	Physiol	1997）．睡眠中に同ఔの咽಄׆ےಈ͕下した場合Ͱあͬて，ดੑ࠹睡眠࣌無ٵݺ患ऀの

咽಄ղ学తにΑりด࠹しすいのͰある．本講ԋͰ，ͦのメカニζムを，咽಄पғのೈ部組織，ֺإ໘ܗଶと

の૬࡞ޓ༻（咽಄पғのղ学తόランス理）からઆ明するととに，ͦの૬࡞ޓ༻のマーカーとしてઉࠎに

するҙٛをٞする．

シンポδϜ�

ͷපଶੜཧٵݺແ࣌ਭੑ࠹ଶͱดܗ໘إֺ
ᴷᴷ�ͷإ�ᴷᴷ

千༿大学大学院医学研究院ຑਲ科学

ү野　史࿕

$raniofacial	structures	and	pathogenesis	of	oCstructiWe	sleep	apnea
Department	of	Anesthesiology,	Graduate	School	of	Medicine,	$hiCa	6niWersity,	$hiCa,	Japan

Shiroh	Isono
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本学会のタイトル͕「口腔からく睡眠医学」のたΊ，睡眠医学を「口腔」とい͏ثからଊ͑ると，ͦの表త

ͳ疾患としてดੑ࠹睡眠࣌無ٵݺ͕あげらΕるのͰͳいか．͜の疾患にͭいて医科歯科連ܞさらに医療ैࣄ

ऀ全体Ͱऔり組んͰいく͜と͕ඇৗにॏཁにͳり，おޓいの知ࣝの共有͕ͦ͜患ऀに安৺・安全ͦして円ͳ࣏療を

ఏڙͰきる．

ͦ͜Ͱ，本教育シンϙジウムのテーマを「歯・口・ֺ・咽・鼻を診る」とし，ดੑ࠹睡眠࣌無ٵݺにযをあて，

患ऀを診るにあたͬてのエッセンスを医師・歯科医師の立場から͑たい．

座長：安陪　　晋（徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔科学部門臨床歯学系総合診療歯科学分野）

　1．鼻腔を診る

　　　鈴木　雅明（帝京大学ちば総合医療センター耳鼻咽喉科）

　2．口から咽を診る

　　　佐々生康宏（ささお歯科クリニック口腔機能センター）

　3．歯おΑͼ歯पを診る

（学講座クラウンϒリッジิ௲学教室ݐ࠶大阪大学大学院歯学研究科ֺ口腔機能）ޗ木　真ݪ　　　

　4．ֺを診る

　　　安陪　　晋（徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔科学部門臨床歯学系総合診療歯科学分野）

ҭシンポδϜ�ʻհʼڭ

ɾֺɾҺɾඓΛΔޱɾࣃ
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睡眠中のٵݺ鼻͕ٵݺ基本Ͱあり，OSA 患ऀの࣏療のたΊのデόイス͕ OA ͰあΕ $PAP ͰあΕ，鼻咽腔ྲྀؾ

͕スムースにྲྀΕる͜と͕લఏとͳる．ͭまり「鼻͕ٵݺͰきているか」͕ OSA 療దԠのたΊのॏཁͳキーϙイ࣏

ントとͳる．

表తͳ鼻・෭鼻腔疾患Ͱあるຫੑ෭鼻腔Ԍ（chronic	rhinosinusitis：$3S）ەࡉԌを基本とするのの，ۙ

年͜の $3S 病ଶෳࡶԽしてきている．鼻ϙリープを有する $3S アトピーੑ，ඇアトピーੑのアレルΪーૉҼ͕

関༩し，中Ͱᄶଉと同͡病ଶͰあるੑٿࢎ෭鼻腔Ԍ（E$3S）ੑ࣏かͭ૿加͕ஶしい．高ྸऀにͳるに

ͭΕて $3S 病ଶ͕，ەࡉԌに加͑真ەԌ͕関༩するׂ合͕高くͳͬてΏく．さらに͜ΕにアレルΪー͕関༩

する病ଶଘ在する（アレルΪーੑ真ੑە෭鼻腔Ԍ）．また，加Թ加࣪機能・೪ບણ毛運ಈ機能下にΑる人ੑ鼻

Ԍ，高ྸԽ社会ಥೖにΑり年々૿加してきている．ࠓࡢのڥのมԽにΑりアレルΪーੑ鼻Ԍ，おΑͼ݂運ಈ

ੑ鼻Ԍの病Ҽଟ༷Խの༷૬をఄしてきている．OSA 患ऀにજΉ͜Εら鼻・෭鼻腔疾患の診அのたΊに，鼻咽腔

フΝイόー，ը૾診அ，おΑͼ݂࠾検査にΑるઐ門త診͕ඞཁとͳる．ଞ診療科のํ々に，鼻咽腔の機能病

ଶを理ղの上，Մ能ͳൣғͰの診・診を行ͬてき，దͳ診அ，正しい࣏療のํにಋいてく͜と͕大と

．る͑ߟ

睡眠中の։口口࣌ٵݺ，ઉࠜ下͕生͡下ֺ͕ޙ下ํに回సし咽಄ؾಓڱ͕ܘくͳり，また咽಄ےトーψス͕下

する͜とにΑり咽಄ڏ͕ဏਐする͜と͕，生理学తにࣔさΕている．しかし։口口ٵݺの鼻咽腔ྲྀؾのӨڹに

ͭいてのղੳͳさΕていͳい．զ々ด口鼻ٵݺ，։口鼻ٵݺ，おΑͼ։口口࣌ٵݺの鼻咽腔ྲྀؾ（ྲྀ，੩ѹ，

またႩஅԠ力）にͭいて，ྲྀ体力学（$omputational	Fluid	Dynamics：$FD）のख法を༻いてղੳを行ͬた．

ͦの݁果をಈըؚΊて報ࠂする．

�ҭシンポδϜڭ

ඓߢΛΔ

帝京大学ちば総合医療センター耳鼻咽喉科

鈴木　雅明

EYamination	of	the	nasal	caWity
Department	of	Otorhinolaryngology,	Teikyo	6niWersity	$hiCa	Medical	$enter,	$hiCa,	Japan

Masaaki	Su[uki
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ดੑ࠹睡眠࣌無ٵݺ（OSA）の臨床において，医科ओ࣏医と歯科医͕スムーζに連ܞを行͏たΊに，2 ͭのࢹを

療のޮ果࣏ᶄ口腔内ஔ（OA），ࡧのཁҼ検࠹と，ᶃดࢹΊする．ͦのקて「口から咽を診る」͜とをおͬ࣋

༧ଌ，Ͱある．

ᶃ OSA の診அ全తͳ睡眠検査にΑͬて行ΘΕるのの，ด͜ى͕࠹るのہ所ͰあるؾಓͰある．「口から

咽を診る」͜とにΑͬて，ด࠹のཁҼとͳるղ学తಛをѲする͜と͕Ͱき，ͲのΑ͏ͳ࣏療をࢦすかํを

ఆΊる一助とͳる．

ᶄ OA する͜と͕Մ能Ͱある͕，࣮際にࢪͳく࣮療ॏに関࣏ OA ͕ޮきすいྫとޮきにくいྫ

͕ଘ在しており，5 ׂ〜 7 ׂのྫに有ޮͰあると報ࠂさΕている．臨床Ͱ，࣏療ޮ果を༧ଌͤͣに OA を࡞製し

て，࣏療ޮ果͕あまりग़ͳかͬた場合に，ͳͥ OA ͕ޮかͳいのか，患ऀࣗ体͕ޮきにくいྫだͬたのか，ͦΕ

とదに OA 医，歯科医，患ऀとにんͰしま͏͜と͕あるとฉく．し࣏製Ͱきていͳいのか，医師ओ࡞͕

࣏療ޮ果を༧ଌͰきる安͕あΕば，医科のओ࣏医にとͬて歯科にհしすいし，歯科医にとͬて࣏療લに

OA ͕Ͳのఔޮ果͕あるのかをఏࣔͰきΕば患ऀೲಘͰきるとࢥΘΕる．

本講ԋͰ，੍ؒ࣌上，ᶄ OA の࣏療ޮ果を༧ଌする͜とにযをててղઆする͕，医師・歯科医師の྆ऀ

とに 2 ͭの「口から咽を診る」ࢹを共有していただく͜とͰ，͜Εから医療連͕ܞスムーζに行ΘΕる͜とを

．いたいئ

�ҭシンポδϜڭ

ΒҺΛΔ͔ޱ

ささお歯科クリニック口腔機能センター

佐々生康宏

EYamination	of	oral	and	pharyngeal	region
$enter	for	Oral-Facial	Disorders,	Sasao	Dental	$linic,	:amaguchi,	Japan

:asuhiro	Sasao
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医科においてดੑ࠹睡眠࣌無ٵݺީ܈（OCstructiWe	Sleep	Apnea	Symdrome：Ҏ下 OSAS）の֬ఆ診அ͕下ͬ

た際に，࣏療ํ͕口腔内ஔ（Oral	Appliance：Ҏ下 OA）療法とͳͬた場合，一般తに歯科にհとい͏ྲྀΕと

ͳる．しかし，歯科医療のݱ場Ͱ，͏ৰ歯प病，また歯のܽଛの༷々ͳ歯科疾患を，୯独またଟくの場合

ซ発して๊͑ている͜とଟく，ͦΕ͕スムースͳ OA 製࡞をげるέース͕গͳからͣଘ在する．

ごଘ知のΑ͏に OA 療法，下ֺをલํに༠ಋしたঢ়ଶをอち，ڱくͳͬたؾಓをくする͜とͰ，ؾಓ͕ด࠹

する͜とをࢭし，睡眠中の無ٵݺ・ٵݺの回をݮらす࣏療法Ͱある．ͦの際 OA の安ఆをਤるたΊに利༻さ

Εるの，口腔内の歯また歯૧೪ບͰあり，ͦΕらのঢ়ଶ͕健康తͰのͳい͜と͕ॏཁとͳͬてくる．OA

の安ఆ͕ಘらΕる͜とͰ，患ऀの OA のணײ上し，さらに良ͳ࣏療ޮ果をಘる͜とにͭͳ͕ると͑ߟら

Εる．ΑͬてOA療法のޭのたΊに，基本తͳ歯科࣏療をしͬかり行ͬておく͜とཁ݅の͏ちにؚまΕるとͬࢥ

てくํ͕良い．また OA を࡞製したらऴΘりͰͳく，࣏療ޮ果͕ಘらΕているか医科と連ܞをਤͬた͏͑Ͱௐ

するඞཁ͕ある͜との͜と，ஔの͕ײ༺ѱく睡眠をげている場合にௐ͕ඞཁͰあり，またஔに

Αͬてෛ୲のかかる歯歯૧೪ບにҟৗ͕生͡ていͳいかࢹしていくඞཁ͕あるたΊ，歯科のメンテφンスड診

ඞਢͰある．一ํͰ医科にड診した࣌，OA にରする࣏療ޮ果͕ಘらΕていͳい場合に，直ちに OA Ͱޮ果͕

Ͱͳいとい͏͜とͰͳく，ஔࣗ体に͕あるՄ能ੑをؚΊ，口腔内のঢ়ଶに͕ͳいか，とい͏͜と͑ߟ

ていただくඞཁ͕ある．

Αͬて本講ԋͰ，歯科࣏療Ͱ行ΘΕる一般తͳ͏ৰ࣏療歯प病࣏療，ิ௲歯科࣏療に関してઆ明さͤていただ

き，ஔの製࡞に際して歯科医師͕͑ߟる͜とを理ղしていただく͜とͰ，睡眠医療にܞΘる医科のઌ生ํに，患

ऀの口腔内のঢ়ଶに関৺をͬ࣋ていただく͜とと，ͦΕにΑり OSAS にରする OA 療法に一の良࣭ͳ歯科との連

．ਤΕるΑ͏にͳる͜とをతとする͕ܞ

�ҭシンポδϜڭ

पΛΔࣃΑͼ͓ࣃ

大阪大学大学院歯学研究科ֺ口腔機能ݐ࠶学講座クラウンϒリッジิ௲学教室

ޗ木　真ݪ

EYamination	of	the	tooth	and	periodontal	tissue
Department	of	FiYed	Prothodontics,	Osaka	6niWersity	Graduate	School	of	Dentistry,	Osaka,	Japan

Shingo	Haraki
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ดੑ࠹睡眠࣌無ٵݺ（OCstructiWe	Sleep	Apnea，Ҏ下 OSA）Ͱ，歯科医͕ܞΘる࣏療として口腔内にணす

るマウスピース（Oral	Appliance，Ҏ下 OA）͕ある．OA にΑる࣏療อ੍ݥ上，全ての OSA 患ऀ͕બͰき

るஔͰある．ͭまり，経鼻త࣋ଓཅѹٵݺ（$ontinuous	PositiWe	Airway	Pressure，Ҏ下 $PAP）࣏療อ੍ݥ

上 OSA のఔ͕中からॏの患ऀのみదԠとͳる一ํͰ，OA にΑる࣏療，OSA のఔ͕ܰから中，

また $PAP にނ療͕༰ೝͰきͳい患ऀにదԠとさΕており੍限͕ͳい．ͦΕ࣏ OA 歯さ͑あΕば୭Ͱ口の中

にೖΕるஔと༰қに͑ߟてしまい͕ちͰある．しかし，口͕े分に։かͳいͳͲֺにҟৗ͕ある場合，OA をೖΕ

る͜と͕ࠔͰある͜とあまり知らΕていͳい．口を։͚るとい͏行ҝ，ٵݺをすると同༷にあまりҙࣝさΕて

いͳい͕，ීஈの生׆ͰかͳりのසͰ行ΘΕている．ྫ͑ば৯ࣄをしたり，しΌͬたり，ܽ৳をしたりͳͲ͕

との協ௐからり立ͬている．また，ֺ関અ܈ےげらΕる．ͦΕらのಈき全て，ֺ関અとい͏関અを中৺にपғڍ

人体のଞの関અとҧ͏͕ 2 ͭある．1 ͭࠨӈの関અ͕下ֺࠎを௨して一体Խしており，健ৗऀͳら口を։͚る

とࠨӈの関અ͕同࣌にಈくͰある．͏ 1 ֺͭ関અの運ಈのಛҟੑとして，回స運ಈと運ಈ͕Ͱある．ଞ

の関અ回స運ಈのみͰある͕，ֺ関અͰ͜の回స・のҟͳる運ಈにΑりܽ৳のΑ͏に大きく口を։͚たり，

リンΰͳͲをかͿりͭいたりͰきる．વͳ͕ら，OA を口腔内にணするとき口を։͚ͳ͚Εばண͕Ͱきͳい

し，睡眠中にֺをલํにอ࣋しͳ͚Εば，OA のޮ果͕े分に発شͰきͣ OSA 療の一助にͳらͳい．ͦのたΊ࣏

OSA のఔおΑͼ患ऀのرから OA にΑる࣏療をબした場合，歯科հのલにͦのదԠとͳるかをまͣ医歯

͕؆୯に検査を行い，ֺ 関અのঢ়ଶをѲする͜と࣏療ํ法બの大ͳཁ݅Ͱあると͑ߟる．ͦ͜Ͱ本講ԋͰ，

ֺ関અとͲのΑ͏ͳのかを，ղ学తͳܗଶ運ಈ，؆୯にͰきるֺの診査まͰを理ղしていただき，明日から

の OSA 患ऀの࣏療બの一助をͳる͜とඪとする．

�ҭシンポδϜڭ
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徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔科学部門臨床歯学系総合診療歯科学分野

安陪　　晋

EYamination	of	the	Jaw
Department	of	$omprehensiWe	Dentistry,	Institute	of	#iomedical	Sciences,		

Tokushima	6niWersity	Graduate	School,	Tokushima,	Japan

Susumu	ACe
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表໘ے電ਤ，͏ݴまͰͳく PSG のステージఆイベントఆにܽかͤͳい記録Ͱある͕，ͦΕのみを基ૅ

から学る機会গͳい．本シンϙジウムͰ，ルーチン PSG Ͱணする表໘ے電ਤにͭいて，ͦの基本తݪ理

తとするےの機能ղから学ͼ，電ۃண・記録・ղੳの基本త知ࣝ，ݱ場ͰԠ༻Ͱきる tips をशಘする．ࢀ

加ऀ͕ PSG のత病ଶにԠ͡，͑ߟͳ͕らదに表໘ے電ਤを記録ͰきるΑ͏にͳる͜とをඪとする．

座長：小栗　卓也（公立陶生病院神経内科），

　　　川名;さߐ（順天ಊ大学大学院医学研究科৺݂睡眠ٵݺ医学講座）

　1．表໘ے電ਤ：総

　　　小栗　卓也（公立陶生病院神経内科）

　2．ᄐے表໘ے電ਤのഎܠにあるの

　　　大倉　一（徳島大学病院歯科（かみあΘͤิ௲科））

　3．睡眠中の運ಈҟৗにお͚るࢶ࢛の表໘ے電ਤのׂ

　　　藤Ҫ　ཅ子（大阪回生病院睡眠医療センター）

ҭシンポδϜ�ʻհʼڭ

14(ͷද໘ిےਤΛۃΊΔ
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表໘ے電ਤ，とと中ੑ運ಈҟৗの検ग़のたΊに長年༻いらΕてきたख法Ͱある．తにԠ͡てదに࣮ࢪ

する͜とにΑり，運ಈのパターン大きさ・さ・࣋ଓؒ࣌・同࣌に׆ಈするےの分布ͳͲを֮ࢹత・ఆྔతにѲ

Ͱきる．࣮際の記録Ͱ，記録電ۃにష電ۃまた円൘電ۃを༻い，ඪతےのےෲ中ԝに 3ᴷ5	cm の電ڑؒۃͰ

ணする．機ث௨ৗの脳波ܭͰՄ能Ͱある͕，基ઢのΏΕ͕立たͳいΑ͏࣌ఆを 0.01ᴷ0.003 ඵとする．記録

一般に 3	cm／ඵͰ，ඪతとする運ಈのパターンにΑͬてదٓௐઅする．ඃ検ے記録したいෆਵҙ運

ಈにԠ͡てࣗ༝にબするのͰあり，ܾまͬた組み合Θͤͳい．ただしݪଇとして，ےࢶ࢛Ͱ፰ے߅Ͱある۶

ے࣌に記録する．記録࣌ӈରশの部Ґから同ࠨͰےװۥ・に記録する．またᰍ部࣌ඞͣ一ରとして同ے৳とے

トーψスのҟৗ・ෆਵҙ運ಈ・ਵҙ運ಈのোͳͲにணし，安੩࢟・࣌อ࣌࣋・ਵҙ運ಈ࣌の์ے電を記録する．

表໘ے電ਤとくに基ఈ֩疾患にΑるෆਵҙ運ಈのධ価に大ม有༻Ͱあり，パーキンソン病の振ઓのධ価ͳͲにҖ力

を発شする．またミオクローψスの֬ೝ分ྨ，発生機ংの検ࡧに༻いらΕる．

ルーチン PSG Ͱ，睡眠ステージఆにオトガイےے電ਤ͕，प期ੑࢶ࢛運ಈのイベントఆにલᡧےےࠎ電ਤ

͕༻いらΕる．しかし睡眠中のԿらかのҟৗ運ಈ・行ಈにରし，͜の 2 छのඃ検ےのみͰඪత運ಈのパターン大き

さ・さ・࣋ଓ・分布をे分記録Ͱきると限らͳい．͜のΑ͏ͳྫの PSG Ͱ，まͣ診ビデオ記録にΑる

回，ೖ眠ࠓ．をબする͜と͕ましいےらΕるඃ検͑ߟを֬ೝし，దとےಈ࡞Ͱ大まかͳ運ಈパターンࢹ

期ݻ有࿏ੑミオクローψスの記録ྫをとに，表໘ے電ਤ記録のݪଇを౿ま͑た上ͰあΕば，PSG Ͱࣗ༝に

ඃ検ےを加して記録してΑい͜とをఏࣔしたい．

�ҭシンポδϜڭ

ද໘ిےਤ
ᴷᴷ�૯�ᴷᴷ

公立陶生病院神経内科

小栗　卓也

An	introduction	to	surface	electromyogram
Department	of	Neurology,	Tosei	General	Hospital,	Aichi,	Japan

Takuya	Oguri
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歯͗しり৯いしばりのΑ͏ͳ睡眠࣌ϒラキシζム（Ҏ下 S#）ֺ口腔系にഁյతͳҝ࡞༻を༩͑る睡眠関連

運ಈҟৗの 1 ͭͰある．S# 無ҙࣝ下Ͱग़ݱするたΊにೝ知さΕにくく，ֺ関અ歯प疾患の૿ѱ，歯のഁં，

ิ௲ஔのഁଛに大きくӨڹすると͑ߟらΕる．S# を検ग़するたΊに，뱌・ᅞ下・発音といͬたෳࡶͳ機能

を営Ή뱌ےの 1 ͭͰあり，機能運ಈ࣌にͬとओཁͳ働きをԋ͡，大きͳ׆ےಈを発شするᄐے（Masseter	

Muscle）の表໘ے電ਤのଌఆ・ղੳ͕スタンダードͰある．ඪ準తͳϙリソムϊグラフ（PSG）Ͱオトガイے表

໘ے電ਤの記録͕ਪさΕ，͜のख技にशख़した術ऀଟい͕，ےの行ਂ，行ํ，支神経ஶしくҟͳる

ᄐے表໘ے電ਤのଌఆ・ղੳにͭいてৄしく知らΕているとݴい͕たい．一ํͰ，American	Academy	of	Sleep	

Medicine の Scoring	Manual	7er.	2.4 において，S# のスコアリングに際して，オトガイےかᄐےの表໘ے電ਤい

ͣΕかͰධ価を行͏とい͏記͕ࡌある．念ͳ͕らオトガイے S# のओಈےͰͳいたΊ，臨床・研究において一

般తͳ S# のධ価として༻いらΕていͳい．ඪ準 PSG にオトガイے表໘ے電ਤؚ͕まΕているたΊ，スクリーニ

ングత・૬ରతͳධ価を行い，ྫのੵを行͏͜とඇৗに有༻と͑ߟらΕる͕，إ໘神経支Ͱあり，表情ےの

1 ͭと͑ߟらΕているオトガイےの׆ےಈ༷式からಘらΕたධ価を，ݱ在にࢸるまͰのᄐےを༻いたධ価と同に༻

いるの科学తͰͳい．またᄐے大きく分͚てઙとਂの 2 に分͚らΕ，ᄐے電ےۃ電ਤͰの研究݁果Α

り，࠷ے電ਤの振෯͕大きいの中ԝ部ઙͰある͜と͕知らΕている．ᄐےを৮診し，上下త，ۙ遠৺త中ԝ部

Ͱےણҡの行とฏ行に表໘ے電ਤ電ۃをషする͜と͕؊ཁͰ，中ԝ部からͣΕたり，ےの行とฏ行Ͱͳい場合

にಋग़さΕたے電ਤの振෯͕ݮগするͳͲ，正֬ͳ記録͕行͑ͳいڪΕ͕ある．本講ԋͰ，ᄐے表໘ے電ਤのഎ

に，記録ํ法臨床に؟をいかにしてଊ͑るかをओࣄにある機能ղ生理機ংを理ղし，ඪతとする睡眠中のܠ

電ਤの記録ํ法，ղੳํ法にͭいてਂく۷り下げた講ے表໘ےかすたΊのղੳํ法にͭいてհする．ͦして，ᄐ׆

ԋを行͏͜とにΑり，くͦのख技をհし，ଟࢪઃͰ࣮֬ͳଌఆ͕ग़དྷるڥを͑たいと͑ߟている．

�ҭシンポδϜڭ

ᄐےද໘ిےਤͷഎܠʹ͋Δͷ

徳島大学病院歯科（かみあΘͤิ௲科）

大倉一，鈴木ળو，༿山ᣦ香，吉ݪ༃ஐ，দ香๕三

A	#ackground	of	masseter	muscle	surface	electromyography
Department	of	FiYed	Prosthodontics,	General	Dentistry,	Tokushima	6niWersity	Hospital,	Tokushima,	Japan

,a[uo	Okura，:oshitaka	Su[uki，3ika	Hayama，:asutomo	:oshihara，:oshi[o	Matsuka
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Polysomnography（PSG）ॳ，睡眠ステージを記録しղੳするたΊに，脳波，ٿ؟運ಈ，オトガイےے電ਤの

みの記録Ͱあͬた͕，1980 年にؒ睡眠中のඃऀݧの下͕ࢶप期తにಈく͜と͕֬ೝさΕ，प期ੑࢶ࢛運ಈをଊ

͑るたΊにルーチン PSG にલᡧےࠎ表໘ے電ਤの記録加さΕた．

さらにレム睡眠中にۓےுの下͕ೝΊらΕͳいݱ（3EM	sleep	without	atonia：38A）͕報ࠂさΕ，1986 年

に Schenck らにΑͬて睡眠中のເ内༰にԊͬた行ಈをとるレム睡眠行ಈҟৗ（3#D）͕一疾患֓念としてまとΊ

らΕた．1990 年に I$SD に正式に疾患名として記ࡌさΕた͕，͜の際 38A 診அ基準としてॏࢹさΕておらͣ，

1992 年に -apierre と Montplaisir ͕ 3#D 患ऀの PSG にお͚るレム睡眠中のオトガイےے電ਤのղੳํ法をࣔしఆ

ྔධ価を行い，健ৗ人とൺ 38A のׂ合͕高い͜とを報ࠂし，2005 年に I$SD-2 において 38A 所͕ݟ 3#D の診

அඞਢ߲とͳͬた．

2007 年に The	AASM	manual	for	scoring	of	sleep	and	associated	eWents ͕発表さΕ，運ಈルールの߲において，

オトガイے，લᡧےࠎ表໘ے電ਤにΑり֬ೝさΕるݱとͦのղੳํ法͕明記さΕた．マニϡアルの Wersion ͕上͕

るごとにݱをΑりత֬にଊ͑る͜とをతとし，ઙے۶ࢦͳͲの表໘ے電ਤண͕ਪさΕるΑ͏にͳͬた．

38A のఆにおいて，ݱ行Ͱ࣋ଓੑの׆ےಈオトガイےͰ，૬ಈੑ׆ಈオトガイےとલᡧےࠎ表໘ے電

ਤにΑͬてఆする͜ととͳͬている͕，上ࢶの表໘ے電ਤにணする͜とにΑͬて 38A をΑり精ີにఆͰきる

と報ࠂさΕた（Frauscher	et	al,	2012）．

回，睡眠中の運ಈをओૌにࠓ PSG をࢪ行したྫをఏࣔし，上下ࢶの表໘ے電ਤのண部Ґのઆ明，ͦの部Ґに

電ۃをணするにいたͬたഎܠ，ͲのΑ͏ͳಈきをरい，ͲのΑ͏ͳ記録とͳるのかをࣔし，ணҐஔの֬ೝ，PSG

機ثઃఆをؚΊた検査࣌のҙ，，ղੳにͭいてղઆしたい．

�ҭシンポδϜڭ
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大阪回生病院睡眠医療センター

藤Ҫ　ཅ子

3oles	of	surface	EMG	recordings	from	limC	muscles	in	sleep	related	moWements
Osaka	,aisei	Hospital	Sleep	Medical	$enter,	Osaka,	Japan

:oko	Fujii
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S1-A1
高ྸऀにお͚る睡眠中ঃ波׆ಈと記ԱݻఆԽの関
○河合　真
スタンフォード大学医学部精神科睡眠医学部門

Frequency and temporal features of slow wave activity during sleep Impact memory consolidation in older adults

Makoto	,awai

【త】一般高ྸऀにおいて睡眠中のঃ波׆ಈをप波ղੳしड़記Աにお͚る記ԱݻఆԽのӨڹをௐ査する．【ํ
法】102 名のೝ知͕ͳい一般の高ྸऀにおいてड़記Աとして 16 test）	リスト学शテスト（list-learningޠの୯ޠ
を睡眠લと睡眠ޙに行いड़記Աにお͚る記ԱݻఆԽと睡眠中のঃ波׆ಈをप波ղੳとの関連をղੳした．睡眠の
લに୯ޠリストを学शさͤ，1 回のԆ࠶生ͦの 5 分ޙに行い，2 回睡眠検査を行ͬたޙに同͡リストの࠶
生を検査した．記ԱݻఆԽのࢦඪとして 2 回ಘの 1 回ಘにରするൺを༻した．【】ฏۉ年ྸ 70.3ʶ7.9
உ，ࡀ 49 名，ঁ 53 名．1 回のฏۉಘとඪ準ภࠩ 6.6ʶ3.7，2 回 4.8ʶ3.6，記ԱݻఆԽ 0.7ʶ0.4 だͬた．
記ԱݻఆԽとঃ波睡眠，睡眠中脳波のঃ波׆ಈの回ؼ分ੳͰঃ波睡眠（N3）͕ͳい܈（உ 41 名ঁ 37 名）のೖ
眠ޙ 120 分にお͚る Slow	Oscillation（0.5ᴷ1	H[）と記ԱݻఆԽに正の૬関関をೝΊた（βʹ0.013，pʹ0.002，r
ʹ0.334）．デルタ（1ᴷ4	H[）ଳ૬関関をೝΊͳかͬた．【݁】高ྸऀにおいてड़記Աの記ԱݻఆԽとೖ眠
ޙ 120 分にお͚る Slow	Oscillation（0.5ᴷ1	H[）の関連͕ࣔࠦさΕた．

S1-A2
ॏೝ知にお͚るٳଉ׆ಈリζムোと日ৗ生׆׆ಈとの関連ੑ
○石丸大貴 1,2），田中寛之 1），永田優馬 1,2），三上章良 1），西川　隆 1）

1）大阪立大学大学院総合リハビリテーシϣン学研究科，2）医療法人෩ԂࠓҪ病院

Relation between rest-activity rhythm and activities of daily living in severe dementia

Daiki	Ishimaru1,2），Hiroyuki	Tanaka1），:uma	Nagata1,2），Akira	Mikami1），Takashi	Nishikawa1）

【͡Ίに】睡眠֮੧リζムೝ知のਐ行にͬてมԽし，׆ಈとٳଉをස回に܁りฦすΑ͏にͳる͜と͕報ࠂさ
Εている͕，ॏೝ知において࣮際に睡眠֮੧リζム͕日ৗ生׆にͲのΑ͏ͳӨڹをٴ΅すか明らかͰͳい．本
研究のతॏೝ知ऀのٳଉ׆ಈリζムと actiWities	of	daily	liWing（AD-）の関ੑを明らかにする͜とͰある．
【ํ法】ରऀհޢ療ཆܕ病床にೖ院中のॏೝ知患ऀ 42 名と中ೝ知（ൺֱ܈）患ऀ 19 名Ͱあͬた．ٳ
ଉ׆ಈリζムアクチグラフを༻いてଌఆした．AD-  Hyogo	ActiWity	of	Daily	-iWing	Scale（HAD-S）を༻いて
ධ価した．ೝ知ॏごとに，ٳଉ׆ಈリζムมと HAD-S の合ܭおΑͼ下Ґ߲ಘとの૬関を Spearman
順Ґ૬関Ͱ分ੳした .【݁果】ॏ܈Ͱ，日々のリζムのنଇੑ͕ཚΕているରऀ৯ࣄのࣗ立͕く，
中܈Ͱ，日内のリζム͕Αり分அさΕているରऀഉᔔのࣗ立͕かͬた．【݁】ॏೝ知ऀ͕ଘ
する AD- を発شするたΊにٳଉ׆ಈリζムにྀした支援͕ඞཁとࢥΘΕる．
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S1-A4
レム睡眠行ಈҟৗとดੑ࠹睡眠࣌無ٵݺ合ซ患ऀにお͚る 3EM	sleep	without	atonia の検౼
○杉田淑子，大倉睦美，糸賀一美，藤井陽子，谷口充孝，大井元晴
大阪回生病院睡眠医療センター

Evaluation of REM sleep without atonia in patients with REM sleep behavior and obstructive sleep apnea

Hideko	Sugita，Mutsumi	Okura，,a[umi	Itoga，:oko	Fujii，Mitsutaka	Taniguchi，Motoharu	Ohi

【త】レム睡眠行ಈҟৗ（3#D）の֬ఆ診அ PSG において 3EM	sleep	without	atonia（38A）の֬ೝにΑり
ͳさΕる͕，ดੑ࠹睡眠࣌無ٵݺ（OSA）合ซྫͰ 38A のఆにྀۤする．OSA 合ซの 3#D 患ऀをରに診
அおΑͼ $PAP	titration Ͱの 38A のఆおΑͼग़ݱにͭいてൺֱした．
【ରとํ法】2010 年 6 月から 2013 年 12 月のॳ診患ऀͰ 3#D と֬ఆ診அさΕた 235 名の͏ち，診அにて AHI	
20／hr Ҏ上Ͱ $PAP	titration	PSG をࢪ行した 19 名（உੑ 18 名，ঁੑ 1 名，ฏۉ年ྸ 69 ےにおいて，オトガイ（ࡀ
電ਤͰے 30 ඵエϙックのˋ38A，tonic	38A，さらに 3 ඵミニエϙックͰ phasic	EMG	actiWity，any	EMG	actiW-
ity をࢉग़した．
【݁果】診அのˋ38A，tonic	38A，phasic	actiWity（3 ඵ），any（3 ඵ）の中ԝ͕ 56.0ˋ，32.5ˋ，22.0ˋ，
54.1ˋͰあり，$PAP	titration  43.9ˋ，29.8ˋ，25.3ˋ，43.8ˋͰあͬた．ˋ38A，tonic	38A ͕ஶしく૿加ま
たݮগするྫ͕あるͳͲ一ఆのࣔさͳかͬた͕，phasic	EMG	actiWity（3 ඵ）૿加をೝΊた．
3【ߟ】 ඵミニエϙックにて phasic	EMG	actiWity のఆを行͏͜とにΑり，OSA 合ซ患ऀの 38A ఆ͕安ఆす
ると͑ߟらΕる．ۙ年 38A のᮢ͕ఏএさΕており，OSA 合ซ患ऀͰదԠՄ能かの検౼ॏཁと͑ߟらΕる．

S1-A3
高ྸऀ SAS にΑる体׆ಈྔの検౼
○柴崎佳奈 1），本間美香 1），船山欣弘 1），石黒俊彦 1），吉澤孝之 2,3），鈴木雅明 4），権　寧博 3），
赤柴恒人 3），内山　真 5）

1）ཁクリニック，2）ཁொ病院内科，3）日本大学内科学系ثٵݺ内科学分野，4）帝京大学ちば総合医療センター耳鼻咽喉科，5）日本大
学医学部精神医学系精神医学分野

Continuous positive airway pressure treatment and physical activity in elderly patients with sleep apnea syndrome

,ana	ShiCasaki1），Mika	Honma1），:oshihiro	Funayama1），Toshihiko	Ishiguro1），Takayuki	:oshi[awa2,3），Masaaki	Su[uki4），
:asuhiro	Gon3），Tsuneto	AkashiCa3），Makoto	6chiyama5）

【എܠ】高ྸऀ SAS 患ऀの体׆ಈྔと $PAP 療の有༻ੑにͭいて検౼した．【ର・ํ法】院Ͱ࣏ PSG 検査を
お͜ͳͬた 65 Ҏ上の患ऀࡀ 17 名をରに体׆ಈܭを 1 िؒணし，日々の行ಈ表と共に，国際ඪ準Խ体׆ಈ࣭
ථ（IPA2）とओ؍త眠ؾのධ価法（ESS）を記ࡌしてらͬた．また，AHI	20 Ҏ上の患ऀにおいて，$PAP を
ಋೖし，࣏療։࢝年ޙの֎དྷड診࣌に，体׆ಈܭと IPA2，ESS を行ͬた．ͦΕͧΕの期ؒ中の三日ؒをநग़し
てڧผ体׆ಈؒ࣌าにͭいて検౼した．【݁果】AHI	20 Ҏ上の患ऀ 10 名と AHI	20 ະຬの患ऀ 7 名におい
て ESS のスコア AHI	20 ະຬの܈のํ͕かͬた͕，体׆ಈྔとาに関して有ҙࠩをೝΊͳかͬた．$PAP
ޙ療࣏ ESS にΑるओ؍త眠ؾվળした͕，体׆ಈのࢦඪͰある IPA2 スコアにͭいて࣏療લޙͰಛにมԽを
ೝΊͳかͬた．$PAP ಋೖޙ，าと中ڧの体׆ಈྔの૿加͕ೝΊらΕた．ڧと高ڧの体׆ಈに関して
มԽしͳかͬた．【ߟ】高ྸऀ SAS 患ऀにおいて $PAP ׆の体ڧのվળと共にาと中ؾత眠؍療ओ࣏
ಈྔを૿加さͤた．【݁ޠ】高ྸऀ SAS 患ऀにରする $PAP ．上さͤるՄ能ੑ͕ࣔࠦさΕたಈੑを׆療体࣏
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S1-A6
レム睡眠行ಈҟৗの 3EM	sleep	without	atonia ఆにお͚るઙےے۶ࢦ電ਤࠨӈࠩの検౼
○糸賀一美，大倉睦美，藤井陽子，杉田淑子，谷口充孝，大井元晴
大阪回生病院睡眠医療センター

Diagnostic value of unilateral vs bilateral flexor digitorum superficialis EMG in REM sleep behavior disorder

,a[umi	Itoga,	Mutsumi	Okura,	:oko	Fujii,	Hideko	Sugita,	Mitsutaka	Taniguchi,	Motoharu	Ohi

【త】レム睡眠行ಈҟৗ（3EM	sleep	CehaWior	disorder:	3#D），レム睡眠中のۓےுの੍͕ܽするたΊ
ເ内༰に一கした行ಈ͕ग़ݱする睡眠࣌ਵͰある．ऴ睡眠ϙリグラフィにお͚る 3EM	sleep	without	atonia
（38A）ఆ，American	Academy	of	Sleep	Medicine マニϡアルに準ڌし，ઙے۶ࢦの表໘ے電ਤ記録͕オプ
シϣンͰ加とͳͬた．上ࢶ表໘ے電ਤにおいて利きख୯独のணղੳ͕Մ能か検౼した．
【ํ法】臨床ঢ়とあΘͤಛ発ੑ 3#D と診அした 7 ྫ（உੑ 5 名，ฏۉ年ྸ 59.1ʶ13.5 において（ࡀ 38A ղੳ࠶
を行͏．30 ඵエϙックの 38A ͳらͼに 3 ඵミニエϙックにͭいてオトガイےے電ਤ，ઙےے۶ࢦ電ਤを༻いて
phasic	EMG	actiWity をೝΊるׂ合をࢉग़．֤ے電ਤにお͚る׆ےಈྔをൺֱした．
【݁果】phasic	EMG	actiWity にͭいて利きख（15.4ʶ10.6ˋ）とඇ利きख（16.5ʶ12.0ˋ）Ͱ有ҙࠩをೝΊͳかͬた．
またオトガイے୯独と྆ଆのઙے۶ࢦにおいて有ҙࠩをೝΊͳかͬた．
【݁】上ࢶの表໘ے電ਤの加࣌ݱの診அ基準ͰඞਢͰͳいՄ能ੑ͕ある．ޙࠓྫを૿しߋͳる検
౼を行ͬていく．

S1-A5
レム睡眠行ಈҟৗにお͚る運ಈঢ়の発࣌ݱ期と 3EM	sleep	without	atonia にͭいての検౼
○藤井陽子，大倉睦美，杉田淑子，谷口充孝，大井元晴
大阪回生病院睡眠医療センター

The relation between motor-behavioral episodes and REM sleep without atonia in REM sleep behavior disorder

:oko	Fujii，Mutsumi	Okura，Hideko	Sugita，Mitsutaka	Taniguchi，Motoharu	Ohi

【త】レム睡眠行ಈҟৗ（3#D）レム睡眠中に͜ىる睡眠ਵͰある．行ಈの発࣌ݱに一աੑの׆ےಈ
（phasic	EMG	actiWity）͕ೝΊらΕ , 回，ಛ発ੑࠓ．さΕているࠂすると報ݱ運ಈ（3EMs）͕高にग़ٿ؟ٸ
3#D ྫをৄࡉղੳし，運ಈঢ়の発࣌ݱ期にお͚る 3EMs と表໘ے電ਤの phasic	EMG	actiWity にͭいて検౼し
た【ํ法】2012 年 8 月Αり 11 月の 3 か月ؒͰ，ऴ睡眠ϙリグラフ検査を行い I$SD-3 に基ͮき，ಛ発ੑ 3#D と診
அさΕたྫ 14 名（உੑ 14 名，ฏۉ年ྸ 65.7ʶ5.7 をରとした．38A（ࡀ  AASM	manual	for	sleep	2007 に基
ͮいたセンターͰのఆํ法を༻し，行ಈ発ݱ直લ 3 ミニエϙックの phasic	EMG	actiWity と 3EMs を分ੳした
【݁果】୯७ͳ行ಈ 1st レム，発・発ޠ 2nd レムにଟくೝΊるにあͬた．また，行ಈ発ݱ直લͰ phasic	
EMG	actiWity と 3EMs のग़ݱ高Ͱあͬた．【݁】Phasic	eWent  3#D にお͚る行ಈ発ݱに関༩しているとと
に脳װ病มの神経生理学ࢦඪにͳり͏るՄ能ੑ͕ある．ޙࠓ診அޙに神経มੑ疾患にҠ行したྫにおいて同༷
の検౼を行い，神経มੑ疾患発の༧ଌҼ子としてのՄ能ੑを୳る．



47

S1-B1
߅ 7G,$ 体関連ลԑ系脳Ԍにとͳ͏レム睡眠行ಈҟৗの߅ 1 ྫ
○荒川いつみ 1），小栗卓也 1），宮西英子 2），櫛田智仁 2），中川景介 2），中村友紀 3），湯浅浩之 1）

1）公立陶生病院神経内科，2）公立陶生病院臨床検査部，3）ࣛ児島大学脳神経内科・年病学

REM sleep behavior disorder  in a patient with VGKC antibody-associated limbic encephalitis

Itsumi	Arakawa1），Takuya	Oguri1），Eiko	Miyanishi2），Tomohito	,ushida2），,eisuke	Nakagawa2），Tomonori	Nakamura3），
Hiroyuki	:uasa1）

73 X．ੑঁࡀ 年 1 月Αりؒ睡眠中に大を上げるΑ͏にͳり，ؒ中్֮੧૿加した．4 月ࠒΑり，ؒ ܽతに「
くͳͬたੰ͕ޙΖにͭいてきている」ͳͲのҟৗݴಈҙຯෆ明ͳ独͕ޠみらΕるΑ͏にͳͬた．また会話中にٸ
にԠ͕ͳくͳͬたり，眠り込んͰしま͏͜と͕生͡た．͜Εらのঢ়͕ঃ々に૿加したたΊ，7 月に精査ೖ院．಄
部 M3I ͳͲの精査にΑりลԑ系脳Ԍと診அした．ؒঢ়のղ明のたΊऴ睡眠ϙリグラフィ（PSG）を࣮ࢪした
と͜Ζ，׆ےಈ下をとͳΘͳいレム睡眠（38A）をೝΊ，レム睡眠行ಈҟৗ（3#D）合ซと診அ．全レム睡
眠ؒ࣌にΊる 38A のׂ合（ˋ38A） 59.7ˋͰあͬた．ステロイドパルス療法̎回࣮ޙࢪ，͜Εらのঢ়緩
ঃに੩Խした．Xʴ1 年 3 月にݐ࠶した PSG Ͱ，ˋ38Aʹ48.9ˋと一ఆのଘをೝΊた．ͳお本ྫ経ա中に
݂清 7G,$ ߅．体ཅੑ͕明した߅ 7G,$ 体関連ลԑ系脳Ԍにとͳ͏߅ 3#D Ͱ，38A ͕病ଶ生理学తࢦඪ
とͳるՄ能ੑ͕ある．

S1-A7
ए年人睡眠࣌ϒラキシζムにお͚るレム睡眠のᄐ׆ےಈಛੑ
○豊田理紗 1,2），大倉睦美 1,3），野々上茂 4,5），原木真吾 6），辻阪亮子 6），足立浩祥 4,5,7），加藤隆史 1）

1）大阪大学大学院歯学研究科高次脳口腔機能学講座口腔生理学教室，2）大阪大学大学院歯学研究科ֺ口腔機能ݐ࠶学講座有床ٛ歯ิ௲
学高ྸऀ歯科学分野，3）大阪回生病院睡眠医療センター，4）大阪大学医学部附属病院睡眠医療センター，5）大阪大学大学院医学系研究
科精神医学教室，6）大阪大学大学院歯学研究科ֺ口腔機能ݐ࠶学講座クラウンϒリッジิ௲学分野，7）大阪大学キャンパスライフ健康
支援センター

Masseter muscle activity during REM sleep in young adults with sleep bruxism

3isa	Toyota1,2），Mutsumi	Okura1,3），Shigeru	Nonoue4,5），Shingo	Haraki6），Akiko	Tsujisaka6），Hiroyoshi	Adachi4,5,7），Takafumi	,ato1）

【എܠ】睡眠࣌ϒラキシζム（S#）患ऀͰ，リζムੑ뱌׆ےಈ（3MMA）͕ઙいϊンレム睡眠Ͱ発する͕，
௨ৗ׆ےಈ੍を͏レム睡眠ͰೝΊる．しかし，S# 患ऀのレム睡眠中のᄐ׆ےಈのಛੑະだෆ明Ͱある．【
త】ए年人 S# 患ऀのレム睡眠中のᄐ׆ےಈのಛੑを明らかにする͜とをతとした．【ํ法】ए年ඃऀݧにϙリ
ソムϊグラフィー検査をࢪ行した．3MMA ͕睡眠 1 あたりؒ࣌ 2 回ະຬのରর܈ 10 名（M：6，F：4，ฏۉ年ྸ
23.2 4，（ࡀ 回Ҏ上の S# ܈ 15 名（M：8，F：7，ฏۉ年ྸ 23.2 をղੳରとした．֤睡眠ஈ֊Ͱの（ࡀ 3MMA 発
生සをࢉग़した．また，׆ےಈ੍をΘͳいレム睡眠（38A）のׂ合をオトガイے，લᡧےےࠎ電ਤをとに
ग़した．さらに，レム睡眠をࢉ 3 ඵごとのミニエϙックに分͚，ᄐےのԿかしらの׆ಈをೝΊるミニエϙックをカウ
ントし，レム睡眠にΊるׂ合をࢉग़した．【݁果】3MMA 発生ස全ての睡眠ஈ֊Ͱ S# Αり有ҙに܈ରর͕܈
ଟかͬた．38A ，S# ，とに高くͳく，有ҙͳࠩೝΊͳかͬた．しかし（ˋ5.45）܈ରর，（ˋ中ԝ：6.40）܈
レム睡眠中のᄐ׆ےಈのׂ合，S# #Αり有ҙに高かͬた．【݁】S܈ରর͕܈ 患ऀͰレム睡眠中のᄐ׆ےಈ͕
高いՄ能ੑ͕ࣔࠦさΕた．
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S1-B3
振ಈܹを༻いた睡眠࣌ϒラキシζム੍ޮ果の検ূ
○中村浩崇 1），高場雅之 1），安部友佳 1），葭澤秀一郎 1），菅沼岳史 2），吉田裕哉 1），中里友香理 1），
小野康寛 1），馬場一美 1）

1）ত和大学歯学部歯科ิ௲学講座，2）ত和大学歯学部スϖシャルニーζ口腔医学講座ֺ関અ࣏療学部門

Efficacy of contingent vibratory feedback stimuli for inhibition of sleep bruxism

Hirotaka	Nakamura1），Masayuki	TakaCa1），:uka	ACe1），Shuitiro	:oshi[awa1），Takeshi	Suganuma2），:uya	:oshida1），
:ukari	Naka[ato1），:asuhiro	Ono1），,a[uyoshi	#aCa1）

【త】振ಈフィードόックܹにΑる睡眠࣌ϒラキシζム（S#）੍ޮ果をධ価する͜と．【ํ法】S# 臨床診அ基
準をຬたす健ৗ人 13 名（உੑ 5 名，ঁੑ 8 名，ฏۉ年ྸ 26.0ʶ3.0 のࣗ宅ऀݧとしてಈ員した．֤ඃऀݧをඃ（ࡀ
にてܞଳܕ PSG ଌఆஔを༻い，スクリーニング（ベースライン）と S# ੍のたΊの振ಈフィードόックܹ
を行ͬた࣮ݧ，ܭ 2 の؆қ PSG ଌఆを行ͬた．S# ੍ஔ上ֺスプリント内にຒೖしたピエκフィルムͰᄐ
合ѹを検知し，ઃఆᮢを͑た S#	episode にରԠし振ಈஔをۦಈさͤる構とした．睡眠構ஙにͭいてܞଳ
episode（回	ඪとしてS#ࢦಈを׆ےےPSGଌఆஔ属のઐ༻ソフトを༻いてࣗಈղੳを行い，S#にͭいてᄐܕ
Curst	S#，（࣌／ にΑりܹをධ価した．【݁果】振ಈڹのӨܹग़し，振ಈࢉを（࣌／ඵ）ؒ࣌ଓ࣋ S#	Curst ࣌ଓ࣋
ؒ 26.0ʶ20.0 ඵ／࣌から 14.3ʶ9.5 ඵ／࣌と有ҙにݮগした（paired	t-test，pʻ0.05）．S#	episode ٴͼ֤睡眠ม
に有ҙͳมԽೝΊらΕͳかͬた．【݁】振ಈフィードόックܹを༻いた S# ੍ஔ，睡眠構にӨڹを
す͜とͳく΅ٴ S# #をॖした͜とから，Sؒ࣌ଓ࣋ マネージメントに有ޮͳํ法ͰあるՄ能ੑ͕ࣔࠦさΕた．

S1-B2
ඪ高ࠩにΑる睡眠࣌無ٵݺީ܈患ऀの݂ѹมಈと $PAP ࠂ療ޮ果に関するྫ報࣏
○杦本　保
社会ࢱ法人大阪ڿ明ؗ病院睡眠ٵݺ療法センターٵݺ療法科

Variation in blood pressure and therapeutic effect of CPAP in a patient with SAS who stays at low and  high altitudes

Tamotsu	Sugimoto

ඪ高地と高ඪ高地をप期తにډ住する OSAS 患ऀ（66 に体ௐෆ良をఄ࣌住ډMI：24.63）͕高ඪ高地#・ੑঁ・࠽
したྫを経ݧした．AHI：84.8	OSAS ॏ診அをड͚ $PAP PSG	3e-Study，ޙಋࢦվળ׳श׆療ととに生࣏ 精
査にて AHI：7.9 回／hr とܰ域とͳりҎޙマウスピース࣏療にて経ա؍，݂ѹコントロール良Ͱあͬた．ୀ
৬にいप期తに高ඪ高地Ͱډ住するΑ͏にͳͬた．患ऀ݂ѹ上ঢ，ى床࣌಄௧をڧくૌ͑ていた͜とからͦΕ
ͧΕのڥ下Ͱؒᓛత݂ѹଌఆஔ（3G ௨信ؒトリガ݂ѹܭ）を༻いてೖ眠࣌，ೖ眠中，ى床࣌の݂ѹととに
݂中ࢎૉ和，৺ഥଌఆを行ͬた．ඪ高地にൺして高ඪ高地においてೖ眠中おΑͼى床݂࣌ѹ上ঢ，݂ؒ中
の下͕みらΕた．ຢ，SASۉૉ和ฏࢎ に͏݂中ࢎૉ和下͕ਂくͳる݁果͕ݟらΕた．$PAP 療に࣏
Αり高ඪ高地にお͚る݂ѹ上ঢ，݂中ࢎૉ和下͕ܰݮし，ى床࣌の಄௧ͳͲਵঢ়վળした．ࠓ回のྫ
ඪ高ࠩにΑるࢎૉ分ѹ下，ؾѹ下͕ෛのޮ果૬తに働き݂ѹ上ঢ SAS ਵঢ়を૿ѱさͤたと͑ߟら
Εた．
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S1-B5
PSG 検査とのൺֱにΑる院の؆қ検査ղੳ法の検౼
○船山欣弘 1），柴崎佳奈 1），本間美香 1），石黒俊彦 1），吉澤孝之 2,3），鈴木雅明 4），権　寧博 3），
赤柴恒人 3），内山　真 5）

1）ཁクリニック，2）ཁொ病院内科，3）日本大学内科学系ثٵݺ内科学分野，4）帝京大学ちば総合医療センター耳鼻咽喉科，5）日本大
学医学部精神医学系精神医学分野

Examination of the original analysis rules of sleep apnea syndrome by portable monitor

:oshihiro	Funayama1），,ana	ShiCasaki1），Mika	Homma1），Toshihiko	Ishiguro1），Takayuki	:oshi[awa2,3），Masaaki	Su[uki4），
:asuhiro	Gon3），Tsuneto	AkashiCa3），Makoto	6chiyama5）

【എܠとత】Ҏલ報ࠂした؆қ検査と PSG 検査のൺֱを基に，ࠓ回院独ࣗの؆қ検査ղੳルールのઃఆをࢼみ，
PSG 検査の݁果とのൺֱ検౼を行ͬた．【ର】2014 年 1 月から 2016 年 12 月に院Ͱ , ࣗ宅Ͱの؆қ検査と院内Ͱ
のアテンドͰの PSG 検査を行ͬていた患ऀ 58 名をରとした．【ํ法】スマートウォッチ PMP-300E Ͱの؆қ検査
ޙ行ࢪ PSG 検査を࣮ࢪし，྆検査とにマニϡアルղੳ（PSG 検査：AASM にΑるఆマニϡアル 7er2.1，؆қ
検査：SpO2	3ˋҎ上の下とٵݺのݮਰ）を行ͬた．ͦのޙ，次の 2 ͭのํ法Ͱ؆қ検査のղੳを行ͬた．ղੳ A：
SpO2	2ˋҎ上の下にඞͣٵݺイベントを͚ͭる．ղੳ #：SpO2	2ˋҎ上の下とٵݺのݮਰՕ所にٵݺイベントを
͚ͭる．֤ղੳ݁果を基にॏผの૬関，ฒͼに $PAP ૣ期ಋೖରとͳる 3DIʾ40 をධ価基準として PSG との
૬関を検ূした．【݁果】ॏผの૬関ॏ܈のみղੳ#͕࠷高く，ͦ のଞͰマニϡアルղੳ͕高かͬた．
回զ々͕ઃఆした؆қ検査のղࠓ【ޠ݁】．らΕた͑ߟқ検査のղੳैདྷ௨りのマニϡアルղੳ͕良いと؆【ߟ】
ੳルールͰ，؆қ検査のみͰ $PAP ૣ期ಋೖとするの͕ٙる．

S1-B4
Oral	Appliance ධ価ґཔతの院にお͚る؆қ検査のݱঢ়
○小櫻優美 1），達崎夏実 1），髙野健太 1），橋本知子 1），相原治幸 1），北村英之 2）

1）新東京病院臨床検査室，2）新東京病院睡眠センター

Validation of the results by sleep apnea testing after oral appliance treatment

:uumi	,o[akura1），Natsumi	Tatsu[aki1），,enta	Takano1），Tomoko	Hashimoto1），Haruyuki	Aihara1），Hideyuki	,itamura2）

【త】؆қ検査ஔͰのఆ，ड検ऀにとͬて؆ศͰड͚すいとい͏໘，ٵݺ関連イベントのみのධ価にと
Ͳまり，؆қ検査Ͱの OA（Oral	Appliance：Ҏ下 OA）ධ価அఆతͳのとい͑る．ͦ͜Ͱ，院の؆қ検査に
Αるޮ果ఆのデータをௐ査した．【ํ法】OA ධ価ґཔతの؆қ検査࣮ऀࢪ 151 名（2012 年 1 月 d2018 年 12 月），
உੑൺ 75.4ˋ，ฏۉ年ྸ 60.4 長ۉฏ，ࡀ 165.9	cm，ฏۉ体ॏ 68.2	kg のର患ऀの内 OA ඇணとணをൺֱし
ஔ，スマートウォッチ༺ PMP300E を༻．OA ඇண࣌とண࣌の検査ִؒ 2 日ؒとした．AHI গݮ
50ˋҎ上を OA ޮ果܈とし，AHI গݮ 50ˋະຬを OA ඇޮ果܈とした．ௐ査߲؆қ検査ͰಘらΕた AHI，ฏ
ۉ SpO2，࠷ SpO2 ͳͲ֤߲をௐ査した．【݁果】OA ඇண࣌の OA ޮ果܈ฏۉ AHI	21.2 回／h，ඇޮ果܈
ฏۉ AHI20.1 回／h．OA ண࣌の OA ޮ果܈ฏۉ AHI	6.7 回／h，ඇޮ果܈ฏۉ 14.6 回／h．【ߟ】؆қ検査にΑ
る AHI গݮ 50ˋをラインとしたޮ果܈とඇޮ果܈のൺֱٵݺイベントසとして͕ࠩग़た͕，ର患ऀの
15.2ˋ（151 名中 23 名） OA ண࣌Αりඇண࣌のํ͕ AHI ૿加しٯసݱをೝΊた．
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S1-B7
OSA 患ऀにお͚るෆ຺と AI（Augmentation	IndeY）の検౼
○貞元祐二，山口祐司
睡眠োセンターԬ浦ఴクリニック

A study of arrhythmia and augmentation index comparative analysis in obstructive sleep apnea patients

:uji	Sadamoto，:uji	:amaguchi

【త】຺波૿大（Augmentation	IndeY：AI）ಈ຺นߗԽのࢦඪの一ͭͰあり，中৺݂ѹਪఆ（central	
Systolic	#lood	Pressure：cS#P）͕高いఔ৺݂疾患のリスク͕上ঢするとい͏報͕ࠂある．ࠓ回，զ々 OSA 患
ऀにおいてෆ຺と AI・cS#P に関͕あるかͲ͏かを検౼するతͰ，$PAP のෆ຺มಈとޙ療࣏ AI・cS#P
の関をൺֱ検౼した．
【ํ法】2010 年 5 月～2018 年 2 月まͰに OSA ঢ়をओૌにདྷ院し，ऴ睡眠ϙリグラフ検査をࢪ行し TST-AHIʾ
20 回／h Ͱ OSA と診அさΕ Titration-PSG をࢪ行した患ऀ 727 名をରとした．Diagnostic-PSG おΑͼ Titration-
PSG にて 10	Ceatsʾ／ؒ࣌のෆ຺܈をཅੑとし，Titration-PSG に࣌行ࢪ 50ˋෆ຺͕૿加した܈をෆ຺૿加܈・
．とした܈গݮをෆ຺܈গしたݮ
【݁果】AI	P75（AI の H375 ิ正）ෆ຺ͳし（ˋ66.0）܈とൺして上室ੑのෆ຺૿加（ˋ59.6）܈Ͱ有ҙに
Ͱあͬた͕৺室ੑのෆ຺૿加（ˋ74.6）܈有ҙに高Ͱあͬた．また，cS#P Ͱෆ຺ͳし܈（126.0	mmHg）
とൺして上室ੑのෆ຺૿加܈（119.3	mmHg）Ͱ有ҙにͰあͬた͕৺室ੑのෆ຺૿加܈（127.6	mmHg）Ͱ
有ҙࠩݟらΕͳかͬた．
．をड़ていきたいߟ本会Ͱଞの検౼݁果ととに【ޠ݁】

S1-B6
睡眠検査ࣗಈղੳシステムを༻いたऴ睡眠ϙリグラフィղੳにͭいての検౼
○本間美香 1），柴崎佳奈 1），船山欣弘 1），石黒俊彦 1），吉澤孝之 2,3），鈴木雅明 4），権　寧博 3），
赤柴恒人 3），内山　真 5）

1）ཁクリニック，2）ཁொ病院内科，3）日本大学内科学系ثٵݺ内科学分野，4）帝京大学ちば総合医療センター耳鼻咽喉科，5）日本大
学医学部精神医学系精神医学分野

Study on overnight sleep polygraph analysis using sleep inspection automatic analysis system

Mika	Homma1），,ana	ShiCasaki1），:oshihiro	Funayama1），Toshihiko	Ishiguro1），Takayuki	:oshi[awa2,3），Masaaki	Su[uki4），
:asuhiro	Gon3），Tsuneto	AkashiCa3），Makoto	6chiyama5）

【എܠとత】睡眠࣌無ٵݺީ܈の֎དྷ患ऀ૿加ととに検査技師の日ৗ業૿加しており，中Ͱऴ睡眠ϙ
リグラフィ検査（PSG 検査）のղੳにଟ大ͳؒ࣌と労力をཁする．ͦのΑ͏ͳഎܠの下，ۙ年精を高Ίた新し
いղੳソフト͕։発さΕた．ࠓ回ͦのղੳソフトを༻するࣄͰղੳؒ࣌のॖ͕ਤΕるのかͦの有༻ੑにͭいて検
౼した．
【検౼ํ法】院Ͱ PSG 検査をࢪ行した患ऀ 75 名（TI#：523.6ʶ55.6 分，AHI：57.2ʶ48.1 回／hr）をରとし，
AASM	Wer2.1 に基ͮいて 2 名のղੳऀͰマニϡアルղੳを行ͬた．同データにରして PHI-IPS 社ソムϊライザー
G3 を༻いたࣗಈղੳޙ，全てのエϙックにରしてレビϡーղੳ（eYpert	reWiew：E3）を行い，院ͰܾΊた E3
ղੳルールに基ͮいてఆ͕ҟͳる部分にͭいてम正した．
【݁果】ฏۉマニϡアルղੳؒ࣌ 72.3ʶ51.6 分，ฏۉ E3 ղੳؒ࣌ 56.8ʶ37.4 分．ソムϊライザー �E3 Ͱマニϡア
ルղੳにൺֱしてղੳ21͕ؒ࣌ˋॖさΕた．ಛにAHI	60Ҏ上のٵݺイベントに関して36ˋのؒ࣌ॖとͳͬた．
ソムϊライザー【ߟ】 E3 を行ͳͬて༻すΕば精を΄΅下する͜とͳくղੳؒ࣌のॖ͕Ͱきると͑ߟら
Εた．ಛに AHI	60 Ҏ上のॏ SAS 患ऀのղੳؒ࣌ॖに有༻ͰあるとࢥΘΕた．
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S1-C2
小児の睡眠ϙリソムϊグラフࢪ行にお͚るプレパレーシϣンの有ޮੑの検౼
○村田絵美 1），毛利育子 1,2），加藤久美 1），松澤重行 1,2），平田郁子 1,2），橘　雅弥 1,2），谷池雅子 1,2）

1）大阪大学大学院連合小児発達学研究科附属子Ͳの͜͜Ζの分子統御機構研究センター，2）大阪大学大学院連合小児発達学研究科

Evaluation of validity of psychological preparation for children undergoing polysomnography

Emi	Murata1），Ikuko	Mohri1,2），,umi	,ato-Nishimura1），Shigeyuki	Matsu[awa1,2），Ikuko	Hirata1,2），Masaya	TachiCana1,2），
Masako	Taniike1,2）

【͡Ίに】睡眠ϙリソムϊグラフ（Polysomnography：PSG）৵ऻのい検査だ͕，༮গ児ࣔࢦにैいにく
い小児Ͱ大มͳࠔを͏．ۙ年小児の検査࣏療にお͚るプレパレーシϣンの有ޮੑ͕報ࠂさΕている．
【త】PSG にお͚るプレパレーシϣンの有ޮੑを検౼した．
【ํ法】大阪大学医学部附属病院Ͱ PSG をड͚た 2ᴷ11 の小児ࡀ 253 ྫをରとした．無੩Ͱ֮੧࣌に検査։࢝Մ
能Ͱணに支ো͕ͳかͬた小児を全ࢪ行ྫとし，全ࢪ行ྫ，おΑͼ੩ࡎ༻ྫをプレパレーシϣンࢪ行
の有無Ͱൺֱした．加͑て，ࣗดスϖクトラム（autism	spectrum	disorder：ASD）児 70 名にͭいて同༷の検
౼を行ͬた．
【݁果】ࢪ行܈ 122 ྫ（ฏۉ年ྸ 5 ࡀ 9 か月），無ࢪ行܈ 131 ྫ（6 ࡀ 4 か月）Ͱあͬた．全ࢪ行֘ྫ，ࢪ行܈
の 90.2ˋ，無ࢪ行܈の 79.4ˋ（pʻ0.05）Ͱ，ࢪ行͕܈有ҙにଟかͬた．੩ࡎ༻ྫ，ࢪ行܈の 9.0ˋ，無ࢪ行܈
の 18.3ˋ（pʻ0.05）Ͱ，ࢪ行͕܈有ҙにগͳかͬた．ASD 児Ͱ全ࢪ行֘ྫࢪ行܈の 88.2ˋ，無ࢪ行܈の
73.7ˋͰあͬた．
Ίるۃをࠔ行にΑり，年গ児Αりࢪプレパレーシϣンの【ߟ】 ASD 児において PSG のޭを高Ί，行
をスムーζにするՄ能ੑ͕ࣔࠦさΕた．

S1-C1
日本人中学生をରにした睡眠श׳と࣮行機能の関連の検౼
○桃田茉子 1），吉崎亜里香 2），永谷文代 2），毛利育子 1,2,3），西村倫子 4），谷池雅子 1,2,3）

1）大阪大学大学院連合小児発達学研究科，2）大阪大学大学院連合小児発達学研究科附属子Ͳの͜͜Ζの分子統御機構研究センター，
3）大阪大学大学院医学系研究科小児科，4）দ医科大学連合小児発達学研究科

Impaired executive function in junior high school students with abnormal sleep time

Mako	Momoda1），Arika	:oshi[aki2），Fumiyo	Nagatani2），Ikuko	Mohri1,2,3），Tomoko	Nishimura4），Masako	Taniike1,2,3）

【త】લ಄લൽ࣭͕ओとして࢘る࣮行機能（EF）睡眠ෆ足に੬ऑͰある͜と͕知らΕている．本研究Ͱ，中学
生の睡眠श׳と࣮行機能との関連を検౼した．【ํ法】全国 43 都ಓ県の中学生の子から weC ௐ査にてཆ育ऀ記
Ίた．有ޮ回ٻ行機能行ಈධ価ई（J-#3IEF）と中学生൛睡眠࣭ථ（JS2-JH）の回を࣮ࡌ 2,236 名，
ऴతに࠷ 1,919 名のデータを༻した．【݁果】総睡眠ؒ࣌（ST）ʽʵ2SD をؒ࣌睡眠（Short	ST）܈，ʾ2SD を
長ؒ࣌睡眠（-ong	ST）܈，ͦ ΕҎ֎をฏؒ࣌ۉ睡眠（Mean	ST）܈としてղੳしたと͜Ζ，Short	ST ，，シフト܈
EF 下Ґ߲の情ಈ੍御，։͕࢝有ҙにѱく，-ong	ST Ͱ理Ҏ֎の全ての߲͕有ҙにѱい݁果とͳͬた．さ܈
らに，-ong	ST ST	ଟいͳͲの回͕有ҙにଟかͬた．【݁】Short͕ࠁ楽しくͳい，͕ߍͰ学܈ ܈ EF に
͕ݟらΕた．-ong	ST Ͱ܈ Short	ST Αり܈ EF の͕大きい͜と͕֬ೝさΕた͕，͜Ε EF োにΑり
ෆదԠをҾき͜ىし，ͦのたΊ長ؒ࣌睡眠にͳͬているՄ能ੑ͕͑ߟらΕた．
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S1-C4
上ֺ֦大͕小児 OSA に有ޮと͑ߟらΕた 1 ྫ
○中島隆敏 1），佐藤広之進 2），中島奈津紀 1,3），菊地紗恵子 4），有馬菜千枝 5），佐藤慎之介 5），
中山明峰 5）

1）ͳか͡ま歯科クリニック，2）ന沢歯科クリニック，3）大阪大学工学部マテリアル科学，4）浦安ϒランデンタルクリニック，5）名古
屋市立大学附属病院睡眠医療センター

Rapid maxillary expansion might be complementary therapy for pediatric OSA

Takatoshi	Nakajima1），Hironoshin	Satoh2），Natsuki	Nakajima1,3），Saeko	,ikuchi4），Sachie	Arima5），Shinnosuke	Satoh5），
Meiho	Nakayama5）

【എܠ】ݱ在，小児 OSA の࣏療としてアデϊイド૿৩口֖ፏ౧ං大（adenotonsillar	hypertrophy：ATH）のଘ在͕
ೝΊらΕΕば，アデϊイド口֖ፏ౧ఠग़術（adenotonsillectomy：AT）͕第一બͰある͕，ֺإ໘ܗଶのҟৗ
ཁҼͰある͜と͕͑ߟらΕ，ۙ年，小児 OSA にରするิ࣏療として歯科ڲ正࣏療Ͱあるٸ上ֺ֦大術（rapid	
maYillary	eYpansion：3ME）の有ޮੑ͕報ࠂさΕている．【త】զ々ܰの OSA のある小児にରして歯科ڲ正
する．【ྫ】7ࠂしたのͰ報ݧ療にΑͬてվળしたྫを経࣏ உ児．5࠽ のओૌͰ名古屋市立ٵݺいͼきと無，࣌の࠽
大学睡眠センターड診．精査の݁果（AHIʹ7.4 回／h，口֖ፏ౧ං大 #rodsky	3 ）と臨床ঢ়からܰの OSA と
診அし，AT のඞཁੑをઆ明した͕，อऀޢの同ҙをಘらΕͣ，มԽをҙਂく経ա؍する͜ととした．6 ，࣌の࠽
歯ฒͼのෆ正をओૌにന沢歯科をड診し精査の݁果，上下ֺࡥڱを͏։ᄐと診அさΕ 3ME を༻いた歯科ڲ正࣏療
を։࢝したと͜Ζ OSA にͭいていͼきのܹݮͳͲվળ͕みらΕた．【ߟと݁】小児 OSA にରする 3ME
をؚΉ歯科ڲ正࣏療の有ޮੑまだ֬立さΕていͳい͕，͜のݪҼとして長とい͏Ҽ子͕加ΘるたΊධ価͕しい
͜と͕ڍげらΕる．しかし本ྫͰ֦大్中からいͼき͕ܹݮした͜とから 3ME ͕有ޮͰあͬたՄ能ੑ͕ࣔࠦ
さΕた．

S1-C3
小児にお͚る睡眠࣌リζムੑ뱌ے運ಈの発生༷式
○白石優季 1,2），橘　雅弥 3），Sheng-Yun Lu3），城田　愛 1,3），毛利育子 3），辻阪亮子 4），
谷池雅子 3），山城　隆 2），加藤隆史 1）

1）大阪大学大学院歯学研究科高次脳口腔機能学講座口腔生理学教室，2）大阪大学大学院歯学研究科口腔分Խ発育情報学講座ֺإ໘口腔
正学，3）大阪大学大学院連合小児発達学研究科子Ͳの͜͜Ζの分子統御機構研究センター，4）大阪大学大学院歯学研究科ֺ口腔機ڲ
能ݐ࠶学講座クラウンϒリッジิ௲学教室

Characteristics of rhythmic masticatory muscle activity during sleep in Japanese children

:uki	Shiraishi1,2），Masaya	TachiCana3），Sheng-:un	-u3），Ai	Shirota1,3），Ikuko	Mohri3），Akiko	Tsujisaka4），Masako	Taniike3），
Takashi	:amashiro2），Takafumi	,ato1）

【త】睡眠࣌ϒラキシζム小児Ͱස͕高く，加ྸにいݮগする．しかし，ͦの生理学తಛ明らかにͳͬ
ていͳい．本研究Ͱ，小児にお͚る睡眠࣌ϒラキシζム࣌のリζムੑ뱌׆ےಈ（3MMA）の発生する睡眠ஈ֊
֮੧・体ಈとの関を明らかにする͜とをతとした．【ํ法】6ᴷ15 に，1ऀݧの基ૅ疾患のͳい小児ඃࡀ のऴ
睡眠ϙリグラフ検査をࢪ行した．AASM ఆ法に基ͮき 3MMA をスコアし，3MMA indeYʾ4	3MMA）܈ 回／
hr）とରর3）܈MMA	indeYʻ2 回／hr）Ͱൺֱした．【݁果】3MMA	indeY ，3MMA Nʹ9，M：5，F：4，9.8）܈
ʶ2.6 Ͱ（ࡀ 5.9ʶ1.4 回／h，ରর܈（Nʹ7，M：3，F：4，10.6ʶ3.5 Ͱ（ࡀ 1.0ʶ0.6 回／h Ͱあͬた．3MMA とର܈
র܈Ͱ睡眠構ஙにࠩͳかͬた．྆܈とઙいϊンレム睡眠Ͱ 70ˋの 3MMA ͕発生し， 40ˋ͕第 2，3 睡眠प
期に発生していた．3MMA Ͱ܈ 3MMA の 50ˋ֮੧に， 74ˋの 3MMA ͕体ಈにਵして生͡た．【ߟ】
小児において 3MMA とࠩೝΊらΕͣ，3MMA܈の睡眠構ஙにରর܈ 発する睡眠ஈ֊睡眠प期人とྨ͕
していた．またࣅ 3MMA ֮੧体ಈをͬて発生していた．ޙࠓさらにྫを૿し，検౼を行͏༧ఆͰある．
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S1-C6
睡眠中にา行ঢ়をఄした睡眠࣌༡行の 16 உੑྫࡀ
○庄子泰代，香坂雅子，福田紀子，水井美樹，石金朋人
ಛఆ医療法人๎友会ੴ金病院

A 16-year-old somnambulistic boy who walked during sleep

:asuyo	Shouji，Masako	,ousaka，Noriko	Fukuda，Miki	Mi[ui，Tomohito	Ishikane

回，睡眠中にา行ঢ়をఄしたࠓ 16 をೝΊる．4～5する．発達োࠂしたのͰ報ݧஉੑྫを経ࡀ Αり，ब৸中ࠒࡀ
ಥવىき上͕る͜と͕Կかあͬた．次第にঢ়͕ස回とͳり，ۙ࠷，าきग़し։؟しているのͰ，をか͚る͕
会話立しͳい．ཌ日֬ೝすると，本人全く֮͑ていͳい．X 年 4 月ड診し，7 月睡眠ϙリグラフィをࢪ行した．
薬していͳい．1 エピソードͳかͬた͕，2 ，ೖ眠ޙ 1 Ͳ経աした΄ؒ࣌ Stage	4 Ͱಥવىき上͕り，
大きく明ྎͳ発ޠのあとาきग़すとい͏エピソード͕ग़ݱした．脳波所ݟとして，体ಈととに δόースト͕ग़ݱ
していた．ىき上͕りपғをݟ回しͳ͕ら，「あー！ͬڱ！ͬڱ」と大をあげる͕，͜の࣌の脳波લ಄ۃ部にの
み δ׆ಈをೝΊた．まͳく δ׆ಈফࣦし，10ᴷ13	H[ の׆ಈ͕ओ体とͳͬていた．ͦのޙ体を༳らしͳ͕らベッ
ドから߱りてาきग़す͕，ͦ の際 EMG のࠞೖととに同༷の׆ಈ͕中৺Ͱあͬた．͜のଞにエピソード͕あり，
脳波所ݟと合Θͤて検౼したい．ͳお，発表にたͬて，ྙ理委員会のྃঝをಘ，本人から文ॻにΑる同ҙをಘ
た．

S1-C5
ڻにྨࣅした発࡞ީをఄしたલ಄༿てんかんの 1 ྫ
○板橋　泉 1），神　一敬 2），植松　貢 3），浅黄　優 1），三木　俊 1），中里信和 1,2）

1）東北大学病院生理検査センター，2）東北大学大学院医学系研究科てんかん学分野，3）東北大学病院小児科

A patient with frontal lobe epilepsy having seizure semiology similar to sleep terrors

I[umi	ItaCashi1），,a[utaka	Jin2），Mitsugu	6ematsu3），Suguru	Asagi1），Takashi	Miki1），NoCuka[u	Nakasato1,2）

【എܠ】લ಄༿てんかん（F-E）発͕࡞ؒ睡眠中にଟく，発࣌࡞にみらΕる運ಈঢ়͕ଟ࠼ͳのͰ，睡眠࣌ਵ
とのؑผ͕とͳる．脳波ը૾検査Ͱҟৗ͕みͭからͣ，診அにྀۤする͜とଟい．ࠓ回，てんかんϞニタ
リングユニットͰڻにྨࣅした発࡞ީをఄしたF-Eの1ྫを経ݧしたのͰ報ࠂする．【ྫ】6ঁࡀ児．45ࡀϲ
月ࠒから「きΌー」とڣͼをあげ͑کるΑ͏ͳ発͕࡞ग़ݱした．1 回の発࡞ 10 ඵҐの࣋ଓͰあͬた͕，一൩に
回܁りฦし，薬ࡎੑ߅に経աした．ビデオ脳波ϞニタリングͰ，発࣌ܽؒ࡞にࠨલ಄部Ӷ波をೝΊ，ීஈの発
Ͱあͬた．಄部࢝ىલ಄部ࠨ記録さΕ，脳波มԽ͕࡞ M3I 上，ࠨલ಄༿内ଆൽ࣭͕厚く，T2 ௐ・F-AI3ڧ ը૾
Ͱ高信߸Ͱあͬた．FDG-PET Ͱ同部Ґのँ下をٙΘΕ，発࣌࡞ SPE$T Ͱ病มに一கした݂ྲྀ上ঢをೝ
Ίた．Ҏ上Αりࠨલ಄༿てんかんの診அにࢸり，病আ術͕ࢪ行さΕ，発࡞ফࣦした．আ病มの病理診அ限ہ
ੑൽ࣭ҟܗタイプ IIC Ͱあͬた．【݁】F-E と睡眠࣌ਵのؑผにおいて，発࡞ީのৗ同ੑ，一൩にෳ回
の܈発 F-E をࣔࠦする所ݟとしてॏཁͰある．
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S2-D1（Tech’s Corner）
௵ᙾੑ大Ԍ͕ $PAP タイトレーシϣンをࠔにした一ྫ
○丸本圭一 1），谷口浩一郎 2），奥谷一真 1），紀戸恵介 1），立花直子 2）

1）関西電力病院臨床検査部，2）関西電力病院睡眠関連疾患センター

Why was CPAP titration difficult in a patient with ulcerative colitis?

,eiichi	Marumoto1），,oh-Ichirou	Taniguchi2），,a[uma	Okutani1），,eisuke	,ido1），Naoko	TachiCana2）

【ྫ】60 45【病ྺݱ】৺ෆ全，௵ᙾੑ大Ԍੑ݂ͬ͏【ԟྺط】உੑࡀ からいͼき，50ࠒࡀ ݺΑり無࠺からࠒࡀ
ఠさΕ，55ࢦをٵ ऴパルスオキシメトリにてॏ【経աޙड診】．ݱ眠り͕ग़ډ，ؾ中に眠ࣄ中ܜٳからࠒࡀ
の SAS ͕ٙΘΕたたΊ，ৗࢹ࣌下 PSG を Split	night	study にて࣮ࢪした．【PSG】લ診அతͰ PSG ．ࢪ࣮
AHI  121／h，ฏࢎۉૉ和 78ˋͰดੑ࠹のٵݺイベント͕中৺Ͱあり，中ੑ無ٵݺチェーン・ストークス
のޙ．ೝΊͳかͬたٵݺ $PAP タイトレーシϣンにて AHI  11.8／h Ͱดੑ࠹のٵݺイベントを大෯にݮらした
͕，ฏࢎۉૉ和 81ˋといままͰあͬた．【ڳෲ部 $T 所ݟ】ӈഏ͕大にΑりѹഉさΕている．【ٵݺ機能
検査】ˋ7$	47.2ˋ，FE71ˋ	85.6ˋ（߆ଋੑؾোのٙい）【ߟ】$PAP ಋೖにΑりดੑ࠹無ٵݺվળした͕，
上ؾಓด࠹をղআしてࢎૉ和のベースվળしͳかͬた．௵ᙾੑ大Ԍに͏無機能Խしたڊ大݁のたΊに
ӈഏ͕ѹഉさΕ݁果తに߆ଋੑؾো͕生͡ていたと͑ߟらΕた．ࠓ回 $PAP タイトレーシϣン͕ࠔͰあͬた
ྫとして報ࠂする．

S1-C7
睡眠中にखͰ಄إをୟく 6 ݟྫのऴ睡眠ϙリグラフ所ࡀ
○加藤久美 1），神山　潤 2）

1）ಛఆ医療法人愛ਔ会太田睡眠科学センター，2）東京ベイ・浦安市川医療センター

Polysomnographic analysis of a 6-year-old boy with hitting himself on the head and face by his hands during sleep

,umi	,ato-Nishimura1），Jun	,ohyama2）

【ྫ】6 ޙ生【病ྺݱ】．உ児ࡀ 6 ϲ月࣌Αり睡眠中に಄をखͰୟく行ಈ͕ຖ日ग़ݱするΑ͏にͳͬた．ى床ޙ日
中に生͡ていた࣌期͕あͬた．թҐͰೖ眠直ޙに， 1 ඵִؒͰ಄إをखͰୟく．อޢを࡞した͕͕ͬݏて
かͿる͜と͕Ͱきͣ，クロφθパムをॲํさΕたののվળしͳかͬたたΊड診した．発達のΕͳい͕，ҙܽ
ଟಈٙいにて児ಐ精神科Ͱ経ա؍をड͚ている．【Ոྺ】に睡眠関連৯行ಈҟৗ．【݁果】センαーண
を͕ͬݏたたΊऴ睡眠ϙリグラフौした．15 回，0.2ᴷ11 分のखͰ಄إをୟく行ಈ͕ग़ݱし，͏ ち 13 回「
だ」「いたい」ͳͲの発ޠをͬた．6 回ઙいϊンレム睡眠，6 回ঃ波睡眠，3 回レム睡眠から行ಈ͕ग़ݱ，行
ಈޙに֮੧したの 2 回Ͱあͬた．また，3EM	without	atonia Θͣかに؍さΕた．【経ա】ৄࡉͳ診ͳらͼに
行ಈ؍Αりࣗดスϖクトラムと診அ，ୟく行ಈͦΕに͏ࣗই行ҝと࣏͑ߟ療తにてリスϖリドンを։࢝，
行ಈ΄とんͲফࣦしている．【ߟ】睡眠関連ಈੑ運ಈҟৗとしてయܕతͰͳいと͑ߟる．診அにͭいて
ҙݟをいたい．
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S2-D3
ৗ༻ྔのࢎリチウム͕༠発したՄ能ੑのある中ੑ無ٵݺの 1 ྫ
○神田優太 1），五十嵐俊 2），高江洲義和 1），中島　亨 3）

1）ҍྛ大学医学部精神神経科学教室，2）ۨ木野病院，3）ҍྛ大学อ健学部臨床৺理学科

A case report：central sleep apnea syndrome possibly induced by clinical dose of lithium carbonate

:uuta	,anda1），Shun	Igarashi2），:oshika[u	Takaesu1），Toru	Nakajima3）

72 ࢎの加療中Ͱ，োੑۃԟͳい．本発表にͭいて口಄にて同ҙをಘた．双طஉੑ．ಛに明らかͳ৺疾患のࡀ
リチウム 400	mg ༦ํ 1 回を薬さΕていた．ଞの 3 をٙΘΕ，ऴ܈ީٵݺ無࣌ேに薬さΕていた．睡眠ࡎ
睡眠ϙリグラフ検査を行ͬた݁果，無ٵݺࢦٵݺ ૉ和ࢎ݂中࠷，20.0 84ˋの，中ੑをؚみ，一部にप
期ੑٵݺを͏睡眠࣌無ٵݺީ͕܈ೝΊらΕた．睡眠࣌無ٵݺ睡眠のલにのみೝΊらΕ，体ҐのมԽととに
ಥવにݟらΕͳくͳͬた．ࢎリチウムにΑる৺機能のӨڹとして，ෆ຺，ঃ຺，݂ѹ下，ුजͳͲ͕知らΕ
る．本ྫͰ，຺ഥにͭいて経ܭ࣌ଌ͕ͳさΕており，֮੧࣌に 33 ִ͕ؒ 750ᴷ800	msec ఔͰあͬた͕，中
ੑ無ٵݺप期ੑ࠷͕ٵݺ立ͭ࣌期に 950ᴷ1000	msecr ఔにԆ長していた．݂ѹおΑͼ水分ஷཹにͭいての
リチウࢎらΕͳくͳる͜とݟ͕ٵݺత情報ಘらΕͳかͬた．体ҐのมԽ͕あるとい͑，ಥに中ੑ無࣌ܧ
ムをؚΉԿらかの薬͕無ٵݺを༠発しているՄ能ੑఆさΕ，͜のྫにお͚る中ੑ無ٵݺࢎリチウム
薬にΑる一աੑの৺機能下ͳͲ͕ӨڹしているՄ能ੑࣔࠦさΕた．

S2-D2（Tech’s Corner）
$PAP	titration 検査中にてんかん発࡞波͕ग़ݱした一ྫ
○赤堀真富果，若井正一，山﨑舞美，芝田すみれ
中東遠総合医療センター睡眠医療センター

A patient with temporal epilepsy showing possible electroencephalographic seizure during attended PSG for CPAP titration

Madoka	Akahori，Masaka[u	8akai，Maimi	:ama[aki，Sumire	ShiCata

【ྫ】67 உੑ．X-2࠽ 年，ਂ睡眠中に大をग़し，྆上ࢶを۶ڧさͤてᙲᏀしていると͜Ζをྡに৸ていた͕࠺
ܸし，ٸٹൖૹ．てんかん発࡞をٙいࢪ行したルーチン脳波Ͱҟৗ波͕ଊ͑らΕͣ，いͼき，無ٵݺのࢦఠあͬ
たたΊ 10ᴷ20 脳波 full チャンネルにて PSG をࢪ行．
【݁果おΑͼ経ա】AHI	38.3 回／h，3ˋ ODI	15.0 回／h，-owest	SpO2	83ˋ．脳波Ͱ F8，T4 に܁りฦし sharp	
waWe ͕ग़ݱ．ଆ಄༿てんかんٴͼॏのดੑ࠹睡眠࣌無ٵݺީ܈と診அさΕ，薬࣏療（テグレトール �）と同
に࣌ $PAP ಋೖとͳͬた͕ෆշڧ͕ײく 1 ϲ月Ͱ中ࢭとͳり，薬࣏療のみܧଓとͳͬた．ͦのޙ 2 年を経աした
と͜ΖͰ薬をࣗݾ中அした͜とにΑり発࠶͕࡞発．ٸٹൖૹさΕた際に $PAP ։し，PSG࠶療を࣏ にて $PAP	titra-
tion をࢪ行．睡眠技؍࢜中に࣋ଓؒ࣌ 1～2 分の θ波܈発͕ 2 回ೝΊらΕ，ͦΕにଓき 10 分ఔの࣋ଓతͳ SpO2
の下͕あͬた͕，ビデオ上Ͱ発࡞関連の行ಈೝΊらΕͣ，ಛผにհೖ行Θͳかͬた．PSG 検査中の安全
理の໘から titration 検査中の͜のΑ͏ͳ場合ͲのΑ͏にରॲすきかの検౼をおئいしたい．
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S2-D5
体ॏ͕ྔݮ有ޮͰあͬたංຬؾީ2・܈ 病のܕ 1 ྫ
○大西徳信，先崎　香
天理市立メディカルセンター

A patient with obesity-hypoventilation syndrome and type 2 diabetes that improved by weight loss treatment

:oshinoiCu	Ohnishi，,aoru	Sen[aki

【ྫ】35 2【ԟྺط】　ٵݺஉੑ　【ओૌ】イビキと睡眠中の無ࡀ ҟৗͰۙ医௨院中．【病࣭ࢷ，病，高݂ѹܕ
ྺ】EDS とՈ人にイビキと睡眠中の無ٵݺをࢦఠ，PSG తͰ科հ，2011 年 4 月ೖ院．【体所ݟ】170	cm，
136	kg，#MI	47	kg／m2　【検査所ݟ】PSG	AHI	118.4／h. ಈ຺݂ガス分ੳ PaO2	74.7	torr	Pa$O2	46.3torr	PH	7.41　【経
ա】上記からංຬؾީ܈と診அ，$PAP 療法ಋೖ．$PAP のアドώアランス良．一ํ 2 病にܕ 40 ୯
Ґ／日のインスリンࣗݾࣹ療法中，݂コントロール HCA1c	8ˋҎ上とෆ良．ͦのたΊ体ॏྔݮతͰ同年 11
月に 20 日ؒೖ院．ೖ院中リラグルチドをซ༻，৯ࣄ・運ಈ療法Ͱ 132	kg から 123	kg にྔݮ，݂コントロー
ルվળし，インスリンঃ々にྔݮし中ࢭ．ͦのޙメトフォルミンを加． 7 年ؒͰ 83	kg まͰ体ॏྔݮ．
$PAP（ʵ）の 2 ൩のؒパルスオキシメトリー検査 3ˋ ODI	6.2／h と 7.6／h とஶ明ͳվળをೝΊた．【まとΊ】2
にྔݮԽした．体ॏ͕ܰোٵݺにޭ，睡眠ྔݮͰ，体ॏ܈ީؾ病を͏ංຬܕ G-P-1 製ࡎ，ビグ
アφイド製د͕ࡎ༩したと͑ߟる．

S2-D4
৸ฦりに͏ܹٸͳ৺ഥมԽをࣔした 1 ྫ
○神田優太 1），今村弥生 1），五十嵐俊 2），高江洲義和 1），中島　亨 3）

1）ҍྛ大学医学部精神神経科学教室，2）ۨ木野病院，3）ҍྛ大学อ健学部臨床৺理学科

A case report: transient tachycardia induced by change of body position

:uuta	,anda1），:ayoi	Imamura1），Shun	Igarashi2），:oshika[u	Takaesu1），Toru	Nakajima3）

19 உੑ．長ࡀ 166.5	cm，体ॏ 54.4	,g．本報ࠂにͭいて口಄にて同ҙをಘている．͜ΕまͰ明らかͳ疾患のطԟ
ͳい͕，元དྷܹしい運ಈͳͲをするとಈ͚ͳくͳる͜と͕ଟい，とい͏．ݪҼෆ明のଟ݂（赤݂ٿ：600 ສ／µl ）
のؑผతに睡眠࣌無ٵݺをٙΘΕ，精査తに科をհड診しऴ睡眠ϙリグラフ検査をࢪ行した．明らかͳ無
ૉ和͕ࢎの࣌ͳͲೝΊらΕͳかͬた͕，֮੧ٵݺ 96ʵ97ˋとͰある΄か，৸ฦりを͏ͭと৸ฦりの
直ޙに৺ഥ͕ 60／分から 120／分にܹٸに૿加し，1ʵ2 分࣋ଓしたޙに࠶ܹٸに 60／分にる，とい͏ݱ͕৸ฦ
りをଧͭたͼにೝΊらΕた．৺疾患の෬在ٙΘΕݱ在精査中Ͱある．同༷の所ݟଞのྫͰ࣌にೝΊらΕる
のの，PSG ಡの上ͰアーチフΝクトに͑ݟ，৺ഥのαマリーにөさΕͳい場合ある．発表日に同
༷の所ݟ͕ݟらΕるྫと，Մ能ͰあΕば෬在する疾患にͭいて検౼を加͑たい．
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S2-E1
ए年人のऴϙリグラフ記録にお͚る第一ޮ果
○城田　愛 1,2），後野光覚 2），上村真代 2），原木真吾 3），辻阪亮子 3），谷池雅子 1,4），加藤隆史 1,2,4）

1）大阪大学大学院連合小児発達学研究科子Ͳの͜͜Ζの分子統御機構研究センター，2）大阪大学大学院歯学研究科高次脳口腔機能学
講座口腔生理学教室，3）大阪大学大学院歯学研究科ֺ口腔機能ݐ࠶学講座クラウンϒリッジิ௲学教室，4）大阪大学医学部附属病院睡
眠医療センター

The first-night effects of normative polysomnographic data in Japanese young healthy adults

Ai	Shirota1,2），Teruaki	Nochino2），Mayo	,amimura2），Shingo	Haraki3），Akiko	Tsujisaka3），Masako	Taniike1,4），Takafumi	,ato1,2,4）

睡眠のҟৗ病తঢ়ଶを研究する上Ͱ，健ৗ人の睡眠構ஙのデータॏཁͰある͕，本Ͱ健ৗͳए年人をର
としたデータଟくͳい．本研究Ͱ，ए年人の睡眠構ஙと睡眠࣮ݧ室にお͚る第一ޮ果をௐる͜とをత
とした．【ํ法】78 名のඃݧ （ऀM：39 名；F：39 名；20ᴷ29 年ྸۉฏ；ࡀ 23.6ʶ1.7 ，kg／m2）に	MI：20.7ʶ1.7#；ࡀ
ऴ睡眠ϙリグラフ記録を二連ଓࢪ行した．【݁果】睡眠ޮ第一（92.3ʶ7.3ˋ）Ͱ第二（95.3ʶ5.0ˋ）
にൺく（pʻ.01），中్֮੧͕ଟかͬた．3EM જ࣌第一Ͱ有ҙに長く（115.3ʶ55.2 分	ର 92.8ʶ44.5 分，pʻ.01），
3EM ग़ؒ࣌ݱとग़ݱ第二Ͱ有ҙにଟかͬた．睡眠प期の࣋ଓؒ࣌をൺֱした݁果，第一（136.7ʶ52.7 分）
Ͱ第二（113.2ʶ45.5 分）Αり，第一睡眠प期͕有ҙに長くͳͬた（pʻ.01）．睡眠มに有ҙ͕ࠩೝΊらΕた
の第二睡眠प期まͰだͬた．【ߟ】健ৗͳए年人にみらΕる第一ޮ果，睡眠લの睡眠มのࠩにΑͬて
生͡ていると͑ߟらΕる．

S2-D6
新生児 PSG 検査のٵݺイベントをͲ͏ಡΉか？ᴷಡにྀۤしたྫᴷ
○高谷恒範 1），山内基雄 2），藤田幸男 2），室　繁郎 2），西久保敏也 3），山崎正晴 1）

1）奈良県立医科大学附属病院中ԝ臨床検査部，2）奈良県立医科大学内科学第二講座，3）奈良県立医科大学附属病院総合प࢈期子医療
センター新生児小児集中࣏療部門

How should sleep disordered breathing of neonatal PSG be scored? －case report of a neonate with repetitive sleep apnea－

Tsunenori	Takatani1），Motoo	:amauchi2），:ukio	Fujita2），Shigeo	Muro2），Toshiya	NishikuCo3），Masaharu	:ama[aki1）

【త】新生児のप期ੑ無ٵݺΑく؍さΕる͕無ٵݺ発؍͕࡞さΕる͜とগͳい．ૣ࢈児の無ٵݺ発࡞一
般に「20 ඵҎ上࣋ଓするࢭఀٵݺ」また「20 ඵະຬのࢭఀٵݺͰঃ຺またチアϊーθをとͳ͏の」とさ
Εる．ࠓ回，Ԇੑに無ٵݺ発͕࣋࡞ଓしたとࢥΘΕるྫにରしてऴϙリグラフ（PSG）検査をࢪ行したのͰ，
ͦの有༻ੑ՝にͭいて報ࠂする．【ྫ】ૣ࢈児（在 31 ि 1 日）ۃग़生体ॏ児（1456	g）ځٵݺഭީ܈
の新生児Ͱある．無ٵݺ発͕ٙ࡞ΘΕたҝ，؆қ PSG，PSG 検査をࢪ行した．
【݁果】PSG 検査，AHI	35.6 Ͱ，ޙࢭఀٵݺに৺ഥ下をࣔすಛతͳパターン͕؍さΕた．無ٵݺの΄とん
Ͳ͕प期ੑ無ٵݺͰ無ٵݺ発࡞の基準をຬたさͳかͬた．【ߟ】ݱ在，新生児のٵݺルール，I$SD3 において，
ೕ児おΑͼະख़児のݪ発ੑ中ੑ睡眠࣌無ٵݺにͭいての記ࡌある͕ดܕ࠹無ٵݺスコアリングの記͕ࡌ無くఆ
にྀۤする．࢈ૣ，ޙࠓ・ग़生体ॏ児ྫの無ٵݺ発࡞のසだ͚Ͱͳく，ดੑ࠹・中ੑ無ٵݺのؑผඞਢͰ
ある．また，༷ٵݺ式発達の༧ޙを検౼していくඞཁ͕あると͑ߟらΕた．
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S2-E3
$PAP ユーザーの 3 年ޙおΑͼ 10 年ޙの体ॏมԽとͦΕに関連するҼ子
○京谷京子，向井美沙子，山内美緒，加藤瑞紀
京谷クリニック

Weight gain and loss of CPAP users after 3 or 10 years and the related factors

,yoko	,yotani，Misako	Mukai，Mio	:amauchi，Mi[uki	,atou

ดੑ࠹睡眠࣌無ٵݺީ܈の࣏療において，体ॏ理ॏཁͰある．զ々のࢪઃͰຖ月のड診࣌に $PAP ユーザー
の体ॏଌఆを行ͬてきている͕，$PAP を։࢝して 3 年ޙと 10 年ޙの体ॏมԽとͦΕに関連するҼ子を検౼した．
$PAP を 10 年Ҏ上ܧଓ༻しているஉੑユーザー 212 名の͏ち，データෆ備のͳい 192 名をղੳରとした．3 年
とޙ 10 年ޙの #MI มԽをൺֱしたと͜Ζ，10ˋҎ上の૿ྔͦΕͧΕ 8 名と 16 名，10ˋҎ上のྔݮͦΕͧΕ 12
名と 20 名Ͱあͬた．3 年ޙの૿ྔ܈ 8 名の͏ち 2 名，܈ྔݮ 12 名の͏ち 7 名͕，ͦΕͧΕ 10 年ޙの૿ྔྔݮ，܈
在のݱ，の年ྸ，#MI，AHI࣌࢝とͰ，։܈ྔݮと܈ྔ૿．にؚまΕていた܈ $PAP アドώアランスの 4 ͭのҼ子
に͕ࠩあるかにͭいて検౼したと͜Ζ，3 年ޙと 10 年ޙͰいͣΕ܈ྔݮのํ͕։࣌࢝の AHI ͕高い（pʻ0.05），
10 年ޙͰ܈ྔݮのํ͕։࣌࢝の年ྸ͕高い（pʻ0.001）とい͏݁果͕ग़た．։࣌࢝の #MI，$PAP アドώアランス，
3 年ޙ 10 年ޙ૿ྔ܈と܈ྔݮとͰ有ҙ͕ࠩみらΕͳかͬた．体ॏのมಈに睡眠ٵݺোҎ֎の疾患薬の
．をお͜ͳͬたߟͳͲଟのҼ子͕からんͰくるのͰ，ͦのؚΊて༺

S2-E2
ಈੑ뱌׆ےಈ発ݱલޙのࢎૉおΑͼ二ࢎԽૉのมಈ
○鈴木善貴 1,2,3），加藤隆史 4），大倉一夫 1），安陪　晋 5），ジル ラヴィーン 2,3,6）

1）徳島大学大学院医歯薬学研究部ֺ機能ᄐ合ݐ࠶学分野，2）Ϟントリオール大学歯学部，3）Ϟントリオールαクリカ病院睡眠医療ઌਐ
研究所，4）大阪大学大学院歯学研究科口腔生理学教室，5）徳島大学大学院医歯薬学研究部総合診療歯科学分野，6）Ϟントリオール大学
病院口腔科学部

Fluctuation of O2 and CO2 around rhythmic maticatory muscle activity onset

:oshitaka	Su[uki1,2,3），Takafumi	,ato4），,a[uo	Okura1），Susumu	ACe5），-aWigne	Gilles2,3,6）

睡眠࣌ϒラキシζムのࢦඪͰあるಈੑ뱌׆ےಈ（3MMA）発ݱલにࢎૉঢ়ଶ͕ೝΊらΕる͕，二ࢎԽૉ
૬してมಈしているのか検౼する͜とをతとした．$H6M	Hotel	Dieu のデータベースΑり鼻カニϡーレを༻
いた二ࢎԽૉೱ（Et$O2）ଌఆをؚΉϙリソムϊグラフଌఆを行ͬた 12 名（உੑ 7 名，ঁ ੑ 5 名，ฏۉ年ྸ 43 （ࡀ
の患ऀデータをநग़し，3MMA લޙの経ൽಈ຺݂ࢎૉ和ೱ（SpO2）と Et$O2 のมԽをղੳした．統ܭॲ理に
 MiYed	models	 for	repeated	measure おΑͼ Dunnett	test を༻いた．ͳお，ઌ行研究Αり Et$O2 にରし SpO2 の
Ԡ͕ 17 ඵԆしている͜とから࣌系ྻをิ正した．݁果，3MMA ฏۉ 5 回／h ೝΊらΕた．3MMA4～6 ඵલ
にऑいࢎૉঢ়ଶ（ʵ0.6ˋ；┴ʻ0.05）͕ ೝΊらΕたのの，Et$O2 ベースラインとの有ҙ͕ࠩೝΊらΕͳかͬた．
一ํ，3MMA 発ޙݱऑい SpO2 の上ঢ（ʴ0.6～ʴ0.9ˋ；┴ʻ0.05）と Et$O2 の下߱（ʵ1.5～ʵ1.7	mmHg；┴ʻ0.05）
͕ೝΊらΕた．͜Εらのݱ 70ˋҎ上の 3MMA イベントにೝΊらΕた．͜の͜とからࢎૉঢ়ଶ͕ 3MMA を༠
発しているՄ能ੑ͕ある͜と͕ࣔࠦさΕた．
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S2-E5
$atathrenia と？ᴷऴ睡眠ϙリグラフ検査から୳るؑผと病ଶ生理ᴷ
○村木久恵，大倉睦美，谷口充孝，大井元晴
大阪回生病院睡眠医療センター

What is catathrenia? ─ the analysis of polysomnography data to clarify the pathophysiology

Hisae	Muraki，Mutsumi	Okura，Mitsutaka	Taniguchi，Motoharu	Ohi

【͡Ίに】睡眠中の͏ͳりをओૌとする sleep	related	groaning（$atathrenia） I$SD-2 Ͱパラソムニアに分ྨ，
I$SD-3 Ͱ睡眠ٵݺোの߲に正ৗൣғのݱとして記ࡌさΕ，ͦの病ଶ生理病తҙٛ明֬Ͱͳい．
$atathrenia ྫの PSG にͭいてৄࡉ検౼を行ͬた．
【ର】1998 年 4 月から 2014 年 10 月にࢪઃをड診した 23,052 名の͏ち PSG にてؒ睡眠中の͏ͳり͕֬ೝさΕ
た 33 ྫ（உੑ 17 名，ঁੑ 16 名，40ʶ14.8 ．（ࡀ
【݁果】͏ͳりの総 5149 回Ͱ，7 ྫレム睡眠に集（3EM	cluster	group），26 ྫ睡眠ステージに関Θらͣ
ग़ݱ（sleep	stage	independent	group）．྆܈の年ྸ，ੑผ，AHI Ͱ有ҙࠩをೝΊた．
ͳりをೝΊた睡眠ステージから͏【ߟ】 2 ͭのグループに分ྨ．レム睡眠とϊンレム睡眠においてٵݺௐ機能͕
ҟͳる͜と͕知らΕており，͏ͳりの発生機ং͕ҟͳるՄ能ੑ，3EM	cluster ͕কདྷతに sleep	stage	 independent	
group Ҡ行するՄ能ੑを念಄におき，病ଶ生理のղ明に͚さらͳるデータのੵと長期の経ա͕؍ॏཁͰある．

S2-E4
無ٵݺࢦٵݺดੑ࠹睡眠࣌無ٵݺީ܈にお͚るঃ波睡眠のׂ合をөするのか？
○小山真輝 1,2），足立浩祥 1,3,4），眞下　緑 3,4），北　瑞紀 2），山内美緒 2），藤原彩加 3），向井美沙子 2,3），
杉田義郎 5），間宮由真 4,6），壁下康信 7），重土好古 4），京谷京子 2），池田　学 3,4），工藤　喬 1,4）

1）大阪大学医学部医学系研究科精神健康医学，2）京谷クリニック，3）大阪大学医学部附属病院睡眠医療センター，4）大阪大学医学部
附属病院精神神経科，5）学ߍ法人関西学院อ健ؗ，6）地ํ独立行政法人大阪立病院機構大阪精神医療センター，7）医療法人河࡚会水
ؒ病院

Relationship between apnea hypopnea index and percentage of slow wave sleep in obstructive sleep apnea syndrome

Masaki	,oyama1,2），Hiroyoshi	Adachi1,3,4），Midori	Mashita3,4），Mi[uki	,ita2），Mio	:amauchi2），Ayaka	Fujiwara3），Misako	Mukai2,3），
:oshiro	Sugita5），:oshimasa	Mamiya4,6），:asunoCu	,aCeshita7），:oshihisa		Shigedo4），,yoko	,yotani2），ManaCu	Ikeda3,4），
Takashi	,udo1,4）

【త】ดੑ࠹睡眠࣌無ٵݺީ܈（OSAS）において無ٵݺࢦٵݺ（AHI）とঃ波睡眠のׂ合（ˋS8S）の関
S8Sˋ， にӨڹを༩͑るҼ子を検౼した．
【ํ法】ऴ睡眠ϙリグラフ検査をࢪ行した OSAS 患ऀ 637 名をղੳରとした．AHI とˋS8S の૬関 Spearman
の順Ґ૬関，ˋS8S にӨڹするҼ子ॏ回ؼ分ੳを༻い検౼した．【݁果】Spearman の順Ґ૬関Ͱ，ॏ
OSAS Ͱ܈ AHI とˋS8S に有ҙͳෛの૬関をೝΊた（rʹʵ0.309，pʻ0.001）．しかし，ܰから中܈Ͱ
AHI とˋS8S に有ҙͳ૬関をೝΊͳかͬた（rʹʵ0.043，pʹ0.389）．ॏ回ؼ分ੳͰ年ྸ，#ody	Mass	IndeY（#MI），
֮੧Ԡࢦ（ArI）͕ˋS8S に有ҙͳ関連をೝΊた．（βʹʵ0.300，pʻ0.001；βʹʵ0.116，pʹ0.037；βʹʵ0.216，
pʻ0.001）．【݁】ܰから中܈の OSAS ͰˋS8S と AHI に有ҙͳ૬関をೝΊͣ，ˋS8S と有ҙͳ関連
をみとΊたҼ子年ྸ，#MI，ArI Ͱあͬた．
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S2-F1
ಛ発ੑ全般てんかんとଆ಄༿てんかんにお͚る睡眠ののҧいᴷ࣭紙を༻いた研究ᴷ
○原　瑞季 1,2），神　一敬 1），上利　大 1），柿坂庸介 1），三木　俊 2），中里信和 1,2）

1）東北大学大学院医学系研究科てんかん学分野，2）東北大学病院生理検査センター

Difference in sleep problems between idiopathic generalized epilepsy and temporal lobe epilepsy：a questionnaire-based study

Mi[uki	Hara1,2），,a[utaka	;in1），Dai	Agari1），:ousuke	,akisaka1），Takashi	Miki2），NoCuka[u	Nakasato1,2）

【త】てんかん患ऀෆ眠日中の眠ؾといͬた睡眠のを有する͜と͕ଟい͕，てんかん病ܕにΑるҧいे
分明らかにさΕていͳい．本研究のత，ಛ発ੑ全般てんかん（IGE）とଆ಄༿てんかん（T-E）のҧいを࣭紙
にΑͬて明らかにする͜とͰある．【ํ法】ର，院てんかんϞニタリングユニットにお͚るแׅత精査Ͱ֬ఆ
診அにͬࢸた IGE	29 ྫ（உੑ 13 人，14ᴷ43 46	T-E，（ࡀ ྫ（உੑ 28 人，14ᴷ67 ඇてんかん，（ࡀ 39 ྫ（உੑ 17 人，
15-74 ༺ई（JESS）をؾͰある．ピッツόーグ睡眠࣭ථ（PS2I-J）を༻いて֤छ睡眠の，エプワース眠（ࡀ
いて日中の眠ؾ，ேܕᴷ࣭ܕ紙（ME2）を༻いてクロϊタイプをධ価し，֤ؒ܈Ͱൺֱした．【݁果】JESS 
IGE Ͱ（11.0ʶ4.9）܈ T-E とൺスコア͕高く，ME2（7.9ʶ4.6）܈ඇてんかん（9.3ʶ5.3）܈  IGE 45.6ʶ）܈
10.0）Ͱ T-E とൺスコア͕かͬた．PS2I-J（51.0ʶ9.2）܈ඇてんかん（51.3ʶ8.4）܈ ֤ؒ܈Ͱ有ҙ͕ࠩͳかͬ
た．【݁】IGE  T-E Αり日中の眠ڧ͕ؾく，クロϊタイプܕをఄする͜と͕ଟい．IGE の診療に際して
ཹҙするඞཁ͕ある．

S2-E6
ऴ睡眠ϙリグラフ検査を࣮ࢪした健康ए年人にお͚る Apnea-Hypopnea	indeY
○大倉睦美 1,2），野々上茂 3,4），上村真代 1），辻阪亮子 1,5），谷池雅子 3,6），加藤隆史 1,3）

1）大阪大学大学院歯学研究科口腔生理学教室，2）大阪回生病院睡眠医療センター，3）大阪大学医学部附属病院睡眠医療センター，
4）大阪大学大学院医学系研究科精神医学教室，5）大阪大学大学院歯学研究科ֺ口腔機能ݐ࠶学講座クラウンϒリッジิ௲学分野，6）大
阪大学連合小児発達学研究科

Polysomnographic analysis of airflow limitations, hypopnea and apnea in 83 young lean Japanese adults without clinical 
complaints of sleep apnea

Mutsumi	Okura1,2），Shigeru	Nonoue3,4），Mayo	,amimura1），Akiko	Tsujisaka1,5），Masako	Taniike3,6），Takafumi	,ato1,3）

【త】ดੑ࠹睡眠࣌無ٵݺの発աఔ・病ଶの理ղに，ए年健康人にお͚るٵݺイベントの発生༷ଶを知る͜と
ॏཁͰある．ऴ睡眠ϙリグラフ検査（PSG）にΑるए年ඃऀݧのデータをऩ集しղੳを行ͬた．【ํ法】83 人の
健康ͳඃऀݧ（உ 45 名，ঁ 38 名，ฏۉ年ྸ：24.4 ۉฏ，ࡀ #MI：20.8	kg／m2）をରとし PSG のデータを AASM	
7er	2.3 に準ڌし睡眠มをࢉग़．$hicago	criteria（$hicago），AASM	7er	2.3	recommend（7er	2.3	3ec），AASM	
2007	alternatiWe（2007	Alt），AASM	2007	recommend（20073ec）の 4 छの基準を༻いてఆ，AHI をࢉग़．【݁果】
AHI ，$hicago（中ԝ：4.2 回／h），7er	2.3	3ec（2.3 回／h），2007	Alt（1.8 回／h），2007	3ec（0.8 回／h）Ͱ，基
準にΑりࠩをೝΊた．また，AHIʼ5 回／h のׂ合，ఆํ法にΑり大きͳࠩをೝΊ，࠷大 42.2ˋ（$hicago），࠷
2.6ˋ（2007	3ec）Ͱあͬた．【ߟ】ए年人ඃऀݧにおいて，AHIʼ5 回／h のසのࢉग़にఆ基準͕大きくӨ
イベントを有するස͕高い͜と͕ٵݺ下のみを͏ྲྀؾ，する．֤ఆ基準のಛੑΑり，૫のए年人Ͱڹ
ࣔࠦさΕた．ޙࠓ，͜の݁果͕日本人の OSA の発のಛੑ phenotype をөするのか検౼͕ඞཁͰある．
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S2-F3
院にお͚るऴ睡眠ϙリグラフ検査のґཔ科ผಛ
○金田知夏 1），杉山華子 2），森川直治 1），岡本裕美 1），竹村夏子 1），山本智永子 1），中村桃子 1），
山下　晋 3），氏野経士 4），桑木　恒 4），竹島多賀夫 2,5）

1）社会医療法人寿会富永病院生理機能検査室，2）社会医療法人寿会富永病院脳神経内科，3）社会医療法人寿会富永病院脳神経֎科，
4）社会医療法人寿会富永病院॥ث内科，5）社会医療法人寿会富永病院಄௧センター

Characteristics of the patients under polysomnography differ depending on the department in charge

$hinatsu	,anata1），Hanako	Sugiyama2），Naoharu	Morikawa1），Hiromi	Okamoto1），Natsuko	Takemura1），$hieko	:amamoto1），
Momoko	Nakamura1），Shin	:amashita3），,eishi	6jino4），Hiroshi	,uwaki4），Takao	Takeshima2,5）

院ओに脳݂ো・脳जᙾͳͲの಄部疾患を診療する，಄௧センターを備͑た 306 床のઐ門病院Ͱある．院に
お͚るऴ睡眠ϙリグラフ検査のର患ऀにͭいて，ґཔ科ผのಛをհする．ର 2015 年から 2017 年に脳神
経֎科・脳神経内科・॥ث内科からෆ眠日中の眠ؾのૌ͑Ͱ検査͕ґཔさΕࢪ行とͳͬた連ଓ 217 名Ͱ，脳神
経内科Ͱओにイーストメディック社の SOMNOscreen を༻し，ଞの 2 科にフィリップス社の Alice	PDY を༻
した．
217 名の͏ち，脳神経֎科 148 名（உੑ 81：ঁੑ 67；ฏۉ年ྸ 65.0，24-84）・脳神経内科 39 名（உੑ 21：ঁੑ 18；
ฏۉ年ྸ 55.4，23-82），॥ث内科 30 名（உੑ 18：ঁੑ 12；ฏۉ年ྸ 68.5，50-86）Ͱあͬた．
脳神経֎科の 48 名Ͱ脳࠹ߎ・脳ग़݂・脳जᙾのੑ࣭ث疾患を有し，ଞてんかん・Ίまいの機能ੑ疾患を有し
ていた．脳神経内科 30 名に SAS Ҏ֎の睡眠関連疾患をٙ͏ঢ়͕あり，͏ち 10 名͕಄௧を有していた．॥ث内
科 28 名͕ෆ຺・ੑ݂ڏ৺疾患・৺ෆ全・৺ےの৺疾患を有していた．֤々Ͱ $PAP をಋೖする患ऀ͕おり
֘科Ͱݪ疾患と共に follow	up さΕている．

S2-F2
院にお͚る Japanese	STOP	#ANG 睡眠࣌無࣭ٵݺථのධ価
○調　聡子，山口祐司
Ԭ浦ఴクリニック

Validation of Japanese STOP BANG Questionaire in our hospital

Satoko	ShiraCe，:uji	:amaguchi

【త】ւ֎の OSA のスクリーニングͰ STOP	#ANG	2uestionnaire（S#2）͕ある．院Ͱ PSG をࢪ行した患ऀ
をରに有༻ੑを検౼した．【ํ法】Original	S#2（OS#2） S：Snoring（いͼきの有無），T：Tiredness（日中
のർ労ײ，眠ؾ，݇ଵײの有無），O：OCserWed	apnea（無ٵݺの有無），P：Clood	Pressure（高݂ѹ，また࣏療
の有無），#：#MI（35	kg／m2 Ҏ上か？），A：Age（50 Ҏ上かࡀ  ），N：Neck	circumference（ܱपғ͕ܘ 41	cm
Ҏ上か？），G：Gender（உੑか？）のܭ 8 （cut	off  3）からる．P を S#P	140 Ҏ上，# を 25	kg／m2 Ҏ上，N
を 38	cm Ҏ上とした Modified	S#2（MS#2）を࡞した．【ର】日本人 447 名，ถ܉ 197 名．【݁果】日本人の
moderate（AHIʼ15）と seWere（AHIʼ30）の 2 とಛҟײ，において܈ moderate Ͱ܈ MS#2：93.6ˋ，
23.8ˋ	OS#2：87.7ˋ，29.9ˋ，seWere Ͱ܈ MS#2：95.4ˋ，15.9ˋ	OS#2：91.4ˋ，23.0ˋͰあͬた．ถ܉Ͱ mod-
erate Ͱ܈ MS#2：100ˋ，2.7ˋ	OS#2：99.2ˋ，3.8ˋ，seWere Ͱ܈ MS#2：100ˋ，1.5ˋ	OS#2：100ˋ，2.9ˋͰあͬ
た．【݁ޠ】ରの人छにम正した࣭ථΑり高ײにͳͬた．S#2信པੑのある؆ܿͳスクリーニング法として，
臨床Ͱの׆༻͕期さΕる．
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S2-F5
医療機関৬業ドライόーにお͚る睡眠・ดੑ࠹睡眠࣌無ٵݺީ܈に関するҙࣝと࣮ଶௐ査
○小林充典 1），町田　優 2），吉田沙也香 3），津久井彩 4），福田雅一 5），梅堀由紀子 6），松原哲司 7），
黒澤　功 8）

沢病ࠇ（3，（དྷ֎ٵݺ無）沢病院附属ヘルスパーククリニック内科ࠇ（沢病院附属ヘルスパーククリニック歯科・歯科口腔֎科，2ࠇ（1
院附属ヘルスパーククリニック検査部，4）ࠇ沢病院附属ヘルスパーククリニック医療ࣄ部，5）ࠇ沢病院附属ヘルスパーククリニック
ॸ部，6）ࠇ沢病院附属ヘルスパーククリニック高࡚健康理センター，7）株式会社ϒラビック，8）医療法人社団美৺会ࠇ沢病院

Consciousness and actual condition survey on sleep / obstructive sleep apnea syndrome in medical institution occupation drivers

Mitsunori	,oCayashi1），:u	Machida2），Sayaka	:osida3），Aya	Tsukui4），Masaka[u	Fukuda5），:ukiko	6meCori6），	
Tetsuji	MatsuCara7），Isao	,urosawa8）

【త】国土ަ௨লࠓ年 6 月Αり৬業運సऀにରし，લ߲ݺに睡眠チェックをり込み，睡眠ෆ足の運స
ऀのࢭېをఆΊた．ډ眠り運సނࣄࢭとซͤ，運ૹࣄ業ऀの働きํվֵをਐΊ，運సऀの睡眠ؒ࣌の֬อのҙ
͕ࣝ高まる͜とを期するのͰある．法人患ऀのૹܴଟく行ͬており，医療機関として睡眠のॏཁੑを知る
立場Ͱある͜とから法人৬業運సऀの睡眠に関してのҙࣝٴͼ睡眠ٵݺোの࣮ଶௐ査を行ͬた．
【ର】法人ૹܴ୲運సऀ 13 名（உੑ，ฏۉ年ྸ 63.1ʶ4.2 （ࡀ
【݁果】パルスオキシメトリー検査から 2 次検査に 13 名中 10 名͕Ҡ行し，OSAS 有病͕高いՄ能ੑ͕ࣔࠦさΕた．
ରऀ全員͕ڧい眠ؾを͡ײてͳかͬた．アンέートから 7 ׂҎ上͕ OSAS 眠ؾをঢ়としަ௨ނࣄを上げる
疾患Ͱある，理睡眠ؒ࣌ 7～8 ෆ足ؒ࣌Ͱあると回し，睡眠にରしての知ࣝ高かͬた．ͦの໘，睡眠ؒ࣌
͕༷々ͳ疾患発リスクを上げる͜と無࣏療の OSAS ݥةͰある͜とのೝࣝかͬた．
【݁】眠ؾ OSA ॏと関連しͳいՄ能ੑ͕ࣔࠦさΕ，ओ؍త眠͕ؾͳい OSA ጶ患৬業運సऀの発͕ݟॏཁͰ
あり，スクリーニング検査を行͏ඞཁੑをೝࣝすきͰある．

S2-F4
Nem-ink を༻いたগ人体੍Ͱの睡眠ٵݺোのऔり組み
○住谷充弘 1,2），河村晃弘 2），林　英宰 2），木谷和博 3），児嶋義夫 3）

1）大阪市立総合医療センターثٵݺ内科，2）河内総合病院॥ث内科，3）帝人在宅医療株式会社

Experience in a small group practice for sleep disordered breathing by using NemLink

Mitsuhiro	Sumitani1,2），Akihiro	,awamura2），Eisai	3in2），,a[uhiro	,itani3），:oshio	,ojima3）

【త】睡眠࣌無ٵݺީ܈ೝ知͕上ঢし，ड診患ऀおΑͼ $PAP ॲํ患ऀ͕૿している．しかし睡眠診療体੍
͕充࣮したࢪઃগͳく，গ人体੍Ͱ行͏良い $PAP フォロー診療にͭいて͑ߟる．【ํ法】河内総合病院॥ث
内科Ͱ月に 2 回睡眠֎དྷを行͏，院内αϙート体੍͕े分Ͱͳく，֎དྷ診࣌に医師からଟくの࣏療ํੑを明
ࣔするඞཁ͕ある．ͦ のたΊ院Ͱ診療։࣌࢝からIoTରԠ$PAP機ث・Nem-inkを༻いて֎དྷ診療の充࣮をਤͬ
ているݱঢ়を報ࠂする．【݁果】ର Nem-ink をಋೖした 67 名（年ྸ 35ᴷ78 உੑ／ঁੑ：63／4，AHI：20.3ᴷ，ࡀ
80.2／hr，全ྫ Auto$PAP に࣌དྷ֎．（༺ $PAP 内ଁデータをࢀ࣋ͳくデータѲ͕Մ能にͳり，༧श࣌に立ͬ
た．$PAP 日Ҏ֎ににมԽ͕あͬたྫ診گঢ়༺ $PAP ॲํ・マスクมߋの臨࣌հೖ͕Մ能とͳͬた．
$PAP コンプライアンスにおいて༺ 2017 年 8ᴷ10 月༻期の 4 ༺Ҏ上のؒ࣌ 70ˋະຬ܈の 59ˋ͕ 6 カ月ޙに
70ˋҎ上܈にվળをೝΊた．【݁ޠ】限らΕたݯࢿにお͚る診療の中ͰNem-ink༻コンプライアンスվળに立ͬ
た．
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S2-F6
院֎དྷにお͚る医療連ܞの࣮ଶ
○木下理恵，谷　歩，川久保真里
医療法人会谷病院

The actual situation of medical cooperation in outpatient clinic in our hospital

3ie	,inoshita，Ayumu	Tani，Mari	,awakuCo

ฏ 30 年 6 月 15 日にֳܾٞఆさΕた「経ࡁ財政運営とվֵの基本ํ 2018～গ子高ྸԽのࠀにΑる࣋ଓతͳ
長経࿏の࣮ݱ～」の中の第 3 ষの 4 の（1）社会อো（༧・健康ͮくりのਪਐ）において，医科歯科連ܞのॏཁੑ
͕明記さΕ，日本睡眠学会において医療連ܞガイドライン͕ఏࣔさΕている．院の֎དྷにおいて，診療情報ఏ
དྷ患ऀのຬ足֎」「療ޮ果を高ΊるたΊ࣏院の睡眠֎དྷの」ॻを௨͡てڙ 6P と 2O- の上のたΊ」ͳͲ，ଞ科
ड診をੵۃతにקΊている．৺療内科の৺理検査のґཔ，歯科口腔内ஔ製࡞のたΊのڲ正歯科のհ，ෆ
຺のҟৗ৺電ਤの精査のたΊの॥ث内科のհͳͲ，診療の中Ͱଞ科ड診͕ඞཁとஅするにͬࢸた，睡眠֎
དྷにお͚る，医療機関連ܞにͭいて，֤ྫを௨͡て報ࠂする．
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Good Sleep Good Life
より小さく、より快適となった、
スクリーニング検査のスタンダード。
呼吸努力の計測に対応

測定中・センサ装着状況を示すインジケータLED

コンパクトボディに1.8インチのカラーLCDを搭載

認識しやすいスタート/ストップボタン

ニッケル水素電池に対応

睡眠評価装置
パルスリープ LS-140
医療機器承認番号：229ADBZX00041000

PulSleep

すべての方へやさしさを。

Patient is Free/Layout is Free

睡眠評価装置
ソムノスクリーンBTシステム
医療機器認証番号：226AIBZX00059000

SOMNOscreen BTは、装置本体にBluetoothを内蔵。SOMNO-BT無線
ユニットまたはSOMNO-BTビデオシステムが波形データを受信します。
被検者は通信ケーブルによる行動の制限を受けません。またトイレの
度に呼び出されることが無いので病院スタッフの負担も軽減されます。

※Bluetoothは2.45GHz帯の電波を使用する近距離無線です。※伝送距離は使用環境により異なりますが約10mです。
※遮へい物や伏臥位等、極端に伝送距離が短くなる場合があります。

近距離ワイヤレス通信Bluetooth※を搭載
睡眠医療は
ワイヤレスの
時代へ

より手軽に、
もっと

使いやすく
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FOUNDED BY THE WORLD SLEEP FEDERATION & THE WORLD ASSOCIATION OF SLEEP MEDICINE

www.worldsleepcongress.com

• Courses 
 Saturday & Sunday

• Keynotes 
 Monday-Wednesday

• Symposia 
 Sunday-Wednesday 

• Abstracts 
 Sunday-Wednesday

• Aging and Developmental Issues
• Basic Sleep Research
• Behavior, Cognition and 
 Dreaming
• Chronobiology/Circadian 
 Disorders

•  Dental Sleep Medicine
• Excessive Daytime Sleepiness

• Insomnia
• Memory
• Movement Disorders
• Narcolepsy
• Neural Plasticity
• Neurological Sleep Disorders 
 Affecting Sleep

• Parasomnia

• Pharmacology
• Psychiatric Disorders Affecting 
 Sleep/Wake

• Restless Legs Syndrome (RLS)
• REM Behavior Disorders
• Sleep Breathing Disorders
•  Technologist
• Technology/Technical

WORLD SLEEP TOPICS

KEY DATES FOR SCIENTIFIC SUBMISSION                     

•  Symposia Submission 
 SEPTEMBER 1 - DECEMBER 1, 2018

•  Poster Abstract Submission 
 DECEMBER 1, 2018 - AUGUST 1, 2019

• Oral Abstract Submission 
 DECEMBER 1, 2018 - JUNE 15, 2019

• Young Investigator Award Application 
 DECEMBER 1, 2018 - JUNE 15, 2019

SCIENTIFIC PROGRAM HIGHLIGHTS



効能・効果、用法・用量、禁忌を含む使用上の注意等の詳細に
つきましては添付文書をご参照ください。

BEL15AD090A-0720




